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我々は、東北地方において実施される様々な公共事業や、近年激甚化・
頻発化する自然災害からの復旧・復興事業などを全力で進めています。

このような状況の中、東北地方の建設業における労働災害発生状況は、
近年、負傷者数、死亡者数共に減少傾向にあるものの、昨年、1,536名
の方々が被害にあい、このうち39名の尊い命が失われました。
労働災害から労働者を守るためには、これまでの事故を教訓とし、ま
た、関係者が一致協力して、職場における危険要因の排除に全力で取り
組まなければなりません。

本大会では、「高める意識と安全行動　築こうみんなのゼロ災職場」
をスローガンとして掲げ、決意を新たに取り組むこととします。

具体的には、次の取り組みを重点的かつ積極的に推進して参ります。
一　　 各現場において「予定外作業」や「省略行動」の排除に向けた対

応ルールを設定の上、事故防止に取り組む。
一　　安全施工サイクル活動の充実を図る。
一　　健康の保持増進と快適な職場環境の形成を図る。

以上、関係者一丸となって労働災害防止に全力で取り組むことをここ
に誓います。

令和５年10月３日  　　　　　
東北地方工事安全施工推進大会
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優良企業（現場代理人）　表彰　一覧表優良企業（現場代理人）　表彰　一覧表
東北地方
整備局 青森河川国道事務所 中野地区改良舗装工事 株式会社 三村興業社 小 向　 経 太

東北地方
整備局 高瀬川河川事務所 高瀬川水系水環境対策工事 滝内建設 株式会社 田 中　　 守

東北地方
整備局

岩木川ダム統合
管理事務所 津軽ダム情報管路新設工事 富士建設 株式会社 須 藤　 真 也

東北地方
整備局

八戸港湾・空港整備
事務所

八戸港八太郎・河原木地区航路泊地（埋没）
付帯施設本体工事 畑中建設工業 株式会社 中 家　 知 広

東北地方
整備局 岩手河川国道事務所 金ケ崎大橋修繕工事 ショーボンド建設 株式会社 

北東北支店 金　　 暢 大

東北地方
整備局 岩手河川国道事務所 北上川上流薄衣地区河川維持工事 株式会社 千葉建設 木村　祐一郎

東北地方
整備局 三陸国道事務所 崎山地区防災工事 日特建設 株式会社 東北支店 藤岡　淳一郎

東北地方
整備局 南三陸沿岸国道事務所 釜石両石地区交通安全施設等工事 株式会社 小澤組 栃 内　 栄 光

東北地方
整備局 仙台河川国道事務所 石巻鹿又地区構造物撤去工事 株式会社 横河ブリッジ 仙台営業所 政 門　 健 一

東北地方
整備局 仙台河川国道事務所 仙台地区通信用鉄塔外撤去工事 エクシオグループ 株式会社 宮 下　 勝 弘

東北地方
整備局 宮城南部復興事務所 内川流域不動尊砂防堰堤工事 株式会社 橋本店 野 内　 貴 司

東北地方
整備局 北上川下流河川事務所 北上川下流日根牛地区堤内整備工事 株式会社 只野組 二階堂　清実

東北地方
整備局

塩釜港湾・空港整備
事務所

仙台塩釜港石巻港区雲雀野地区防波堤（南）
被覆外工事 株式会社 丸本組 佐々木　昭一

東北地方
整備局 秋田河川国道事務所 象潟関地区道路改良工事 三共 株式会社 斎 藤　 昂 太

東北地方
整備局 湯沢河川国道事務所 八幡平山系北桧木内川第２砂防堰堤工事 佐藤建設 株式会社 大 石　 克 寿

東北地方
整備局 能代河川国道事務所 造坂地区函渠工工事 株式会社 タナックス 菊 池　 卓 也

東北地方
整備局 成瀬ダム工事事務所 成瀬ダム場内整備工事 株式会社 鈴木建設工業 大 木　 新 哉

東北地方
整備局 山形河川国道事務所 十日町地区改良舗装工事 株式会社 新庄・鈴木・柴田組 安 彦　 雄 輔

東北地方
整備局 山形河川国道事務所 元木地区改良工事 渋谷建設 株式会社 草 刈　 英 実

東北地方
整備局 山形河川国道事務所 最上川上流長島下流地区築堤工事 升川建設 株式会社 清 水　 敏 樹

東北地方
整備局 酒田河川国道事務所 鍛冶田地区橋梁下部工工事 株式会社 平尾工務店 吉 村　 英 樹

東北地方
整備局 酒田河川国道事務所 最上川下流遊摺部地区河道掘削工事 大井建設 株式会社 大 滝　 博 昭

東北地方
整備局 新庄河川事務所 最上川中流木ノ下地区堤防強化工事 沼田建設 株式会社 安 彦　 陽 子

東北地方
整備局

最上川ダム統合
管理事務所 白川ダム放流設備修繕工事 株式会社 ＩＨＩインフラ建設 

東北支店 杉 山　 雅 隆
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東北地方
整備局 福島河川国道事務所 御山地区改良舗装工事 戸田道路 株式会社 東北支店 阿 部　　 海

東北地方
整備局 郡山国道事務所 会津管内橋梁補修工事 ショーボンド建設 株式会社 

仙台営業所 岩 井　　 聡

東北地方
整備局 磐城国道事務所 磐城管内交通安全施設設置工事 福島ルート産業 株式会社 佐 藤　　 清

青森県 三八地域県民局
地域整備部 ３・３・８白銀市川環状線道路改築工事 穂積建設工業 株式会社 鈴 木　 孝 雄

青森県 上北地域県民局
地域整備部 国道279号道路改良（南BP）工事 上北建設 株式会社 才 勝　 愼 也

青森県 上北地域県民局
地域整備部 三沢十和田線交通安全施設整備工事 田中建設 株式会社 一ノ渡　　健

青森県 下北地域県民局
地域整備部 小荒川砂防設備等緊急改築工事 株式会社 柴田組 金 枝　　 隆

岩手県 沿岸広域振興局土木部
大船渡土木センター

大船渡港永浜・山口地区土取場跡地整備
（その３）工事 株式会社 たかしん興業 橋 本　 孝 志

岩手県 県北広域振興局土木部 主要地方道岩泉平井賀普代線明神地区落
石対策（A140、A145）工事 畑田建設工業 株式会社 石 崎　 優 貴

岩手県 盛岡広域振興局土木部 一級河川北上川筋上武道地区樋門整備工事 株式会社 中村建設 小笠原　雅夫

岩手県 沿岸広域振興局土木部
大船渡土木センター 一般国道343号広桶大橋耐震補強工事 株式会社 佐賀組 岩 渕　 和 将

岩手県 沿岸広域振興局土木部
大船渡土木センター

主要地方道大船渡綾里三陸線赤崎地区道
路改良その６工事 株式会社 小田島組 佐々木　拓哉

宮城県 東部地方振興事務所 宮沢堀排水路（その１）工事 若生工業 株式会社 吉 田　　 磨

宮城県 仙南・仙塩広域 
水道事務所

仙南・仙塩広水　姥ヶ懐調整池（躯体・
配管）工事 株式会社 橋本店 前 野　 善 智

宮城県 住宅課 県営将監第二住宅（14・18号棟）外壁等
改修工事 株式会社 桝田組 政 木　 美 加

宮城県 消費生活・文化課 慶長使節船復元船解体工事 株式会社 木村土建 千 葉　　 暁

宮城県 北部地方振興事務所 小里工区区画整理（その３）外工事 株式会社 佐々木組 内 田　 彰 宏

秋田県 北秋田地域振興局農林部 浦山地区　農地中間管理機構関連ほ場整
備工事00702-K14 佐藤吉 株式会社 嶋 田　 吉 永

秋田県 山本地域振興局農林部 上中沢地区　機能強化・老朽化対策工事
RC1115A012

大森・寒風特定建設工事
共同企業体 舘 岡　 勇 人

秋田県 北秋田地域振興局建設部 地方道路交付金工事（改築）03-HF74-20 朝日建設 株式会社 田 中　 峰 樹

秋田県 山本地域振興局建設部 地方道路交付金工事（改築）03-HF35-40 株式会社 コンノ土木 西 方　 光 博

秋田県 秋田地域振興局建設部 床上浸水対策特別緊急工事02-KY36-70 板橋組・豊興産特定建設工事
共同企業体 畠 山　　 尚

山形県 最上総合支庁建設部
河川砂防課

令和元年度（明許繰越）河川整備補助事業
（強靭・交付金）角間沢川輪中堤築堤外工事 株式会社 新庄・鈴木・柴田組 黒 坂　 良 太

山形県 村山総合支庁建設部
道路課

令和３年度道路施設長寿命化対策事業（補助・橋梁
修繕）主要地方道山形永野線大沢橋外橋梁補修工事 株式会社 三和 鈴 木　 健 之

山形県 最上総合支庁産業
経済部農村整備課

令和３年度熊高地区水田農業低コスト・
高付加価値化基盤整備事業第２工区工事 永井建設 株式会社 奥 山　　 伸
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山形県 村山総合支庁産業経済
部北村山農村整備課

令和２年度東根地区（大木沢）農村地域
防災減災事業第２工区工事（繰越） 株式会社 黒田組 奥 山　 栄 作

山形県 置賜総合支庁建設
部河川砂防課

令和３年度（明許）土砂災害対策事業（防災安
全・地すべり（国補正））赤山地すべり対策工事 株式会社 大建工業 髙 橋　 将 太

山形県 庄内総合支庁産業
経済部農村整備課

令和３年度たらのきだい地区経営体育成基盤整
備事業第13工区工事（繰越） 株式会社 王祇建設 遠 藤　　 優

福島県 猪苗代土木事務所 道路橋りょう維持（災防）工事（法面） 渡部産業 株式会社 渡 部　 智 裕

福島県 富岡土木事務所 道路橋りょう整備（再復）工事（舗装） 横山建設 株式会社 柿 木　 昌 人

福島県 県北建設事務所 道路橋りょう整備（再復）工事（舗装） 多田建設 株式会社 緑 上　 宏 貴

福島県 相双建設事務所 砂防施設工事（護岸） 石川建設工業 株式会社 酒 井　　 隆

福島県 県中建設事務所 道路橋りょう整備（再復）工事（照明設備）高柳電設工業 株式会社 永 田　 拓 也

福島県 会津若松建設事務所 道路橋りょう整備（再復）工事（舗装） 会津土建 株式会社 大 竹　 友 幸

福島県 南会津建設事務所 道路橋りょう整備（再復）工事（舗装） 南総建 株式会社 五十嵐　寛和

仙台市 建設局道路施設課 仙台駅西口駅前広場（D工区）再整備工事
（その８） 仙建工業 株式会社 清 野　 義 則

仙台市 建設局道路施設課 仙台駅西口駅前広場（D工区）再整備工事
（その９） 仙建工業 株式会社 野 田　 雅 彦

仙台市 建設局道路保全課（主）塩釜亘理線高砂橋橋梁耐震補強工事
（その１） 奥田建設 株式会社 佐 藤　 大 輔

仙台市 都市整備局営繕課 仙台市立将監中央小学校校舎及び屋内運
動場大規模改修工事 仙台土木建築工業 株式会社 佐 藤　 正 晴

仙台市 都市整備局営繕課 仙台市立将監西小学校校舎及び屋内運動
場大規模改修工事 中城建設 株式会社 長 澤　 優

東日本高速道
路株式会社 八戸管理事務所 百石道路　市川橋落下物防止柵取替工事 株式会社 柏崎組 佐 藤　　 学

東日本高速道
路株式会社 北上管理事務所 東北自動車道　花巻ＰＡスマートイン

ターチェンジ工事 岡崎建設 株式会社 佐 藤　 賢 一

東日本高速道
路株式会社 郡山管理事務所 東北自動車道　安積ＰＡ（上り線）整備

工事 ダイリ建設 株式会社 大 塚　 翔 流

東日本高速道
路株式会社 郡山管理事務所 東北自動車道　原中橋補修工事 田中建設 株式会社 地代所　宏行

東日本高速道
路株式会社 福島管理事務所 東北自動車道　桑折ＪＣＴ道路照明設備

工事 東北電化工業 株式会社 小 川　 恭 平
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発 注 機 関 東北地方整備局　青森河川国道事務所

工 事 名 中野地区改良舗装工事

請 負 会 社 名 株式会社　三村興業社 現 場 代 理 人 小向　経太

安全施工のために留意、または工夫した事項
　国道４号の現道上において縦断・横断方向共に線形を変更するため日々の交通災害の防止に加え、規制開放後にも一般車両の事
故や損傷を誘発しない施工に留意した。
　毎日の規制開放時は、縦・横断方向共に段差を設けない施工を実現するため、施工範囲と舗装各層の施工完了時の収まりを３Ｄ-
ＣＡＤを用いて詳細に把握した。
　ドローンによるオルソ写真を重ね合わせた図面にて、毎日の施工・規制・移動の範囲を明確にし、作業を行った。
　全ての関係者がわかりやすい、「見える化」現場を目指した。

発 注 機 関 東北地方整備局　高瀬川河川事務所  

工 事 名 高瀬川水系水環境対策工事

請 負 会 社 名 滝内建設　株式会社 現 場 代 理 人 田中　守

安全施工のために留意、または工夫した事項
　この現場では、締切盛土での作業があり、幅３ｍの締切盛土を重機が走行するため、締切盛土からの転落防止
にトラロープによる路肩標示と路肩注意標識を設置して注意喚起を行った。
　又、不整地運搬車がバックで走行する際は誘導員を配置して誘導を行った。

発 注 機 関 東北地方整備局　岩木川ダム統合管理事務所 

工 事 名 津軽ダム情報管路新設工事

請 負 会 社 名 富士建設　株式会社 現 場 代 理 人 須藤　真也

安全施工のために留意、または工夫した事項
・常に段差をすりつけて、歩行者等の転倒事故を防止した。
・その日の交通規制に合わせて工事予告板を設置し、交通事故を防止した。
・冬期間の作業リスクを回避するため、工程を短縮し本格的な降雪期前に施工を完了させた。
・マラソンのイベントが有り、工事における支障は無いか、主催関係者と打合せをした。
・下請け業者を含む幹部及び女性を交えたパトロールを実施し、意識改革の指導を目的により有効的な社内パトロールとした。

発 注 機 関 東北地方整備局　八戸港湾・空港整備事務所 

工 事 名 八戸港八太郎・河原木地区航路泊地（埋没）付帯施設本体工事

請 負 会 社 名 畑中建設工業　株式会社 現 場 代 理 人 中家　知広

安全施工のために留意、または工夫した事項
　ケーソン製作に伴うクレーン作業時のクレーン災害防止の安全対策、また、ケーソン進水・仮置作業時の海上
衝突事故防止の安全対策に重点をおいた安全管理を行った。安全監視カメラを設置したことで作業従事者が安全
に意識をもって作業する事が出来、無事故で工事を完了することが出来た。

発 注 機 関 東北地方整備局　岩手河川国道事務所

工 事 名 金ケ崎大橋修繕工事

請 負 会 社 名 ショーボンド建設　株式会社　北東北支店 現 場 代 理 人 金　暢大

安全施工のために留意、または工夫した事項
　当工事は、夜間工事で片側交互通行にて施工しなければならない工種が多く、通行帯近くでの作業がある工事
でした。そのため、飛散物による一般車両への第三者災害の防止及び作業員の通行帯への飛び出し防止、作業中
の照度確保に努めて施工した。
　また、夏季の施工もあったため、熱中症対策にも留意して施工した。

安全施工のために留意、または工夫した事項安全施工のために留意、または工夫した事項
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発 注 機 関 東北地方整備局　岩手河川国道事務所

工 事 名 北上川上流薄衣地区河川維持工事

請 負 会 社 名 株式会社　千葉建設 現 場 代 理 人 木村　祐一郎

安全施工のために留意、または工夫した事項
　新しいモノや新技術を積極的に取り入れ、作業負荷の低減や、作業環境の改善に取組みつつも、「凡事徹底」
を現場スローガンとして掲げ、保護具の正しい着用や、注意喚起のための、安全施設の設置、見張員の配置を徹
底した。
　また、より多くの人に情報を届けるため地元コミュニティFMにて除草作業の放送を行った。

発 注 機 関 東北地方整備局　三陸国道事務所

工 事 名 崎山地区防災工事

請 負 会 社 名 日特建設　株式会社　東北支店 現 場 代 理 人 藤岡　淳一郎

安全施工のために留意、または工夫した事項
　当該工事の施工箇所は公道に隣接しており、特に歩道橋撤去工事は斫り殻の飛散による重大な交通災害へ繋が
る恐れがあった。
　そこで、斫り作業中は桁を覆うように飛散防止をすることで第三者災害無く本工事を無事故で完成させた。

発 注 機 関 東北地方整備局　南三陸沿岸国道事務所

工 事 名 釜石両石地区交通安全施設等工事

請 負 会 社 名 株式会社　小澤組 現 場 代 理 人 栃内　栄光

安全施工のために留意、または工夫した事項
　夜間通行止めにあたり、規制計画に基づいた規制方法の指導・教育を作業員に入念に行い、保安施設はソーラー
式ＬＥＤカラーサンライト表示板等の使用により、ドライバーへの視認性を高め、相乗り業者との連絡調整を密
に行いトラブル防止に努めた。

発 注 機 関 東北地方整備局　仙台河川国道事務所

工 事 名 石巻鹿又地区構造物撤去工事

請 負 会 社 名 株式会社　横河ブリッジ　仙台営業所 現 場 代 理 人 政門　健一

安全施工のために留意、または工夫した事項
１．鹿又工区
細長い施工ヤードでの鋼構造物の撤去作業にあたり、作業員の挟まれ事故ならびに、墜落転落事故防止の対策を、効率よく効果的
に実施できるように工夫した。
２．矢本工区
２車線道路での撤去作業にともない、現場周辺環境を把握し、第三者への配慮に留意した、安全で主要幹線道路に与える影響を最
小限とする施工方法を立案した。

発 注 機 関 東北地方整備局　仙台河川国道事務所

工 事 名 仙台地区通信用鉄塔外撤去工事

請 負 会 社 名 エクシオグループ　株式会社 現 場 代 理 人 宮下　勝弘

安全施工のために留意、または工夫した事項
　保育園、住宅、店舗、高圧電線が近接していることから、騒音の軽減、飛散防止及び感電防止対策に十分に留
意した。
　また、現場にネットワークカメラを設置し、関係者による他地点からの遠隔監視を行えるようにし、情報通信
技術の力も借りて安全対策を行った。
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発 注 機 関 東北地方整備局　宮城南部復興事務所

工 事 名 内川流域不動尊砂防堰堤工事

請 負 会 社 名 株式会社　橋本店 現 場 代 理 人 野内　貴司

安全施工のために留意、または工夫した事項
　本現場は、山間部における狭隘かつ見通しの悪い現場で、各作業に目が届きにくいことから、多方面から安全に対する見落としが無いように留意した。
　ICT等活用し「人体感知センサー付きバックホウ」等の死角見える化により重機接触事故防止や、「車両運行管理システム」を導入することにより、
交通事故防止対策にも配慮した。
　また、インターネットカメラを設置し、現場だけでなく本社でもリアルタイムに現場状況を把握できるようにすることで、現場の安全意識を高める
ようにした。
　その他に外国人技能実習生のための多言語注意喚起標識の設置や熱中症予防など現場条件に合わせた対策を行い、作業の安全性を向上し無事故で完
成させた。

発 注 機 関 東北地方整備局　北上川下流河川事務所

工 事 名 北上川下流日根牛地区堤内整備工事

請 負 会 社 名 株式会社　只野組 現 場 代 理 人 二階堂　清実

安全施工のために留意、または工夫した事項
　別工種が近接を伴う場面を防止する目的として、監視員の常時配置を徹底に加えて、全方位ウェブカメラを活用し、常に現場の
状況が把握、連絡が図れるように警戒監視体制を強化した。
　現場従事者に於ける安全意識のマンネリ化対策や危険の芽の見失い防止を目的として、現場関係者以外の安全パトロール（外部
安全機関や元請下請経営者合同、総務部門におけるパトロール）の充実を図った。
　軽量盛土工特有の資材（連結金具）は、施工中は鋭利な危険物となることを受けて、一般建築資材（断熱材スタイロフォーム）
を活用して、従事者の安全性を確保した。

発 注 機 関 東北地方整備局　塩釜港湾・空港整備事務所

工 事 名 仙台塩釜港石巻港区雲雀野地区防波堤（南）被覆外工事

請 負 会 社 名 株式会社　丸本組 現 場 代 理 人 佐々木　昭一

安全施工のために留意、または工夫した事項
　私自身初めての貴所発注工事であり、社内から安全管理活動について工事着手時よりバックアップ体制を整えてもらい、安全パトロールの頻度、多
方面からの安全作業に関するポイントについてアドバイスを受け、安全を常に優先に考えた施工をすることができた。
　ブロック製作ヤードは強風が吹きやすい海岸近くであり、風の影響により吊荷が振れる等、作業員に危険を及ぼす恐れがある為、生コン打設方法の
工夫、高さ２ｍを超える足場上での作業となることから打設足場の工夫を考え施工に取り組んだ。
　また、３種類のブロックを区分けした製作ヤードとなる為、作業員とクレーン、重機、工事車両等と重機械の移動による接触事故防止に努めた。
　結果、労働災害を未然に防止し無事故・無災害で工事を完成することができた。

発 注 機 関 東北地方整備局　秋田河川国道事務所

工 事 名 象潟関地区道路改良工事

請 負 会 社 名 三共　株式会社 現 場 代 理 人 斎藤　昂太

安全施工のために留意、または工夫した事項
1.　 当該工事は隣接する他工事との関わりが多くあり、事業全体を通しての事故防止に努めることを目的として現地において他の工事責任者との安全に関す

る事前打合せを密に行い、作業時間帯の調整を率先して行った。
2.　 本工事の下請け会社２社を含め工事従事者への安全訓練の一環として、実現場の３次元測量データを引用した現場独自のオリジナルVRを作成し、一歩踏

み入った体感KYを実践し、事故防止に有益な効果が得られた。
3.　 熱中症対策として現場従事者全員に『空調ベスト』を支給して完全着用を義務付けた他、『黒球付熱中症計』を活用してWBGT値の危険指数を示した日

には『30分毎の休憩と水分補給』を義務付けて危険リスクを回避した。
4.　 「工事事故防止の徹底」と「０災」を目指し、グループ会社による現場パトロールの他、女性社員や会社代表のパトロールを実施し、様々な視点からの指

摘や提案を事故防止対策とし取り入れ、無事故で工事を完成させた。

発 注 機 関 東北地方整備局　湯沢河川国道事務所

工 事 名 八幡平山系北桧木内川第２砂防堰堤工事

請 負 会 社 名 佐藤建設　株式会社 現 場 代 理 人 大石　克寿

安全施工のために留意、または工夫した事項
　本工事では、残存型枠本体に取付可能な支柱を製作・設置し転落災害を防止した。また、現場上流に土石流セ
ンサーを設置し、出水期前に避難訓練を実施した。
　このほか、建設資材の盗難対策、危険生物対策や熱中症対策、新型コロナウイルス感染対策などを適切に実施し、
無事故で完工できた。



─ 10─

発 注 機 関 東北地方整備局　能代河川国道事務所

工 事 名 造坂地区函渠工工事

請 負 会 社 名 株式会社　タナックス 現 場 代 理 人 菊池　卓也

安全施工のために留意、または工夫した事項
　コンクリート打設時は、７号線を通行しての運搬となります。予め近隣住民及び他工事関係者には、工事内容
及び実施工程について、チラシを配布し協力を仰いだ。運搬は、通勤時間帯を避け一般車両及び他工事車両との
トラブルがないように、現場通行ルールを記載した通行証を配布し事故防止に努めた。

発 注 機 関 東北地方整備局　成瀬ダム工事事務所

工 事 名 成瀬ダム場内整備工事

請 負 会 社 名 株式会社　鈴木建設工業 現 場 代 理 人 大木　新哉

安全施工のために留意、または工夫した事項
　豪雪地帯でもあり、除雪は作業者の負担が大きい作業であり、夜中に出動する事が多いため少しでも負担をな
くすため、積雪計にネットワークカメラを設置し、確認しに行く時間の削減、睡眠時間を確保した。
雪下ろし作業は、気温が高い時は避け、高所作業車で雪庇を除去してから作業を行い、転落防止に努めた。

発 注 機 関 東北地方整備局　山形河川国道事務所

工 事 名 十日町地区改良舗装工事

請 負 会 社 名 株式会社　新庄・鈴木・柴田組 現 場 代 理 人 安彦　雄輔

安全施工のために留意、または工夫した事項
・ユニット式昇降階段の設置
　防雪柵工の路肩法面作業において、作業員の転落防止が必要であると判断し、昇降設備、足場、転落防止柵が
一体となったユニット式昇降階段を設置し、バックホウで吊上げ移動設置できるように工夫した。
・仮設落下物防止柵
　供用箇所の交差道路について仮設の落下物防止柵を設置し作業することにより安全の確保を実施した。
発 注 機 関 東北地方整備局　山形河川国道事務所

工 事 名 元木地区改良工事

請 負 会 社 名 渋谷建設　株式会社　 現 場 代 理 人 草刈　英実

安全施工のために留意、または工夫した事項
　交通量が多い現道脇での作業であったため、歩行者や一般車両の通行に支障が出ないように下記の点に留意した。
・ 歩行者の通行に支障がないように、通行帯の不陸整正や段差の解消を行ってつまずき転倒等による第三者災害の

防止に努めた。
・一般車両への対策について、構造物取壊し時に飛散防止ネットを設置しコンクリート片等の飛散防止に努めた。

発 注 機 関 東北地方整備局　山形河川国道事務所

工 事 名 最上川上流長島下流地区築堤工事

請 負 会 社 名 升川建設　株式会社 現 場 代 理 人 清水　敏樹

安全施工のために留意、または工夫した事項
　近年、熱中症での救急搬送者が増加しており熱中症対策の取組が重要となっていることから、現場独自の夏期
作業　安全サイクルを打立てた。
　また、身体の熱ごもり、およびＱＲコードによる救急医療情報の見える化を行い夏期作業リスクの低減に努め
た。
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発 注 機 関 東北地方整備局　酒田河川国道事務所

工 事 名 鍛冶田地区橋梁下部工工事

請 負 会 社 名 株式会社　平尾工務店 現 場 代 理 人 吉村　英樹

安全施工のために留意、または工夫した事項
　当現場に於いて特に安全に留意、工夫を行った事は、『熱中症対策』である。
熱中症リスクの高い時期に作業員への負担がかる作業が集中する工程だった為、作業負荷を低減させ快適な作業
環境を確保するように努めた。

発 注 機 関 東北地方整備局　酒田河川国道事務所

工 事 名 最上川下流遊摺部地区河道掘削工事

請 負 会 社 名 大井建設　株式会社 現 場 代 理 人 大滝　博昭

安全施工のために留意、または工夫した事項
　本工事は現場管理の『IoT化』によって安全管理体制を強化するため、下記の２項目を実施した。
１、 作業場所に通信内蔵型のネットワークカメラを設置し、遠隔から現場の状況把握が可能となったことで、作業従事者が常に緊張感を持って行動す

る様になり、不安全行動や近道行動の防止を図ることができた。また、カメラ映像はクラウドに14日間分自動で保存されることから、休日・夜間
における盗難防止も図ることができた。

２、 ダンプトラックによる土砂運搬の際に、運行管理システムによってダンプトラックの運行状況を常時把握したことで、運転手一人一人の安全意識
の向上が図られ、法令違反等による交通事故を未然に防ぐことができた。

発 注 機 関 東北地方整備局　新庄河川事務所

工 事 名 最上川中流木ノ下地区堤防強化工事

請 負 会 社 名 沼田建設　株式会社 現 場 代 理 人 安彦　陽子

安全施工のために留意、または工夫した事項
　IOTカメラの設置により常に現場状況の把握を行うと共に、発注者との情報・状況共有を行った。カメラは本
社アクセスより全社的な安全管理を行うことができた。２台のクレーン併設時には明確な作業区画と周知・監視
を行い、騒音等周辺環境に注力し無事故で完成を迎える事ができた。

発 注 機 関 東北地方整備局　最上川ダム統合管理事務所

工 事 名 白川ダム放流設備修繕工事

請 負 会 社 名 株式会社　ＩＨＩインフラ建設　東北支店 現 場 代 理 人 杉山　雅隆

安全施工のために留意、または工夫した事項
1.　高圧線接近作業（交流33,000V）に対する安全対策
　主バルブを搬出搬入するため100tオールテレンクレーンが必要となったが、荷重条件等の制約で配置場所が限定されたためクレーンブームと白川発電所（山形県企業局）の送電線との干渉
を避ける必要があった。確実で安全な水平離隔距離を確保するため、位置関係を詳細に測量し安全な範囲として、地表にはマーキング、上空には三角旗ロープを張って二重の明示を行った。
２．急斜面からの雪崩に対する安全対策
　気温上昇や好天後の降雪など高リスク時の作業中止や見張り員の配置のほか、雪崩多発地帯の情報を把握し、リスクの大きい場所を「雪崩警戒区域」として停車禁止措置（カラーコーンの設
置）を行った。
３．ハザードマップ作成による危険要因の「見える化」
　現場の作業環境や作業内容に即して綿密にリスク抽出したハザードマップを作成し安全教育資料としたほか、それを現場に掲示し、安全意識と必要な対応を作業従事者全員で共有した。

発 注 機 関 東北地方整備局　福島河川国道事務所

工 事 名 御山地区改良舗装工事

請 負 会 社 名 戸田道路　株式会社　東北支店 現 場 代 理 人 阿部　海

安全施工のために留意、または工夫した事項
　今回の工事箇所は店舗、学校、住宅地等がある為、歩道の歩行者、自転車の往来が多く、車道では朝夕の時間帯は渋滞が発生す
る交差点での規制を伴う作業の為、最優先事項に第三者災害の防止を掲げ、作業終了前に段差等有無を自ら点検を実施した。
　また、交差点切替に伴う作業では、物損公衆災害防止及び重機による災害の防止に努め、交差点切替時は、チラシの配布、案内
看板を設置し、道路利用者の負担が最小限になる様、規制時間の短縮、切り替え作業の手順を全作業員に周知徹底し、無事故無災
害で完成出来た。
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発 注 機 関 東北地方整備局　郡山国道事務所

工 事 名 会津管内橋梁補修工事

請 負 会 社 名 ショーボンド建設　株式会社　仙台営業所 現 場 代 理 人 岩井　聡

安全施工のために留意、または工夫した事項
　本工事は、トラス桁の塗替塗装工事である。
　既設塗膜に鉛成分が含まれた分析結果より、剥離剤を使用しての旧塗膜剥離が必要となった。
　塗膜剥離試験を行い、水系の剥離剤の使用・塗膜剥離回数を協議した。火災防止対策として、足場仮設完了後、難燃シートによる主体足場、
中段足場のシート養生を行い、換気対策の為防爆型送風機を配置した。作業員は、化学防護服を着用し、保護具としてエアラインマスク・電
動ファン付マスクを使用して旧塗膜剥離の施工を行った。環境対策として、揮発性有機化合物の浮遊が懸念された為、VOC検知器を使用して、
足場内のppmを１日３回測定、送風機による換気対策・防護服下のエアー装置を装備して夏場での塗膜剥離作業を無事故で完工した。

発 注 機 関 東北地方整備局　磐城国道事務所

工 事 名 磐城管内交通安全施設設置工事

請 負 会 社 名 福島ルート産業　株式会社 現 場 代 理 人 佐藤　清

安全施工のために留意、または工夫した事項
　工事施工箇所が毎日違う場所が多いため、その現場に合わせた工事規制が取れるように、安全管理パターンを
数種類用意して安全管理に努めた。又、昼間作業では交通量が多く安全管理に支障が出る様な箇所は、夜間作業
に切り替えて施工することで安全確保に努めた。

発 注 機 関 青森県　三八地域県民局地域整備部

工 事 名 ３・３・８白銀市川環状線道路改築工事

請 負 会 社 名 穂積建設工業　株式会社 現 場 代 理 人 鈴木　孝雄

安全施工のために留意、または工夫した事項
　本工事は家屋、田畑が近接している中での道路改良工事だったが、現地踏査による施工箇所周辺状況の確認、
及び地域住民とのコミュニケーションを密に取ることで、作業従事者には新規入場時に当現場特有の安全指示事
項を的確に伝えることができ、また、施工状況や周辺環境に配慮した創意工夫についても複数実施し安全に施工
することができ、無事故・無災害で工事を終えることができた。

発 注 機 関 青森県　上北地域県民局地域整備部

工 事 名 国道279号道路改良（南BP）工事

請 負 会 社 名 上北建設　株式会社 現 場 代 理 人 才勝　愼也

安全施工のために留意、または工夫した事項
１． 掘削土の場外搬出では、フリート（GPS）により車輌の走行軌跡・現在位置・走行速度・搬出回数をリアルタイムで

確認し交通事故防止に努めた。
２． 作業土工などの重機と作業員の併用作業では、バックホウに重機安全ポールを設置し、接触防止に努めた。
３． 熱中対策水を配給し水分摂取させ、ヘルメット内や首元を冷やすため冷感消臭ヘッドキャップや水冷ワークタオルを

配布した。
４．現場からの資機材盗難の際、センサーにより記録するレンジャーカメラを設置した。

発 注 機 関 青森県　上北地域県民局地域整備部

工 事 名 三沢十和田線交通安全施設整備工事

請 負 会 社 名 田中建設　株式会社 現 場 代 理 人 一ノ渡　　健

安全施工のために留意、または工夫した事項
１． G-cam02による現場事務所の盗難防止・現場内における安全意識の向上と自然状況の確認
２． バックモニター付きバックホウ及び超音波式安全装置（ミハールV）付きタイヤローラー使用による接触事

故防止
３．安全掲示板の活用による事故防止及び現場の円滑な運営
４．合図者及び誘導員の配置による事故防止
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発 注 機 関 青森県　下北地域県民局地域整備部

工 事 名 小荒川砂防設備等緊急改築工事

請 負 会 社 名 株式会社　柴田組 現 場 代 理 人 金枝　隆

安全施工のために留意、または工夫した事項
　当該工事は、小荒川河川の上流部にある既設の砂防堰堤の上流側及び水通し部を取壊し、新しくコンクリート
構造物（腹付け）を施工する工事である。下流部に「むつ市公営企業局上水道管理センター」の施設があり、こ
の河川から水道水として取水している。
　このことから、環境対策に留意し、企業局の担当職員と密に連絡を取り合い、大きな苦情もなく工事を完成す
ることが出来た。この度の経験を糧とし、当社及び私自身も、尚一層の努力をして、安全に努めたいと思った。
発 注 機 関 岩手県　沿岸広域振興局土木部大船渡土木センター

工 事 名 大船渡港永浜・山口地区土取場跡地整備（その３）工事

請 負 会 社 名 株式会社　たかしん興業 現 場 代 理 人 橋本　孝志

安全施工のために留意、または工夫した事項
　現場周辺の道路利用者や近隣住民とのコミュニケーションを重視し、『見やすく、分かりやすく、親しみやす
い現場』をモットーに、現場従事者全員が安全と円滑な交通確保に取り組んできた。

発 注 機 関 岩手県　県北広域振興局土木部

工 事 名 主要地方道岩泉平井賀普代線明神地区落石対策（A140、A145）工事

請 負 会 社 名 畑田建設工業　株式会社 現 場 代 理 人 石崎　優貴

安全施工のために留意、または工夫した事項
　地域住民や観光客の使用する道路を片側交互通行規制をかけて施工する上で、施工中の落石対策として、安全
柵の設置や準備工時の法面清掃・浮石の除去、第三者災害対策として施工時の仮設落石対策や破損していた側溝
蓋の交換を行った。また、下請け等との連絡調整や作業内容・範囲の確認を密にしたことと発注者及び関係機関
作業に従事していただいた方々からのご指導・アドバイス等により、無事故無災害での施工を行えた。

発 注 機 関 岩手県　盛岡広域振興局土木部

工 事 名 一級河川北上川筋上武道地区樋門整備工事

請 負 会 社 名 株式会社　中村建設 現 場 代 理 人 小笠原　雅夫

安全施工のために留意、または工夫した事項
　油漏れ事故対策として、使用する重機は年式が新しい機械を使用、また点検頻度を増やした。また、発電機の
設置場所は、増水時でも影響ない位置に設置するなどの対策をとった。
　公衆災害対策として、送水管の保護、簡易ゲートの設置場所を増やす等の対策をした。

発 注 機 関 岩手県　沿岸広域振興局土木部大船渡土木センター

工 事 名 一般国道343号広桶大橋耐震補強工事

請 負 会 社 名 株式会社　佐賀組 現 場 代 理 人 岩渕　和将

安全施工のために留意、または工夫した事項
　国道部の終日片側交互通工規制での作業だったため、歩行者及び車両による交通災害防止を重点課題とした。
特に夜間時の視認性と歩行者の安全を第一に考え規制計画を作成し作業帯を設置した。結果無事故で竣工するこ
とができた。
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発 注 機 関 岩手県　沿岸広域振興局土木部大船渡土木センター

工 事 名 主要地方道大船渡綾里三陸線赤崎地区道路改良その６工事

請 負 会 社 名 株式会社　小田島組 現 場 代 理 人 佐々木　拓哉

安全施工のために留意、または工夫した事項
　本工事では直高10ｍの壁面材設置時の安全対策が最大の留意点であった。対策としてベランダガードを利用しての転
落防止柵の設置、現場作業従事者全員への墜落制止用器具（フルハーネス型）の特別教育を実施し作業時に必ず着用を義
務付けた事で無事故で竣工することができた。
　また、民家が隣接する箇所での工事だったため一般車両との交通災害が危惧された。そこで事前に工事広報による周知
やデザイン看板による交通規制の周知を行ったことで円滑に通行させることができ、第３者災害を防ぐことができた。

発 注 機 関 宮城県　東部地方振興事務所

工 事 名 宮沢堀排水路（その１）工事

請 負 会 社 名 若生工業　株式会社 現 場 代 理 人 吉田　磨

安全施工のために留意、または工夫した事項
　当該工事は既設の大型の排水路改修工事であるために、限られた期間とスペースでの施工が必要となる現場であるだけでなく、
下流側において、関連する３つの工事が同時に施工するため、大雨等による排水対策においては４社が連携した対応を必要とした。
　このような現場であったことから、安全に工事の進捗を図るため、土地改良区などの耕作に携わるすべての関係者と綿密に協
議を行い、施工の実施時期と区間を定めるとともに、排水対策については、協議会を設立して情報共有を図り対応したことにより、
安全に工事を完成させる事ができたと考えている。

発 注 機 関 宮城県　仙南・仙塩広域水道事務所

工 事 名 仙南・仙塩広水　姥ヶ懐調整池（躯体・配管）工事　

請 負 会 社 名 株式会社　橋本店 現 場 代 理 人 前野　善智

安全施工のために留意、または工夫した事項
１．BIM・CIMによる３次元データを作成し、施工前に重機配置計画を検証しPC上で事前シミュレーションを実施。
２．補強土壁工の変更に伴い、交通規制等安全面にも配慮した設計変更案の検討。
３．第三者機関を活用した安全巡視及び教育の質向上。
４．計画的な打設足場の構築、支保工を建枠に変更する事で作業通路の確保と作業効率の向上。
５．充電式の投光器や低電力で点灯するLED照明の活用による照度の確保。
発 注 機 関 宮城県　住宅課

工 事 名 県営将監第二住宅（14・18号棟）外壁等改修工事

請 負 会 社 名 株式会社　桝田組 現 場 代 理 人 政木　美加

安全施工のために留意、または工夫した事項
　安全は一人でできるものではなく、関係者全員の協力が不可欠である。
　作業員、入居者、近隣住民それぞれの声を聞くことで様々な立場の視点を取り入れられると考え、積極的にコ
ミュニケーションを取ることを心がけた。

発 注 機 関 宮城県　消費生活・文化課

工 事 名 慶長使節船復元船解体工事

請 負 会 社 名 株式会社　木村土建 現 場 代 理 人 千葉　暁

安全施工のために留意、または工夫した事項
　限られたエリアの中で複数の重機・クレーン、ダンプトラック、作業員がそれぞれの作業を行う為、接触災害
が予想されたので、色の異なるカラーコーン（赤：危険箇所、青：資材置場、黄：注意箇所、緑：安全通路）を
使用し、安全通路、作業エリア、資材・保存品置場、のエリア区分の見える化を実施した。
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発 注 機 関 宮城県　北部地方振興事務所

工 事 名 小里工区区画整理（その３）外工事

請 負 会 社 名 株式会社　佐々木組 現 場 代 理 人 内田　彰宏

安全施工のために留意、または工夫した事項
　資機材搬入路として使用する町道は狭小で、生活道路としても使用されており、当該工区と隣接する同じ規模
の工事が同時期に施工することで、工事用車両が近隣の住民及び一般車両と事故を起こす危険性が考えられた。
そのため、工区間にて調整し現場搬入経路を一方通行として取り決め、工事用車両の駐停車は禁止した。さらに、
町道の起終点に交通誘導員を配置し、工事用車両の逆走進入を規制したことにより一般車両との事故発生要因を
低減することができ、安全に走行することができた。
発 注 機 関 秋田県　北秋田地域振興局農林部

工 事 名 浦山地区　農地中間管理機構関連ほ場整備工事00702-K14

請 負 会 社 名 佐藤吉　株式会社 現 場 代 理 人 嶋田　吉永

安全施工のために留意、または工夫した事項
　本工事は、圃場整備の基盤整備工事だったが、地域の市道と浦山集落と隣接していて、
１． 市道の横断箇所の安全対策について浦山地区への工程連絡・理解丁寧な説明、大館警察署への道路使用許可、大館市消防本部への道路使用届、

を提出し、安全計画後の施工、夜間工事個所は、看板を増やし高輝度看板、LED工事灯、安全的確な誘導、仮設道路の保安対策の充実に努めた。
２． 隣接地域住民への安全対策として工区堺の安全柵（くいまる君NETIS商品使用）設置で立入禁止措置に努めた。
３．高低差のある構造物の施工で、安全柵・墜落防止・安全表示板、の設置で、安全対策をした。
４．安全管理への取組で、ＩＴ使用の書類作成で、スピーデイな書類作成で、安全処理・指摘事項が短縮出来た。

発 注 機 関 秋田県　山本地域振興局農林部

工 事 名 上中沢地区　機能強化・老朽化対策工事RC1115A012

請 負 会 社 名 大森・寒風特定建設工事共同企業体 現 場 代 理 人 舘岡　勇人

安全施工のために留意、または工夫した事項
　急傾斜での伐木作業となることから、隣接している家屋に損傷を与えないよう慎重な作業を行った他、伐倒す
る際には地域住民の方に一時退避の協力を得ながら施工をした。
　また、仮設防護柵、仮設通路設置の際にも地域住民との調整を密に行い、無事故で工事を完成することができた。

発 注 機 関 秋田県　北秋田地域振興局建設部

工 事 名 地方道路交付金工事（改築）03-HF74-20

請 負 会 社 名 朝日建設　株式会社 現 場 代 理 人 田中　峰樹

安全施工のために留意、または工夫した事項
（１）　バックホウ搭載の人検知衝突軽減システム（NETIS　KT-220035-A）を使用し重機と作業員の接触事故を未然に防いだ。
（２）　墜落・転落防止ではピン柵を設置した。
（３）　高所箇所で掘削する際に、隣接する一般道に石が飛散する可能性があり、落石監視員を配置し起終点の誘導員が一時通行止めにしてから、道路側の掘削に取り掛かった。
（４）　施工計画書を作成にあたり、PKY活動【Planning（計画）K（危険）Y（予知）】作成。新規入場者教育時や作業の変化点時に活用した。
（５）　毎月安全教育・安全訓練、作業手順周知会、安全衛生協議会、自社パトロールを実施した。
（６）　一般車突入防止のためバリケード、夜間でも明確に立入禁止だと確認できるLEDロープライトを設置した。
（７）　カーブミラーを工事車両出入口に設置し交通災害防止対策を行った。
（８）　６年前に設置された落石防護柵の木矢板が経年劣化により縮んでズレており、木矢板が落下して、一般車両の妨げになることが予測されたので、監督員に報告し木矢板を撤去した。

発 注 機 関 秋田県　山本地域振興局建設部

工 事 名 地方道路交付金工事（改築）03-HF35-40

請 負 会 社 名 株式会社　コンノ土木 現 場 代 理 人 西方　光博

安全施工のために留意、または工夫した事項
　防草板張付け作業に際して、法面からの転落・滑落防止の安全対策として路側防護柵の支柱打込みを先行させ、
その支柱を利用して親綱を取付法面用安全帯・ロリップを使用してロープ足場を採用し、無事故で施工を終える
ことが出来た。
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発 注 機 関 秋田県　秋田地域振興局建設部

工 事 名 床上浸水対策特別緊急工事02-KY36-70

請 負 会 社 名 板橋組・豊興産特定建設工事共同企業体 現 場 代 理 人 畠山　尚

安全施工のために留意、または工夫した事項
　当該工事は雄物川合流部に近い場所に位置しており、河川内での作業であったため、降雨や融水によるバック
ウォーター現象による増水事故が懸念された。そこで新波川・雄物川の毎日の水位状況を確認するとともに、緊
急避難ルートの確保を作業員全員に周知徹底することにより災害防止に努めた。
　また、工事受注者による安全協議会を設立し、会長として大型ダンプトラック入場規則の制定や事業統一のぼ
り旗による一般車両への注意喚起等の安全対策を行い、無事故・無災害で工事を完成させることができた。
発 注 機 関 山形県　最上総合支庁建設部河川砂防課

工 事 名 令和元年度（明許繰越）河川整備補助事業（強靭・交付金）角間沢川輪中堤築堤外工事

請 負 会 社 名 株式会社　新庄・鈴木・柴田組 現 場 代 理 人 黒坂　良太

安全施工のために留意、または工夫した事項
　当該工事箇所は、家屋が密集し耕作地が隣接する場所であった為、地元関係者の往来が頻繁にある事から第三
者への災害防止を最重要課題として取組みを行った。地域行事への積極的な参加を通して親交を深め、工事内容
の周知や安全対策へのご理解を頂く事に努めた。

発 注 機 関 山形県　村山総合支庁建設部道路課

工 事 名 令和３年度道路施設長寿命化対策事業（補助・橋梁修繕）主要地方道山形永野線大沢橋外橋梁補修工事

請 負 会 社 名 株式会社　三和 現 場 代 理 人 鈴木　健之

安全施工のために留意、または工夫した事項
　当該工事の施工箇所は、山間部でカーブも多く、またトンネルの出入口に近接し、観光地でもある蔵王も近い為、初めて通行する一般車両への対応・注意
喚起が必要であった。
　このことにより、交通トラブルにすぐ対応できるように、遠隔監視カメラシステムを導入し、「現場の見える化」の実現に取り組んだ。これは、現場事務所
や自宅等から、スマートフォンやＰＣで常に現場を確認できる環境を整え、緊急時にはすぐに対応できる体制を作ることができた。
　また、規制がトンネル内になることで幅員減少となることから路肩に自発光式ライトの設置の他、出入口部で施工を行っている作業員の存在を知らせる事
と当該作業員への車両の接近を知らせる目的で車両を感知し警笛で知らせる警報装置を設置した。これらにより、車両側と作業員双方に注意喚起が可能にな
り対人接触事故防止に貢献できた。

発 注 機 関 山形県　最上総合支庁産業経済部農村整備課

工 事 名 令和３年度熊高地区水田農業低コスト・高付加価値化基盤整備事業第２工区工事

請 負 会 社 名 永井建設　株式会社 現 場 代 理 人 奥山　伸

安全施工のために留意、または工夫した事項
　本工事は、区画整理工事で、広範囲にわたる重機作業の他、用排水といったパーティーごとの施工もあることから重機
と作業員との接触や、夏季作業にての熱中症が懸念されることから特に二つを重点に置き、下記の対策を実施した。
①　朝のKYミーティングに於ける、見える化重機配置計画図による施工範囲確認。
②　 当該現場は日陰となる場所が無い為、休憩場所の確保とし簡易テントを設置した他、各作業員にて熱中症ウォッチを

配布し各自で体内温度を管理させた。

発 注 機 関 山形県　村山総合支庁産業経済部北村山農村整備課

工 事 名 令和２年度東根地区（大木沢）農村地域防災減災事業第２工区工事（繰越）

請 負 会 社 名 株式会社　黒田組 現 場 代 理 人 奥山　栄作

安全施工のために留意、または工夫した事項
・ 酸素欠乏症による災害を防止するため、酸素濃度測定器により設置測定を行い常に坑内の酸素濃度の確認を行った。
・ 粉じんによる災害は、人肺に悪影響をおよぼすことから粉じんマスクの着用の徹底とマスクの保守点検を確実に実施することを指導教育した。
・坑内消化設備として設置した消火器は、粉末の消火器ではなく液状タイプの消火器を設置した。
・新型コロナウイルス対策を積極的に実施し現場での患者ゼロを達成した。
・人力施工により疲労の蓄積が労働災害につながる恐れがあることから施工時及び休憩所の環境改善を行った。
・作業通路の照度不足を改善するため、LEDのチューブライトを設置し照度確保を行い、つまずき転倒災害を防止することができた。
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発 注 機 関 山形県　置賜総合支庁建設部河川砂防課

工 事 名 令和３年度（明許）土砂災害対策事業（防災安全・地すべり（国補正））赤山地すべり対策工事

請 負 会 社 名 株式会社　大建工業 現 場 代 理 人 髙橋　将太

安全施工のために留意、または工夫した事項
１． 当該工事は、深度が10ｍでの作業があり、硫化水素の発生・酸素濃度の低下が考えられた。坑内の作業員が

異常に早急に気づくため携帯式のガス・酸素濃度計を配備し事故防止に工夫をした。
２． 重機と作業員の接触防止のため、人検知衝突軽減システムが搭載したバックホウを導入し、接触事故防止に

努めた。掘削作業においては３Ｄマシンガイダンスのバックホウを導入して掘削カ所内の作業員を削減し掘
削で予想される地山崩壊による土砂災害防止対策を工夫した。

発 注 機 関 山形県　庄内総合支庁産業経済部農村整備課

工 事 名 令和３年度たらのきだい地区経営体育成基盤整備事業第13工区工事（繰越）

請 負 会 社 名 株式会社　王祇建設 現 場 代 理 人 遠藤　優

安全施工のために留意、または工夫した事項
①　 バックホウでの掘削作業後、作業員が床均し作業に移った時に、作業員がオペレーター、合図者の死角に入る可能性があるので、作業員が

バックホウの作業半径内に入った時にブザーで知らせるみはり組を使用した。
②　 広範囲の現場を移動しながらの施工となるので、施工箇所移動時の混乱、移動ルートミスによる接触事故の防止のために、ドローン写真を

ミーティングで使用してバックホウの施工ルート、キャリアの走行ルート、作業員の配置を明確にした。
③　コロナウイルス感染対策、熱中症対策を行った。

　以上の結果、無事故無災害で完成する事ができた。

発 注 機 関 福島県　猪苗代土木事務所

工 事 名 道路橋りょう維持（災防）工事（法面）　

請 負 会 社 名 渡部産業　株式会社 現 場 代 理 人 渡部　智裕

安全施工のために留意、または工夫した事項
　高所急傾斜地での安全施工のため、機械無人化施工（セーフティークライマ―工法）・スタンドドライブ「SD」
工法を採用し、転落・墜落、落石や飛来物等による事故防止を図った。また、観光道路でもあることから、第３
者に対する安全対策として仮設防護柵の飛散防止ネット・歩行者用通路の確保といった安全施工に努めた。

発 注 機 関 福島県　富岡土木事務所

工 事 名 道路橋りょう整備（再復）工事（舗装）

請 負 会 社 名 横山建設　株式会社 現 場 代 理 人 柿木　昌人

安全施工のために留意、または工夫した事項
　当該工事は、夏期作業となるため複数の熱中症対策を組合せし作業員の安全を確保した。
　また、舗装工事のため多くの重機が往来するため接触事故を防止を検討し、バックモニターや人感センター付
きの重機を取り入れ、現場研修会を行い発注者や他の受注者と情報共有した。
　なお、工程会議の際にドローン動画を撮影し関係業者・発注者と現場動画を見て円滑に工程調整や気付いた現
場の注意点を言い合い有意義な工程会議を行った。
発 注 機 関 福島県　県北建設事務所

工 事 名 道路橋りょう整備（再復）工事（舗装）

請 負 会 社 名 多田建設　株式会社 現 場 代 理 人 緑上　宏貴

安全施工のために留意、または工夫した事項
　本工事は関連工事があり、同時期の施工であったため資機材の搬入が頻繁に行われた。このため他工事との緊密な確認が必要だっ
た。そこで協議会を設立し、密に打合せを行い施工区分及び工程調整、工事車両の運行経路を決めことで事故は無く完成させるこ
とができた。
　また、舗設時期が夏期であったため熱中症対策として、テントを使用して日陰を作り、ミスト扇風機・水分（スポーツドリンク）・
塩分（飴・タブレット）を用意した。高齢の作業員も従事していたので積極的に声掛けを行い、体調不良がないか確認するとともに、
こまめな休憩を促した。
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発 注 機 関 福島県　相双建設事務所

工 事 名 砂防施設工事（護岸）　

請 負 会 社 名 石川建設工業　株式会社 現 場 代 理 人 酒井　隆

安全施工のために留意、または工夫した事項
　桁下での重機施工による橋桁への接触防止対策として、橋桁の上下流側にトラロープとリボンテープで重機運
転手に橋桁があることを認識させた。バックホーに接触防止センサーを取り付け接触する前にブザーが鳴るよう
にした。

発 注 機 関 福島県　県中建設事務所

工 事 名 道路橋りょう整備（再復）工事（照明設備）

請 負 会 社 名 高柳電設工業　株式会社 現 場 代 理 人 永田　拓也

安全施工のために留意、または工夫した事項
１． トンネル照明器具等の出来形測定に地上型３Ｄレーザースキャナーを使用することにより高所作業をなくし

測定者の安全性を確保した。
２． 電波の入らないトンネル坑内に、Wi-Fi環境を構築することにより緊急対応の遅れや作業効率の低下を防ぎ

作業員の安全性確保、工程の遅延防止を図った。

発 注 機 関 福島県　会津若松建設事務所

工 事 名 道路橋りょう整備（再復）工事（舗装）

請 負 会 社 名 会津土建　株式会社 現 場 代 理 人 大竹　友幸

安全施工のために留意、または工夫した事項
　トンネル舗装工事を施工するにあたり、以下の点に留意し安全施工を行った。
・トンネル内関連工事との施工場所・工程の繊密な打合せ。
・施工箇所に交通誘導員を配置し車両通行時の安全確保。
・重機と作業員の接触を防止するため、超音波センサーによる接触災害の防止。
・山間部のため連絡手段が無かったので、衛星の電波を利用した衛星電話及びメールの通信環境を整えた。
発 注 機 関 福島県　南会津建設事務所

工 事 名 道路橋りょう整備（再復）工事（舗装）

請 負 会 社 名 南総建　株式会社 現 場 代 理 人 五十嵐　寛和

安全施工のために留意、または工夫した事項
　本工事は、主に左右端部２車線で供用している道路内側に中央分離帯と２車線を増設する工事であり交通量も
多く通行を妨げずに施工する必要があり通行者に対して視認性がよく通行帯を明確に判断できる保安施設の設置
を行い、工事区間内での事故防止に努めた。
　新設４車線区間においては、降雪期の施工もあり歩道内と交差点部の除雪を徹底して歩行者の安全確保に努め
た。
発 注 機 関 仙台市　建設局道路施設課

工 事 名 仙台駅西口駅前広場（D工区）再整備工事（その８）

請 負 会 社 名 仙建工業　株式会社 現 場 代 理 人 清野　義則

安全施工のために留意、または工夫した事項
　バス乗降場、ペデストリアンデッキという第３者の通行が非常に多い場所のため、仮囲いの仕様は第３者が触っ
ても影響のないものとした。また、仮囲いは日々点検を行い、不備なところは直ちに是正するように努めた。
　別途工事との打合せ・調整を密にすることで、お互いの作業に適した安全な足場を設置でき、作業も円滑に進
んだ。
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発 注 機 関 仙台市　建設局道路施設課

工 事 名 仙台駅西口駅前広場（D工区）再整備工事（その９）

請 負 会 社 名 仙建工業　株式会社 現 場 代 理 人 野田　雅彦

安全施工のために留意、または工夫した事項
　平成28年度から継続施工の最終工区となる本工事においては、限られた作業ヤードのなかで、路線バス運行並
びにバス利用者の安全確保することに留意した。
　監督職員およびバス事業者との連絡調整を密に行う事で、労災事故・第三者災害ゼロで全面運用開始を迎える
ことができた。

発 注 機 関 仙台市　建設局道路保全課

工 事 名 （主）塩釜亘理線高砂橋橋梁耐震補強工事（その１）　

請 負 会 社 名 奥田建設　株式会社 現 場 代 理 人 佐藤　大輔

安全施工のために留意、または工夫した事項
　河川内の仮締切を伴う既設橋脚のRC巻立て耐震補強工事において以下の点について留意し安全施工を行った。
・ 仮締切内で同時に異なる工種の作業を行う場合は、橋脚の右左岸側にそれぞれの工種を振り分け上下で異なる作業が行われないように工程を

調整した。
・ 現場西側に送電線（高圧）があり、クレーン作業において感電する恐れがあったため、管轄する東北電力ネットワークと事前打合せを行い、

当日は立ち合いを求め助言をいただきながら作業を実施した。また万が一の感電に備えてクレーンの周辺にAEDを４箇所配置した。
・橋桁下で重機を使用する際の接触防止対策としてレーザーバリアを設置し、回転灯とアラーム音にて各運転手に知らせた。
・仮締切内の掘削作業で地上の掘削機のバケットを落とす際、回転灯＋ブザー音のほかにトランシーバーを利用して下方との連携を図った。

発 注 機 関 仙台市　都市整備局営繕課

工 事 名 仙台市立将監中央小学校校舎及び屋内運動場大規模改修工事

請 負 会 社 名 仙台土木建築工業　株式会社 現 場 代 理 人 佐藤　正晴

安全施工のために留意、または工夫した事項
　当該工事現場は、校舎、屋内運動場の大規模な改修工事であった為、児童、教職員及び第三者との事故防止を
最優先に考え、学校側との綿密な協議、安全な仮設計画の立案、細かな工程調整を行い、危険要因の排除に努めた。
　作業所内においては、省力化による現場作業の効率化、安全で働きやすい作業環境の整備と、日々、労働災害
の撲滅に取り組み「無事故」「無災害」「無苦情」で工事を完工することが出来た。

発 注 機 関 仙台市　都市整備局営繕課

工 事 名 仙台市立将監西小学校校舎及び屋内運動場大規模改修工事

請 負 会 社 名 中城建設　株式会社 現 場 代 理 人 長澤　優

安全施工のために留意、または工夫した事項
　小学校の改修工事であるため児童、小学校関係者の安全確保は当然のことながら児童の『心の安全』に配慮し
工事を進めた。
　更に作業所のＤＸ化推進をすべく、大画面モニターを利用した更なる安全の『見える化』を実施し災害の防止
に努めた。

発 注 機 関 東日本高速道路株式会社　八戸管理事務所

工 事 名 百石道路　市川橋落下物防止柵取替工事

請 負 会 社 名 株式会社　柏崎組 現 場 代 理 人 佐藤　学

安全施工のために留意、または工夫した事項
　鉄道近接工事のため、列車見張員及び、鉄道工事管理者は、常にトランシーバーを携帯し緊急な連絡が取れる
体制をつくった。また、朝と昼１日２回、列車ダイヤを対面でダブルチェック（通過列車見落とし防止のため）
をして、列車運行の確認を行った。
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発 注 機 関 東日本高速道路　株式会社　北上管理事務所

工 事 名 東北自動車道　花巻ＰＡスマートインターチェンジ工事

請 負 会 社 名 岡崎建設　株式会社 現 場 代 理 人 佐藤　賢一

安全施工のために留意、または工夫した事項
　工事に当たり、工事関係者には安全意識を高めるため、工事内容をしっかり把握、理解させるため、誰が見て
も分かり易いハザードマップの作成等を行い安全教育を徹底した。
　また、第三者災害防止のため、付近住民への挨拶を行い、要望等があれば、即対応してコミュニケーションを
図りトラブル及び事故防止に努めた。

発 注 機 関 東日本高速道路　株式会社　郡山管理事務所

工 事 名 東北自動車道　安積ＰＡ（上り線）整備工事

請 負 会 社 名 ダイリ建設　株式会社 現 場 代 理 人 大塚　翔流

安全施工のために留意、または工夫した事項
　ＰＡ敷地と工事用地が近接しているため、除染土壌等の飛散防止に最大限に配慮する必要があった。
・ダンプに積込み後養生シートを被せ、走行中の飛散防止に努めた。
・掘削範囲外への除去土壌の混入防止のため、掘削箇所近傍に養生シートを設置し、除去土壌混入防止に努めた。
・ 現場は小まめに清掃し、粉塵防止に努めました。ダンプや掘削機械などはタイヤまで清掃し、現場外に飛散させないように留意

した。
　また、現場に埋設ケーブルがあったため、事前に調査、試掘を行ったうえで仮囲い単管の位置を決定し、損傷防止に努めた。

発 注 機 関 東日本高速道路　株式会社　郡山管理事務所

工 事 名 東北自動車道　原中橋補修工事

請 負 会 社 名 田中建設　株式会社 現 場 代 理 人 地代所　宏行

安全施工のために留意、または工夫した事項
　橋梁を供用した状態での施工に伴い、はつりと断面修復を安全に並行作業で進めるための段階施工箇所の再検
討、仮設足場内の区画養生と立入禁止措置の徹底
　騒音が発生するウォータージェットはつり作業時に指示連絡専門の人員配置やイヤホンマイク付きのトラン
シーバーの使用

発 注 機 関 東日本高速道路　株式会社　福島管理事務所

工 事 名 東北自動車道　桑折ＪＣＴ道路照明設備工事

請 負 会 社 名 東北電化工業　株式会社 現 場 代 理 人 小川　恭平

安全施工のために留意、または工夫した事項
　道路照明工事の際、墜落・転落災害防止に留意した。高速道路上の規制内作業では、一般車両との接触事故防
止に努め、パーキングエリア内作業では作業エリアの区画及び誘導員を配置し、第三者災害の防止に努めた。
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安全に関する論文表彰安全に関する論文表彰
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一貫性より柔軟性 田中建設工業株式会社 藤田　聡一郎
安全文化の確立 熱海建設株式会社 安 藤 　 　 蓮
それぞれの立場での伝え方 後藤工業株式会社 鈴 木 　 　 圭

「建設業における安全について」 若生工業株式会社 小 松 　 茂 晃
新入社員から見る安全 羽陽建設株式会社 高 野 　 　 大

『安全な建設業の為に』 沼田建設株式会社 高 山 　 　 塁
『安全は現場の中心』 佐藤工業株式会社 菅 野 　 雄 冬
地域貢献・現場見学会、体験会の先に危険予知の可能性を見る 株式会社松浦組 大 槻 　 和 也
安全第一 株式会社丸本組 小 山 　 陽 介
私たちの仕事～安全管理と明るい職場～ 奥田建設株式会社 黒 澤  　 凌

「体調チェックと安全作業」 株式会社佐々木建設 阿 部 　 光 男
【ヒューマンエラーによる労働災害対策の取り組み】 大成建設株式会社 黒田　敬・世永　勝
ヒューマンエラーの低減について 株式会社大林組 齊 藤  　 力
現場で実施した安全対策について 西松建設株式会社 松 田  　 健

「安全」と「信頼」 株式会社宮本組 菅 野 　 道 広
安全とは 株式会社安藤・間 梶 原  　 求

「ルールを守るということ」 日本道路株式会社仙台南アスコン 馬 場  　 聡
「事故を起こさない為に」 日本道路株式会社山形協同アスコン 奥 山 　 皐 月
「これまでの安全とこれからの安全」 大成ロテック株式会社 西 田 　 大 吉
「コメンタリー運転で交通事故の防止、指差し確認で物忘れなし」福田道路株式会社郡山営業所 遠 藤 　 梨 香
安全教育の重要性 世紀東急工業株式会社東北支店 鳴 海 　 愛 蘭
現場に出て体験し学んだこと 株式会社安部日鋼工業 飯 渕 　 惠 太

『安全意識の引き出し方』 東興ジオテック株式会社 髙 山  竜 人
BIM/CIMモデルとVRを使った安全対策活動 東洋建設株式会社東北支店 青 山 　 和 暉
変化と目線とコミュニケーション 東亜建設工業株式会社東北支店 森 　 　 一 基

【優秀賞】一覧表【優秀賞】一覧表
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れました。
「先輩たちがやっていることが正解というわけではな
い」

「以前やった時はこうだったから、今回もこうすると
いう考え方ではだめだ。必ず毎回頭を柔らかくして危
険を予知し、より良い方法はないか追及するように」

「数々の現場を熟してきた先輩方の意見は重要だが、
新入社員であるあなたの新鮮な視点も非常に重要だ」

私はこの言葉を聞いて、まだ未熟な目線であって
も、その目で見えた疑問や欠陥等は自信をもって意見
してよいと思うことができました。また、前例に従っ
て思考を止めないことの重要性を確認することができ
ました。“一貫性”という言葉は悪い言葉ではありま
せんが、適用できる事象は限られており、その判断は
非常に難しいものだと思います。現場とは有為転変で
あり、“柔軟性”が常に求められます。今後も初心を
忘れず常に新鮮な視点を持ち、且つ実戦経験をもとに
したより深い視点を養っていきたいと思います。

【優秀賞】

安全文化の確立
熱海建設株式会社　安藤　蓮

はじめに、土木・建設産業において安全は最重要課
題です。作業現場での事故や怪我は、労働者の安全と
健康を脅かすだけでなく、プロジェクトの進行や品質
にも深刻な影響を及ぼします。したがって、安全意識
を高め、持続的な安全改善を実現するために、土木・
建設産業全体で安全文化の確立が求められます。本稿
では、土木・建設産業における安全に関する取り組み
と安全文化の確立について探求します。

まず、組織のリーダーシップが安全文化の確立に不
可欠です。経営陣や現場監督は、安全へのコミットメ
ントを示し、従業員に対して安全が最優先であること
を明確に伝える必要があります。リーダーシップの力
により、従業員は安全に対する意識を高め、安全な行
動を習慣化することができます。

次に、安全教育と訓練の重要性があります。従業員
には、安全な作業手順やリスクの認識、安全装備の使
用方法などを徹底的に教育する必要があります。また、
定期的な安全トレーニングやミーティングを通じて、
最新の安全情報やベストプラクティスを共有し、従業
員の安全意識を維持・向上させることが重要です。

さらに、安全報告と事故分析が安全文化の一環とし
て重要な役割を果たします。事故が発生した場合は、
徹底的な事故調査を行い、その原因を特定し、同様の
事故の再発防止策を策定する必要があります。また、
事故や危険な状況を報告する文化を醸成し、従業員が
自身や他の作業員の安全について率直に意見を述べる

【優秀賞】

一貫性より柔軟性
田中建設工業株式会社　藤田　聡一郎

私は、大学を卒業して建設会社に就職し、今年で二
年目になります。

学生というステージを終えて土木の現場に携わるよ
うになり、危険という言葉は著しく身近なものとなり
ました。また、研修や、実際に「ヒヤリハット」を目
の当たりにしたり、先輩方のアドバイスを聞く中で、
安全という聞きなれた言葉について改めて考えさせら
れました。

入社から一カ月後、一か月に及ぶ合宿形式の研修に
参加しました。そこでは、足場の組立や墜落制止用器
具の取り扱いなど複数の技能講習や特別教育を受講し
ました。初めに研修のスケジュールを見た私は、専門
的な技術や内容よりもそれに伴う危険や労働安全衛生
規則、心構えについての講義の方が圧倒的に多いこと
に驚きました。また、気が滅入る程に、悲惨な事故の
実例を細かく説明されていたのが印象的でした。そん
な講義の中で講師の方のある言葉に私の資格への認識
は変わりました。それは「資格とは、危険が伴い、本
来してはいけない行為を、相応しい知識と技術を身に
着けた者に許可するものである」という言葉でした。
まだ何も知らなかった私にとって資格とは、知識と技
術を身に着けた者であるというステータスのようなも
のでした。その言葉で安全に関する講義の多さが腑に
落ち、今でもその言葉を忘れず、危険であるから資格
があるという前提を心に留めて作業に励んでいます。

青森の寒い冬が明けてきた頃、私は高さ約７mの
ボックスカルバートの頂版の型枠の上で上司と墨出し
作業をしていました。その日は暖かく、足場にはりつ
いた氷が解け出し、生コンクリート打設前の型枠は
所々に濡れて滑りやすい状態でした。すると振動とと
もに真後ろで鈍い音がしました。私が振り返ると上司
が親綱に掴まり、今にも転落しそうな状態になってい
ました。その場所は墜落制止用器具をかける場所がな
く、親綱頼りの状況でした。私は自分も転落しないよ
うに近くのものに掴まり、腕を掴んで引っ張り上げま
した。その後、頂版端部から少し離して歩行者通路を
決め、そこにゴム製の歩行者マットを敷くことで再発
防止に努めました。思い返せば、安全対策が不十分で
あることは事前に気づくことができたはずでした。し
かし、長年現場に携わってきた先輩の判断というのは、
正しく思え、また、新入社員の私には指摘しづらい部
分がありました。しかし、命に代えられるものはなく、
尻込みせず、積極的に思ったことは発信しようと心に
決めました。

ある日の現場パトロールの際、私は上司にこう言わ
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【優秀賞】

それぞれの立場での伝え方
後藤工業株式会社　鈴木　圭

私は、維持工事に携わっています。
日頃の作業は現道工事が主です。
工事の中でも、第三者と、とても近い場所で作業を

しています。
バリケードやカラーコーンなどを隔ててすぐ隣に、

人や自転車が通ったり、一般車両が通るという環境に
あります。

もし、少しでも規制帯の外にはみ出したりしたら、
事故になりうる可能性が、高くなります。

歩行者や一般車両の安全確保が重要になります。
先ずはその地域、その場所で工事をしているという

ことを周知しなければなりません。
その地域の町内会とのコミュニケーションを取るこ

とが必要です。
町内会長さんへの工事のあいさつは当然で、工事の

沿線地域へのチラシの配布も行います。
特に沿線では、ポスティングだけで済ますことをせ

ずに、一軒一軒に工事の説明をして、自分の顔を覚え
てもらい、現場にいて要望などがあれば、すぐ声を掛
けてもらえるようにしています。

また、お知らせの中に会社のホームページのアドレ
スなどを掲載して、その工事の情報が得られるように
しています。

町内会でも掲示板などがある場所には、お知らせを
掲示させてもらう許可をもらって掲示させてもらう事
にしています。

工事の着手前、施工中、完成時には、かわら版とい
う形をとり、周知しています。

かわら版の中身は、お知らせの内容をもっとかみ砕
いた感じで掲載しています。

工事の施工順に、それぞれの工種を写真で表したり、
わかりやすい言葉を用いたりしています。

分かりやすい言葉というのは、例えば「路面切削」
であれば「道路を削る工事」や「舗装打換え工」であ
れば「今の舗装を剥がして新たに舗装をする工事」と
表現して伝えています。

つぎに、通行車両に対しての周知です。
工事の周知は表示板や予告版はもちろん立てます

が、なかなか周知するのは難しいです。
予告版には、回転灯を点け、昼でも点灯させます。
また、体感マットを300ｍ先から100ｍおきに設置

します。
体感マットについては、100m先の体感マットの色

を変えるという、他の工事現場で実施していた良好事
例を取り入れました。

ことができる環境を作り上げることも重要です。
従業員の参加と関与も安全文化の構築において重要

な要素です。従業員は自身の安全に責任を持ち、異常
な状況や安全に関する提案を積極的に報告することが
求められます。また、安全委員会や安全推進チームな
どの組織を活用し、従業員の声を受け入れ、安全に関
する意思決定に参画させることが大切です。

安全文化の確立には、継続的な監視と評価も欠かせ
ません。定期的な安全監査や現場の安全点検を通じ
て、安全基準の遵守や安全リスクの特定を行います。
また、安全指標や目標を設定し、定量的な評価を行う
ことで、安全改善の進捗状況を把握し、必要な対策を
迅速に講じることが重要です。

さらに、情報の可視化と効果的なコミュニケーショ
ン、報奨制度や安全への積極的な関与の奨励、継続的
なモニタリングと評価も安全文化の確立に貢献しま
す。情報の可視化により、従業員はリアルタイムな安
全データやリスク情報を把握し、適切な対策を講じる
ことができます。また、コミュニケーションを通じて
従業員同士や上下の関係者が安全に関する情報を共有
し、安全に関する意識や行動の改善を促進します。報
奨制度や安全への積極的な関与の奨励は、従業員が安
全に対する意識と行動を持続させる助けとなります。
安全に関する積極的な貢献や提案に対しては、適切な
報奨や表彰を行うことで、従業員のモチベーションを
高め、安全意識の向上を促進します。

さらに、継続的なモニタリングと評価により、安全
改善の進捗状況を把握し、必要な対策を迅速に講じる
ことができます。定期的な安全監査や現場の安全点検
に加えて、従業員からのフィードバックや安全関連の
データ分析を行うことで、問題の早期発見や改善の機
会を見逃さずに済みます。

結論として、土木・建設産業における安全文化の確
立は、組織のリーダーシップ、従業員への安全教育と
訓練、安全報告と事故分析、従業員の参加と関与、継
続的な監視と評価、情報の可視化とコミュニケーショ
ン、報奨制度と安全への積極的な関与の奨励、継続的
なモニタリングと評価の取り組みを総合的に行うこと
で実現されます。安全意識の向上と持続的な安全改善
を通じて、土木・建設産業はより安全かつ持続可能な
業界として発展していくことでしょう。
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実施し、努力しています。結果、建設業における死亡
者数は年々減少傾向にあるのです。しかし、他の産業
に比べればまだまだ高い水準となっているというのは
間違いありません。

どうすれば死亡者数を他の産業と同等・同等以下に
減少させることができるのでしょうか？やはり私は建
設業における３大災害の減少が不可欠だと考えます。

特に、毎年多くの死傷者を出す墜落災害の撲滅は私
たちにとって急務とも言える課題です。　

近年では足場の組立作業は手摺り先行工法が多く用
いられるようになり、先行手摺りに安全帯をかけられ
ることから、組立・解体時の墜落防止に効果を発揮し
ています。

その他にも、安全帯の改良が進み、墜落時の腹部へ
の負担を軽減するためベルト型からハーネス型への移
行も進められるなど、様々な対策が講じられているに
もかかわらず、いまだに墜落災害が死亡事故のトップ
にあることには、それに関わる人間の意識に問題があ
るのではないでしょうか。
「このくらいなら大丈夫｣ ｢誰も見ていないか

ら・・・｣ こうした油断から災害は発生します。
実際に墜落による死亡災害は地上30cmの高さでも

発生しています。この高さなら誰もが大丈夫だと思う
に違いありません。

しかし、身長170cmの人が30cmの物に上がれば
頭部の高さは２mに到達、これは労働安全衛生規則で
安全帯の使用が義務づけられている高さに相当してい
ます。その高さから不意に落下し、頭部を地面に叩き
付けられれば大惨事になることは避けられないでしょ
う。

私たちは安衛則や安衛法に記載されている数字や文
章にとらわれすぎているのかもしれません。作業床で
言う高さ２mは、頭部からすればプラス身長分の高さ
となることを常日頃から意識して作業する必要があり
ます。私たち元請け社員は、その意識を定着させるた
めこれからも努力し続けていかなければなりません。

私の父は、数年前に墜落事故で命を落としました。
父は木造住宅を手掛ける大工で従事する建築現場での
作業中、２階フロアの床張り作業中にバランスを崩し、
後ろ向きに転倒、そのまま墜落し頭部を強く打ち搬送
先の病院で数時間後に亡くなりました。

その現場には親綱が無く不備があったようですが、
そこに従事していた父にも責任があります。

腰には安全帯が巻かれていました。しかし、フック
はどこにもつながれることなく腰につけられたまま
だったそうです。

安全は全員が主役でなければいけません。立場や年
齢、性別は関係ありません。皆が意識し意見すること
でより良い作業環境を確立していくことが可能だと思
います。

同じ景色が続くより、景色が変わるという事は、目
に着くと思い自分の現場でも取り入れました。

他のマネと言われるかもしれませんが、自分が良い
と思ったものはなるべく自分の現場に取り入れようと
思っています。

体感マットでの振動と、マットの色の変化により、
道路工事をしていることをいち早く理解してもらうよ
うにしています。

次に、車両以外の歩行者や自転車に対しての周知
です。

人には視覚と聴覚があります。
重機や音のする方向に目が行きがちです。
足元が疎かになったりしてしまうケースもあり

ます。
ここで交通誘導員の声掛けが、大事なコミニュケー

ションになります。
誘導棒や旗だけではなく、「段差があります。」や

「歩行者通路を通行してください。」などの声掛けを実
施するように指導させます。

表示だけではなかなか周知して貰えないと感じるこ
ともあり、声を掛けることで効果が表れます。

声を掛けることによって、歩行者が一瞬でも足元を
見てくれます。

見ることも重要ですがも、耳に入ることが加わると
より良い注意喚起ができます。

車両、歩行者それぞれの立場によって危険を伝える
方法が変わります。

あらゆる立場で、場面を考えて丁寧にやることによ
り、現場でのコミュニケーションがとれれば、事故の
ない現場を進めるための手段になります。

【優秀賞】

「建設業における安全について」
若生工業株式会社　小松　茂晃

私が施工管理者として建設業界に足を踏み入れてか
ら一八年がたちます。

この間に様々な建設現場に従事してきましたが、幸
いにも大きな事故・トラブルにあうことはありません
でした。

しかし、あと少し遅かったら・あと少しずれていた
らという場面には何度も直面しています。

私たちの従事する建設業界は、全産業の中でも死亡
災害の特に多い職種の一つです。近年話題となってい
る若者の建設業離れの一因となっているのかもしれま
せん。

しかし、私たち建設業社が安全対策を疎かにしてい
るかというと、そうではありません。各施工業者が
日々試行錯誤を重ね、より安全で効果的な安全対策を
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触れるようにするなど、これらのことを活用していき
たいと思います。最初の慎重に行う気持ちが慣れてき
てしまうことによって安全の確認をおこたるように
なってしまう、そんな時こそ新社会人の研修会で教
わったように仕事に慣れて初めても初心を忘れず作業
をし、行動する前にまず考えるということを忘れずに
作業に望んでいきたいと考えます。

これから建設業の仕事をしていくにあたって、危険
な作業や現場に関わることが多くあると思います。で
すが今回で学んだ「初心忘れるべからず」、「行動する
前にまず考える」、安全に繋がる行動、考えを活かし
て事故を未然に防ぐことのできる一人前の施工管理技
士を目指していきたいと思います。

【優秀賞】

『安全な建設業の為に』
沼田建設株式会社　高山　塁

私が建設業に従事して五年ほど経ちますが、怪我を
伴った労災事故は、幸いな事に一回もありません。現
場で事故を起こさない・起こさせないは、現場担当者
としての前提条件であり、無事故で完成を迎えられる
ことは、最大の喜びでもあります。現場で働く多くの
方々も同じ気持ちだと思っています。

しかし、我社においても、労働災害は毎年起こって
いるのが現実です。建設業においては、労働災害の発
生件数が、職業別の中でも常にワースト上位であり、
今後の建設業の未来の為にも、無くさなければいけな
い重要な課題だと思います。それを打開すべく、日々
の安全管理を行っている中で、ふとした事で、安全で
あったはずの現場が、一瞬にして危険な現場に変貌し
たことがありました。

入社二年目に配属となった、ある堰堤工事での事で
す。初めて経験する砂防工事であり、安全管理を少し
任されるようになっていた私は、気合を入れて現場に
臨みました。堰堤の工事は、型枠材の吊り下ろしやコ
ンクリート打設作業等、クレーンを使用しての連続し
た楊重作業を行う為、玉掛けに対しては、特に入念な
打ち合わせを行っていました。私も、自分なりに考え
た注意事項の伝達や、安全指示を行って、作業員さん
の安全意識の高揚に努めていたつもりでした。

その日の作業は、コンクリート打設作業であり、朝
からの打設作業が無事終了し、レイタンス処理に移る
時でした。クレーンで高圧洗浄機を移動した時に、ワ
イヤーロープが外れて、洗浄機のユニットが落下して
しまったのです。『ガシャーン』という衝撃音に驚き、
私と先輩、そして職長のＡさんがその場に駆け付けま
した。その途中、誰かが怪我をしたのではと、不安な
気持ちに体が震えていました。幸いにも、誰もいない

ある日、突然家族を失う辛さや悲しみは経験した
人にしかわかりません。むしろわかる必要がありま
せん。

私と同じ経験をする人が１人でも減るよう私なりの
努力を続けていきたいと思います。

【優秀賞】

新入社員から見る安全
羽陽建設株式会社　高野　大

私は今年度から短期大学を卒業し、建設会社に就職
しました。就職当初は右も左もわからず現場で気を付
けなければならないことや、するべきことに必死で緊
張してうまくいかないことが多々ありましたが、初め
て行うことはだれでも慎重に行動し、失敗をしないよ
うに心がける人が多いと思います。自分の行う作業で
危険に関わる行動やポイントがないか考えながら仕事
に取り組んでいましたが、仕事が始まってから一ヶ月、
二ヶ月、三ヶ月と時間がたち、仕事に慣れてきて気が
緩むとともに意識も薄れてきて、作業の危険に関わる
行動やポイントを探すことをおろそかにしてしまうよ
うになりました。

そんな時に型枠のお手伝いでざら板をのこぎりで
切っているときに勢い余って自分の指を切ってしまい
ました。ほかにも一緒の現場の作業員の方に自分の
立っていた位置が重機の旋回範囲にいたため注意され
るなど、少しずつ不安全行動が増えていったように感
じます。毎日の朝礼やラジオ体操も仕事を始める前の
一連の作業になっていて、安全に関して完全に気が緩
んでしまっていたために起こってしまったことだと思
います。そんな時に家に保管していた新社会人の研修
会で配布された資料を読み返してみました。そこには
講師の方に教えていただいた「初心忘れるべからず」、

「行動する前にまず考える」と書いてあり、本当にそ
の通りだと感じました。その講習ではハインリッヒの
法則についても教えていただきました。ハインリッヒ
の法則とは事故の発生についての経験法則で１件の重
大事故の背後には、重大事故に至らなかった29件の
軽微な事故が隠れており、さらにその背後には事故寸
前だった300件の異常、いわゆるヒヤリハット（ヒヤ
リとしたりハッとしたりする危険な状態）が隠れてい
るというものでした。これまでの自分の行動を振り返
ると事故寸前だった300件のヒヤリハットに繋がる行
動をしていたので反省すべきだと感じました。

仕事に慣れるということは、作業の効率化や利益の
向上につながるはずです。そこで自分たち一人一人の
意識付けが大切になってくると考えます。そのために
もヒヤリハット報告書の作成や、ヒヤリハットの事例
について社員で議論、ヒヤリハット掲示板使って目に
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際に起きた災害事例を使用し意識向上を図ること、半
面教師のような効果が期待出来ると考える。使用例と
しては、当日は足場組立の作業があったとする。朝礼
後のKY活動時に災害事例の用紙を準備し、当日行う
作業と同じ、又は類似している作業にて起こった災害
を説明するといったものだ。作業の説明を事前にする
ことによって危険な行為、ポイントを認知し、災害を
起こすリスクを避けることが出来るようになると考え
る。

また、説明時に口頭の説明だけではなく写真を使用
する、昼礼後に繰り返し説明をする、職長から一方的
に伝えるだけではなく、問答式に行うことでより鮮明
に危険を認識することができ、危険作業・災害の回避
が期待できる。以上のことから現場の安全意識向上に
繋がると考える。

続いてヒヤリハットのデジタル化について説明す
る。ヒヤリハットのデジタル化は現在、私が配属され
ている現場にて活用をしているものである。実際に使
用しているものは、ヒヤリポという名前のスマート
フォンのアプリケーションである。ヒヤリハットを紙
からデジタルにすることでペーパーレス化を図ること
ができ、場所や状況をリアルタイムに把握することが
できる。加えて、手書きからスマートフォン入力に
なったことで手書きの手間を無くし、より気軽にヒヤ
リハット報告をしてもらえる環境を作ることで、現場
の安全対策・意識向上に繋げることができる。また、
報告を貰ったヒヤリハットには元請現場社員がコメン
トを返信、データを集計・グラフ化することができ、
このデータを基に災防協等で現場の危険なポイントの
傾向を把握でき、それを周知することによって、現場
全体の安全意識向上になると考える。

また、継続的な利用の為にヒヤリハットを報告する
とポイントが溜まる仕組みとなっている。当現場で
は、その溜まったポイントを使って飲み物等に交換で
きるような方法を検討しており、継続的なヒヤリハッ
トの報告を行ってもらえる風土の構成を期待してい
る。

しかし、デジタル化の欠点としてスマートフォンを
所持していないと使用することが出来ず、ネット環境
が無い現場ではアプリケーションが使用出来ないとい
うことだ。

対策としては、現場の休憩所にタブレットを設置し、
それを使用し報告を上げてもらう、非所持者のみ紙に
て提出をするなどが考えられる。また、ネット環境が
無い現場に関しては利用が出来ない為、利用は難しい。
そのため、紙による提出が望ましいと考える。

以上の２つの提案によって現場の安全意識の向上を
図ることができると考える。

エリアに落下した為、怪我人はありませんでしたが、
誰かを直撃していたら、怪我では済まない重大災害に
なる出来事でした。原因は高圧洗浄機のユニットと、
ワイヤーロープを連結していたシャックルのピンが外
れた為でした。冷静さを取り戻した私と先輩は、選任
した玉掛者Ｂさんではなく、Ｃさんが玉掛を行って
いたことに気づきました。Ｂさんも交え話を聞くと、
シャックルの不具合を確認したＢさんは、別のシャッ
クルに交換する為持ち場を離れたこと、職長のＡさん
が作業の遅れを気にし、代わりの有資格者Ｃさんに玉
掛けを指示、指示されたＣさんは、クレーンのフック
に掛けるばかりにセットされていたワイヤーを安全で
あると思い込み、そのままフックに掛けたことがわか
りました。もし皆が、現場の約束事を守り、作業手順
通りに吊具を確認していたなら起きなかったことで
す。安全に対しての負の連鎖でした。先輩は、全員を
現場事務所に集め、再発防止の為の対策を検討し、現
場の約束事や作業手順の遵守を再度周知しました。

私は、無事故・無災害でこの現場を完成させよう、
という思いで頑張ってきただけに、悔しくて仕方あり
ませんでした。先輩は、がっかりしている私に、癖が
つくまで、あきらめないで何度でも注意指導をする事
が大切だ、といいました。なるほど、その通りだな、
と思いました。それは、ＫＹ活動におけるリスクアセ
スメントでも感じていました。私は、自発的で的を射
たリスク管理ができれば、労働災害が無くなるのでは
ないか、と考えています。しかし、現状は、赤ペンで
修正が必要なレベルを脱していません。あきらめない
で何度でも教える、その言葉を頭に叩き込み、明日か
らまた、無事故・無災害を目指して頑張ろう、と決意
を新たにした出来事でした。

安全管理に携わる者として、私はまだまだ経験不足
であり、勉強しなければならないことが沢山あります。
安全な建設業の為に、今後も、知りえた知識と経験で、
作業員さんが安心して働ける、安全な現場を作ってい
きたいと思います。

【優秀賞】

『安全は現場の中心』
佐藤工業株式会社　菅野　雄冬

工事現場において、安全とはすべての中心であるべ
きだと私は考える。工期・コスト・品質などの中心に
あるものとして安全が重要になり、それを元にその他
の要因が付いてくる。そこで、安全を意識し実行に移
す為に必要な取り組みとして、災害事例を使用した危
険予知活動（以降KY活動と称する）とヒヤリハット
のデジタル化を提案する。

まず、災害事例のKY活動についてだが、これは実



─ 28─

建設業に興味はあると思う。子供たちは当然重機や大
きなトラックなどには興味津々で触ってくる。

だが、建設業の仕事をしてもうすぐ30年になろう
とするが、入社当時いたおじいちゃんがまだ現役で頑
張っている。若者は数える程度しか入ってこない。震
災直後代わりの職員もいない中、気合で走り回るしか
なかった。市町村を守る建設会社は、中小企業しかな
いことを改めて知った。

そしてこの数年、地元の中学校の体験会などもよく
開催されるようになった。高校のインターンシップは
以前からあったが、小中学校の方も将来を見越してい
るのだなと、最近は思うようになった。

つまりは、安全に仕事を進めるには人手がどうして
も必要であり、新入社員が急務とされる建設業で、見
学会やインターンシップの重要性を私は重視したい。

当然、会社に入ってくるかどうかなどわからない。
それでも、やることに意味はあると感じる。

そして、これ自体は工事の施工に対して、地域貢献
として創意工夫を提出することもできる。これはかな
りの利点である。これによって時間を割いてでも、地
域や後輩に対しても準備と意義を確立することができ
た。

2.　現場見学の進め方
令和４年は、私は建設共同企業体にいた。地元では

あるが、ほかのＪＶ職員は地元ＪＶ業者を除いた人は
関東圏の人である。つまり地元は二人。

地元という理由ではなく、私が担当しなければ大手
の方々はやったことすらないようだ。

今回対象にしていたのは、地元の高校、小中学校で
ある。直接母校に出向き現在の建築科科長と打合せを
進め行った。

もちろん県の担当者とも打合せを行い、県も立ち会
う形式になった。

通常現場見学の時は、工事の人数を減らしたり安全
に配慮するが、今回安全通路は確保しつつすべての業
種で人手不足が起こっているということで、職人の仕
事ぶりも見学できるようにした。

【ヒヤリポのアプリ画面の紹介】

【優秀賞】

地域貢献・現場見学会、体験会
の先に危険予知の可能性を見る

株式会社松浦組　大槻　和也

「楽しいね　自分もやりたい！建築の仕事してみたい」
そんなことは、なかなかないと思っていた。
1.　現場見学を行うことについて

今回私は某高等学校の新築工事を行った。過去にも
白石工業高等学校新築工事や白石高等学校新築工事に
も携わっているので、初めてではない。
白石工業高校は、母校であり私の本社にも１期生の上
司も在籍していた。
先輩方もほぼ白石工業卒である。
ただ、私が入った後は10年以上、下の後輩が一人入
社した程度。というより、私の時から就職難で建設業
の不景気が真っただ中であったのがその原因であり、
東日本大震災があるまでは、近隣の建設会社でも全く
といっていいほど求人はなかった。

しかし、私の施工した建築工事、土木工事の現場見
学や説明会などは毎年ある。それが地元の小中学生を
主体にする見学体験会、高校生を主体にする見学会、
近隣住民や発注者に対する見学会、建設業組合や設計
事務所協会を相手に行う見学会がある。

以前は、やり過ごせばいい程度の見学会であった。

ヒヤリハットのケース
が一目瞭然

分 か り や す い
ト ッ プ 画 面
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要性を改めて認識してもらった。リアルな第３者から
の疑問質問に、現場職人、職員に回答してもらうと、
いろいろと勉強になる。「どのくらい離れれば安全な
の？」「安全帯は何人までぶら下がれるの？」「次に安
全帯はどこにかけるの？」「そっちに移動するときは
外れてていいの？」と、普段当たり前すぎて気づかな
いことが多くあるのだ。私は、これがリアルな危険予
知なのではと感じる。

「ショベルカーの階段はいつもどこあるの？」写真を
見てもわかるように、子供用に設置はしたのだが、確
かに身長の低い成人だっているわけだ。そんなところ
にも当然危険の芽はある。

3.　 そして最後に第３者の建築とは関係性のない職種
の大人の見学会です。

こちらも作業中安全通路を新設設置確保して、見学会
をした。足場を養生し足元の地這配線を養生し、思う
限りの養生をした。だがそれでも躓く、頭をぶつける。
通常一般の人が歩く廊下の幅等は、基準で決まってい
る。当然仕事をしているのだからそれより狭い、ま
たは低い。“いつも”という日常言葉に当てはめると
我々は、通路自体が日常より制限され、かつ材料と安
全帯腰袋をもち“いつも”の幅から２重に縛られてい
ることとなる。
それを建設業に入ったばかりの新人、転職者には、よ
り細かに注意指示しないといけないのがわかる。それ
を施工管理の職について、10年未満の若者に知って
もらうにも現場見学は良い安全の目安になるかもしれ
ない。

上記は白石工業生徒。現場側の安全対策向上として、
子供の目で、これからの建築へ進む目として、現場の
疑問、危険な面もヒアリングを行った。

生徒の左官体験は好評であった。実際足場の隙間に
入って狭い箇所での作業。
通常の大きなスペースでの体験ではなく、実際の場所
で、頭をぶつけ、コテを落として、平らにできない。
難しい職人技。
この施工をする状況での素直な意見も、後日受けまし
た。

（高校２年生）、（高校３年生＋建設業協会）と２度行
い、現場の安全にも役立てることができた。
また、地域の小学校中学校にも「建築現場」の体験会
として親子参加での募集を行った。地域の市町村の教
育総務課と打ち合わせを行い、募集と安全に対する要
綱を話した上で計画を立てた。

子供たちだけでなく、大人も色々体験し、工事の内容、
工法、構造に関する現場の仕組みを見学してもらった。

実際の重機や安全帯を付けてもらい高所作業車に
乗ってもらう。そのうえで、使用する時の危険性、重 生徒の左官体験



─ 30─

【優秀賞】

安全第一
株式会社丸本組　小山　陽介

入社以来“安全第一”という言葉を聞かない日はあ
りません。それほどまでに建設業において安全は最も
重要であり、なによりも優先すべきことだと思います。

現場監督という仕事を始めて十年以上が経ち、所謂
中堅社員というポジションになりました。日々の業務
はもちろん、先を見越した安全管理計画、後輩社員や
協力業者への安全指導及び教育を行っていると安全に
関する知識が自ずと増えてきました。

しかし、安全管理において絶対安全ということはあ
りません。どんなに安全関係の法律を覚えても、安全
な仮設計画や整備をしても、時に抜け目があったり、
ヒューマンエラーが起きたり、どうしても事故は発生
してしまいます。一見とても安全に見える現場でも事
故は起きるときがあります。

そういった現場で事故が発生すると、もう一人の自
分が、「これだけ整備しても事故が起きてしまうなら
もうどうしようもないじゃん。」と思うときがこれま
でに何度もありました。

難しい安全管理に加え、経験年数が増えるにつれて、
色々なことを知れば知るほど現場監督の仕事はとても
幅広く、深い知識が必要な為、安全管理だけに注力で
きない自分に憤りを感じることがあります。

それでも、可能性を限りなくゼロに近づけ、安全に
仕事が出来る環境を作ることが私たちの仕事です。

しかし、ヒューマンエラーのような避けることが出
来ないと言われている事故も、本当にヒューマンエ
ラーがすべてだったのか、危険な要素はゼロだったの
か。改めて事故と向き合って考えることで見えてくる
ことがあると思います。

近年、ヒューマンエラーの防止の為に“見える化”
が注目されています。

事故防止の観点以外にも活用方法は多岐にわたる
“見える化”ですが、建設現場においても安全な設備
に加えてプラスアルファとして効果を発揮します。注
意すべきポイントを視覚化することで安全意識が向上
し、見える化を実施することで、安全設備に加えて
ヒューマンエラー発生の可能性をゼロに近づけること
ができます。
“見える化”は簡潔で分かりやすいアイデアが必要

になる為、簡単に思いつくことではありません。安全
について考えることは、同時に施工についても考える
ことに繋がり、現場運営において様々なメリットがあ
ります。

改めて現場監督は大変な仕事です。日々の仕事量は
もちろんのこと、品質、安全、原価、工程など本当に

上記の写真が養生後の写真だ。
現に足場も養生してあるから大丈夫と思ったのだろ
う、一人の男性がちょっとよそ見をしていてぶつかっ
た。「結構痛いのですね」と学校の先生が言った。ス
ポンジで養生していても肩がぶつかればそれは痛い。
つまり、養生しても明示をしてもケガをいつでもする
環境に我々はいるということを、常に思っていないと
事故を０にすることはできない。だが、０にすること
は100％無理である。
事故の芽を摘む作業を、見学会などを使い、我々の「い
つも」からかけ離れている人の目を使うことで、一つ
一つ危険を認識したい。

中小企業は、代わりの人がいない。すべての安全に
目が回らない。ＩＣＴのコストに資金を回すことがで
きない。新人が入らない。その中で、人手不足である
建設業が「見学会」というイベントで、安全を向上す
る。これからの就職活動による新人の道を作る。安全
で適切な職員の数での仕事場を目指す次の世代への第
一歩。そして、地域の安全、道路にしても除雪にして
もメンテにしても守るのはその地元にいる建設業者の
みなのだ。自分の子供が明日歩く道も、大手ではなく
中小企業の建設会社だというのを、皆に知ってもらい
たい。給料の高い大手もいいとは思う。でも最初から
最後まで一つの現場を自分で手掛ける地元の会社も絶
対に楽しい。やりがいのある仕事だと思う。安全は、
下請けに頼むものではなく自分で守るように考えて、
工夫して経験していくもの。

地震津波の後の緊急復旧もほぼ地元の中小企業の建
設業者だったのを考えれば、安全を守るのも工事の毎
日の安全を守るのも、新しい担い手を自分の会社に来
るようにするための努力も大事ではないかと感じた。

そして施主（発注者）が満足する仕事をする。それ
が地域貢献から私が目指すところではないかと思う。
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まうんだ」といった事故に対する恐怖心や、自分は絶
対こうはなりたくない！と一人一人が意識を高めてくれ
るような教育をすることが大事だと考えます。

三つめは積極的にコミュニケーションをとることです。
どんなに口を酸っぱく言っても意思疎通ができなけ

れば事故は起こってしまいます。一つ目の危険予知活
動についてでも書きましたが、全員が意見を出し合う
ことができ、作業中も全員が声を掛け合える、そういっ
た明るい職場づくりも大切な仕事の一つだと思いま
す。特に夏場は熱中症のリスクがある為、作業員全員
がお互いの体調を確認し合うことや、私達が現場巡視
の際に声掛けを行うことが重要です。私が午後などに
現場を一通り巡視した後職長さんや作業員の方に「大
丈夫ですか？そろそろアイス食べる時間じゃないです
か？」と冗談交じりに声を掛け、実際にアイスを配布
したり、水分・塩分補給の為に休憩を取らせています。

又、休憩中には、体調の確認、現場の要望事項や他
愛もないこと等様々な話しています。最近ではＳＮＳ
を閲覧している時に建設現場のニュースや作業中の様
子を投稿している人達をよく見かける為、作業員の方
に「これ見てくださいよ」などといった雑談をしてい
ます。他愛もない事ですが、こういったコミュニケー
ションをとることは、現場全体の雰囲気に結びついて
いく為、とても重要だと思います。

最後になりますが現場の作業は常に危険と隣り合
わせです。事故怪我がなく安全に作業を行う為には、
日々の安全活動に真摯に取り組み、作業すること大切
です。工事現場で働く人達は会社や立場は違います
が、一度現場に入場したら同じ目的を持つ大切な仲間
です。自分自身や家族、現場の仲間を事故から守る為
に、時には冗談で笑い合い、厳しい言葉で引き締めな
がら、「明日は我が身」の意識をもって、楽しく、緊
張感を持ちながら安全作業に取り組んでいきます。

【優秀賞】

「体調チェックと安全作業」
株式会社佐々木建設　阿部　光男

作業の安全と災害防止対策を検討する上で最初に、
当日の作業を行う人の体調チェックから始める。その
日の体調を血圧測定に始まり各々の食事、飲酒量、睡
眠時間、体調に異常はないかをチェックシートに記入
した内容を確認して異常が無いか確認する。体操・朝
礼時に各作業員に目配りして異常は無いか、疲労やス
トレスでいつもと行動が違っていないか、その日の作
業に適した状態か、目視で確認する。又、個人の持病
の有無も知っておく必要が有り、もしもその様な症
状が現れている様な時が有れば早急に作業を中止さ
せ、休養させるか医療機関での受診を進める。食生活

考えることが沢山あります。
しかし同時に、とてもやりがいのある仕事だとも思

います。ゼロから建物が出来上がるのは何物にも代え
難い達成感があります。もちろん無事故で完成すれば
尚のことです。それらは悩んで考えた分に比例して達
成感も大きくなります。

私自身これからも当社の社是である、
“安全はすべてに優先する”を肝に銘じて現場管理

をしていきたいと思います。

【優秀賞】

私たちの仕事～安全管理と明るい職場～
奥田建設株式会社　黒澤　凌

私は今年で入社６年目を迎えます。当然ながら新入
社員の頃と比べて、現場監督として日々の施工管理や
作業等に関する検討事項を少しずつ中心となり考える
立場となってきました。一言で現場監督といっても仕
事内容は様々ですが、その中で最も重要なのが安全管
理です。

毎日行っている朝礼や危険予知活動、現場の巡視や
安全施設の整備等の対策を行っていても、毎年全国各
地で労働災害は発生しています。

事故の要因として、多く挙げられるのがヒューマン
エラーによる事故です。作業員全員が事故に対する意
識をもって作業を行わなければ、いつかは事故が発生
してしまいます。

そこで、どうしたら意識を持ってもらえるか考えて
みました。

一つ目は危険予知活動のマンネリ化についてです。
本来毎日行っている危険予知活動は自分の身を守る為
に行うものであり、「やらせられている」活動ではあ
りません。現状では毎日内容が同じであったり、職長
さんに任せっきりであったり、やらされている感が否
めません。しかし、現場は毎日変化していくものです
し、現場の条件や天候によっても様々です。みんなで
意見を出し合い、一体感をもって活動し、自分と仲間
を事故から守るものだと認識することが大事だと思い
ます。

二つ目は根本的に事故に対する意識が低いことです。
毎日の周知、現場で指摘等を行っているのに、事故は
発生しています。事故に対する意識を持ってもらう為
には、私達が行っている、安全教育も充実させていか
なければなりません。座学だけでは無く写真や映像を
用いての教育や、事故体験VRを用いて実際に高所から
の墜落・転落する瞬間や、重量物の飛来・落下災害を
疑似的に体験できる技術等を用いて教育するのが効果
的だと思います。実際に「自分の身に事故が起こった
らどうなるのか」「仲間が事故にあったらこうなってし
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1.　作業内容、作業場所が日々変化する
2.　他業種の専門工事業者が入場している
3.　単品受注生産である
4.　雇用期間が短い
といった特徴が考えられる。
法規制の改正等により、安全設備等の施設面につい

ては様々な対策が行われて一定の成果が出ていると思
われる。

今回は、作業員の不安全行動をはじめとするヒュー
マンエラーが起因する労働災害の対策について考えて
みる。
2.　ヒューマンエラーの発生要因

ヒューマンエラーの発生要因として、
①　 不注意、近道本能行動、場面行動本能、パニック、

錯覚、単調作業による意識低下による「瞬間的に
注意力が適切に働かない」状況

②　 未経験、危険軽視、連絡不足、知識不足、集団欠
陥、中高年の機能低下、疲労等による「エラーが
発生しやすい状況が作業員に内在している」状況

大きく２点の発生要因が考えられる。以下で各要因の
対策について考えてみる。
3.　ヒューマンエラーを防ぐ対策

ヒューマンエラーを防ぐ対策としては、大きく２つ
の方向性が考えられる。

１． ヒューマンエラーが発生しても大丈夫なような
安全設備面の対策を行う。

２． ヒューマンエラーが発生しないような安全管理
活動を充実する。

安全設備面の対策は、「人は誰でも間違える」こと
を前提として、可能な限り適切な安全設備を設置する
ことが非常に重要かつ有効な対策となると考えられ
る。具体的な対策例としては、墜落防止ネット・手摺、
各種保護具の着用、各種リミット装置（揚重作業時の
センサーや重機の接触防止等）といったものが挙げら
れる。

安全管理活動では、「作業員ひとりひとりが高い安
全意識を持って注意深く行動する」ことが重要です
が、個人の注意力や能力には、ばらつきがあるので「集
団の力をうまく活用する」といった活動も有効である
と考えられる。具体的な安全管理活動としては、各種
パトロール、安全衛生に関する教育、危険予知活動、
現場での声のかけあいといったものが挙げられる。
4.　現場での取り組み

現場で行った具体的なヒューマンエラー対策の取り
組みの一例を以下に示します。

①　２重の安全設備対策
　開口部養生及び開口部廻り手摺の設置
　揚重作業におけるレーザーバリアの設置
　（敷地境界付近等）
　掘削重機の相番者への重機接近警報装置の着用等

についても定期的な適量の食事を取る事で体の負担を
減らすことも考慮される。コンビニ弁当やカップ麺を
毎日摂取するのは塩分・脂肪の取り過ぎとなり要注意
です。個人の事情もあると思いますが出来るだけ摂取
回数は減らしたほうが良いと思います。これからの時
期は熱中症対策も必要になってきますが、過度のコー
ヒーやジュウス類の飲料水摂取は糖分が多く、かえっ
て体調不良の原因になります。麦茶とか熱中対策水を
適量に摂取するように指導しています。

災害が起こる要因として、不安全行動・不安全状態
が有ると思います。現場内での不安全な行動とはどう
いう行動かを理解していなければ、毎日の安全KYで
災害防止対策を並べても不安全な行動でヒューマンエ
ラーが起きてしまいます。未経験者や若年者は現場
経験が少ないため特に起こりがちです。熟練者でも
ちょっとした油断で軽微な物損事故を起こしている様
です。その小さな事が大きな事故となる場合もあるの
です。現場内の状態で掘削開口部や盛土法肩に安全柵
や表示物が無い状態では、転落や落下・崩落災害が起
きる起因となるのでしっかりした安全柵や表示を整備
する。又、現場内の資材・機材の配置・片付け状態で
安全対策がされているか一目でわかる。散乱している
現場ではつまずいたり、転倒する恐れがあり、近接す
る場所で重機や車両がある場合は接触・巻込みの重大
災害になる可能性が有ります。足場の開口部等も手摺
り柵や表示物が未設置な場合は転落の恐れがある。現
場内の不安全な状態は早急に処置を行い不安全な状態
を無くす様に常に巡視して災害防止に努める。

作業する上で、作業手順を全員に周知してもらい、
特に危険な項目には十分理解できる様に細かな指示・
指導を行い、作業の順序を間違いや省略する事のない
ように伝える。

災害発生率は新規入場初日、又は、一週間以内が
20％台と高く、新規入場教育の理解が不足しており、
現場内で案内・説明を行って安全施工サイクル活動に
より、災害発生対策を行い、安全無災害現場に今後も
取り組んで行きたい。毎日の「おはよう」「お疲れ様」

「ただいま」を家族とともに笑顔の会話が出来るよう
に安全に努めて参ります。

【優秀賞】

【ヒューマンエラーによる労働災害対策の取り組み】
大成建設株式会社　黒田　敬・世永　勝�

1.　はじめに
建設業の労働災害は、長期間的には減少傾向にある

が全産業における発生割合をみると依然として発生の
割合が高く、危険な産業といえる。

建設現場の労働災害の発生が減らない理由として
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最近はデジタル技術の躍進により、様々なAIやIoTを
使ったシステムによる安全対策が開発され、建設現場
でも活用が期待されています。
当現場でもいくつか導入しており、手ごたえを感じて
いるところであります。
AIは画像認識、音声認識、センサーデータの解析など
の分野で大きな進歩を遂げており、例えば作業員が危
険な区域に入ろうとした場合にAIが自動的に警告を
発するシステムを導入することで、ヒューマンエラー
の発生を防ぐことができます。また、センサーや作業
員の生体情報をリアルタイムに解析し、疲労やストレ
スの度合いを把握することで、適切な休憩や作業調整
を促すことも可能です。

AI技術の導入により、建設業における安全対策は大き
く変わっていくと思います。
AIはデータの解析能力に優れているため、作業現場の
データを収集・分析し、問題の早期発見や予測を行う
ことも可能です。
また過去の災害事例やヒヤリハットをデータ化するこ
とにより、当日の作業内容や天候等の情報から類似災
害や危険要因を洗い出し、当日の装備や必要な安全設
備、安全注意事項を示してくれる事も可能です。
実際にこれらの技術は既に一部の現場で導入されてお
り、この分野での成長は建設業における安全対策を飛
躍的に促進させるのではないでしょうか。

ただし、AI技術の活用にはいくつかの注意が必要で
す。
まず、先に述べた通りAIは十分な学習データが必要と
なりますが、建設現場は状況が複雑で多様であるため、
さまざまな現場の状況、作業員の技術、天候等をカバー
する学習データの収集が必要です。
また、AIシステムの誤動作や予測外の事象に対する対
応策も考慮する必要があります。故障やバグが発生し
た場合には、バックアッププロセスを確保することが
重要です。

さらにはAI技術の導入と同時に人間には協調意識の
向上も重要です。
建設現場では人間の経験や洞察力も欠かせませんが、
逆に経験や知識が邪魔をして事故につながるケースも
多く発生しています。
AI技術を導入した場合、作業員はAIの指示や警告に
適切に対応することが求められることになり、AIの仕
組みをきちんと理解する必要があります。
作業員に対してAI技術の活用方法や安全対策の重要
性を啓発し、自らの考えでAIが必要と思えるようにな
らなければ宝の持ち腐れとなります。

②　見える化対策
　・改修工事における活インフラの掲示
　・新規入場者や高齢者のヘルメット等よる表示
　・床段差部の色塗りによる表示等
③　過去の災害事例を活用したＫＹ活動
　・ 工種毎にまとめた過去の災害事例シートを活用

したＫＹ活動の実施等。
④　現場内でのコミュニケーションの向上
　・各種パトロールによる声掛け活動の励行
　・ 職長会の活性化による作業員同士のコミュニ

ケーションの向上等
⑤　作業員の安全意識向上の啓蒙活動
　・ 定期的な簡易足場の使用ルールの講習や作業所

長による安全訓話の実施
　・ＶＲ機器を利用した安全教育の実施
　・啓蒙ポスターの掲示による意識向上等

5.　まとめ
ヒューマンエラーを防ぐことで無くせる労働災害も

あると考えます。安全設備や安全管理活動の充実も大
切なことではありますが、「人は誰でも間違える」と
いう観点から、個人のヒューマンエラーを補い合える
コミュニケーションのとれる現場の雰囲気づくりが大
切だと考えます。

【優秀賞】

ヒューマンエラーの低減について
株式会社大林組　齊藤　力

建設業における安全対策の一環として、ヒューマンエ
ラーの低減は重要な課題です。
今回はなぜヒューマンエラーが完全になくならないの
かを検証し、最新のAI技術を活用した対策と、その技
術がもたらす変化と注意点について考察いたします。

現状のヒューマンエラー低減対策としては、教育・訓
練プログラムやマニュアルの策定、作業環境の改善な
どが行われています。しかしヒューマンエラーは完全
になくなることはありません。
なぜなら人間は誤りを犯すつもりがなくても、疲労や
注意散漫さ、経験不足、慣れなどによって自分の意志
とは異なる行動を取ってしまう事があるからです。
また建設現場は日々変わる現場状況や作業内容、天候
による環境の変化や、他業種との相番作業等々、複雑
で変化に富んでおり、予測困難な状況が常に発生する
ため、ヒューマンエラーを完全に排除するのは困難で
す。
しかしながら、少しでも低減させる為の努力は続けな
ければなりません。
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②　Formsの活用による高所作業車等の点検

今までは高所作業車１台ごとに、毎月点検票を紙で印
刷して設置していました。このやり方だと、最初に
使った人が点検し、点検表に記入していました。そう
することで、次に使用する人は点検せずに使用する場
合や、点検表が紛失した場合に、点検をせずに使用す
る人が見受けられました。点検表にFormsを取り入
れることにより、使う人全員が点検を実施し、記録に
残すことが可能になりました。また点検表を毎月印刷
して、高所作業車へ設置する手間がなくなったことに
より、職員の手間も省くことができました。

③　そのほかのForms活用事例

高所作業車の点検表以外に、熱中症予防点検表、事業
主パトロール、ヒヤリハット・気づき運動の報告等に
もFormsを取り入れました。いずれもスマホがあれ
ば簡単に誰でも入力できるので、報告漏れなどが紙と
比べて少なくなりました。

また最近ではロボティクスや自律システムの発展によ
り、危険な作業の自動化や人間の代替が可能な作業も
増えてきています。
将来的に、ヒューマンエラーを完全に解決するために
はAI技術の進化だけでなく、このような技術の発展も
欠かせないでしょう。

このようにAI技術はヒューマンエラーの低減に有益
な手段です。AIを活用することで、作業現場の監視・
予測能力が向上し、事故やトラブルのリスクを低減で
きます。
将来的には、さらなる研究と技術の発展によって、
ヒューマンエラーの根本的な解決へ近づくことを期待
します。

【優秀賞】

現場で実施した安全対策について
西松建設株式会社　松田　健

プロロジスパーク盛岡プロジェクトにおいて、現場
で実施した安全対策について紹介します。
①　朝礼看板のサイネージの活用

朝礼看板にサイネージを設置しました。朝礼看板は大
きさが決まっており、限られたスペースに掲示できる
情報は限られてきます。サイネージを取り入れること
により、時間ごとに画面を切り替えることができるた
め、いろいろな情報を作業員さんに発信することがで
きます。事務所内でサイネージに載せる情報を切り替
えることが可能なので、職員の手間も省くことができ
ました。
作業員さんへ見てほしい看板は、休憩時間に合わせて
画面を切り替えるようにすることで、今まで以上に情
報を発信できたと感じました。
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どで、作業員さん全員へ伝えきることは難しいと思い
ます。ICTを取り入れることにより、今まで以上に簡
単に情報を発信することが可能で、作業員さんの安全
に対する意識が高まったように感じました。

【優秀賞】

「安全」と「信頼」
株式会社宮本組　菅野　道広

「安全」と「信頼」、どちらも初めからあるものでも
他人が保証してくれるものでもありません。ただひた
すらに、みんな一人ひとりが寄り添って過去の事例を
省みながら築き上げていくしかなく、その解決策の一
つとして「すべてを疑って対応してみる」ということ
も上げられると思います。「この方法は大丈夫か？」

「これは正常に動くか？」「相手は正しく理解している
か？」「自分は勘違いをしていないか？」…疑うこと
はしたくはないがそれを避け、過信や、誤解すること
も危険な要因ではないでしょうか。

以前、所属していた運送・物流会社で、２年連続で
同じような交通死亡事故が発生しました。夜間に大型
トラックが高速道路の本線上で人を跳ねたというもの
です。歩行者、軽車両などいないはずの場所で…と思
われ安いかと思いますが、この事故の裁判の判決理由
の一つに「加害者の運転手は高速道路には人がいない
と思い込んでいた…」というのがありました。また夜
間、車のヘッドライトに照射されたら、相手ドライバー
に認識されていると思いがちですが、どうでしょうか。
お互いに過信や誤解があったら？

１件目の死亡事故の原因究明、その対策、他ドライ
バーへの周知等が十分なされないまま翌年に同じよう
な死亡事故が発生しました。２件の事故で３名の尊い
人命が失われることになりました。勿論、被害者の家
族、同僚の方などへの影響も計り知れないものがあり
ます。また、加害者本人、その家族、同僚も同じです。
損害賠償、刑事責任、行政処分など多くの人を巻き込
む結果になり、今もって忘れ去られるものではありま
せん。

実は、私自身にも事故にはならなかったものの似た
ような事でヒヤリハットを経験した事があります。雨
の降る深夜に交通量の少ない高速道路を走行していた
時です。前方の路肩付近にトラックが無灯火で停止し
ているのが見え、「故障車かな？」と思いながら追い
越し車線へと進路変更しかけヘッドライトを上向きに
切り替えた途端、停止していたトラックの先の追い越
し車線上に黒い物体があることに気づきました。横転
した乗用車です。事故発生直後らしく、また事故の影
響かどちらの車両も灯火が消えていて、発炎筒も使用
されておらず、手前の交通表示板にも何も表示が無

④　ダイレクトの活用

ダイレクトとはラインのようなアプリです。当現場で
は職長全員を招待しています。職長会のグループや、
現場全体、棟別に作っています。ダイレクトを活用す
る前は、職長さんから現場全体に対してあまり意見を
発信していないように感じていました。ダイレクトを
活用後は、職長さんが自ら危険の芽を全体に発信し、
現場全体の安全に対する意識が高くなったように感じ
ました。また自分を含め、若手職員が職長さんや作業
員さんへ安全への指導をしたときに、ないがしろにさ
れたことがある人は多いと思います。ダイレクトのグ
ループには上司も入っているため、今まで以上に若手
職員の意見が、職人さんへ通りやすくなったと感じま
した。

⑤　熱中症看板の設置

熱中症はなったことがない人からすると、軽視されが
ちです。作業に夢中になっていると水分補給を忘れる
場合もあると思います。現場各所に温度計と気温に対
する熱中症の危険性の看板を設置することで、作業員
さんへの熱中症対策の意識を高めました。

以上が現場で実施した安全対策の一部になります。
現場には多くの危険があります。その全てを、朝礼な
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「現場監督が現場にいないから今なら大丈夫。」その
ような意識でいた。
自分の身を守る為に使用する安全具と思わず、使用し
ないと怒られると思っていたことが安全に対しての考
えとして間違っていた。

職人として現場作業をしていた時に大きな怪我をし
なかったのは運がよかっただけであり、本当であれば
大怪我をしていたのかもしれない。

立場が変わり現場管理として現場でのルールを学び
危険体験、災害事例と様々な事故事例を見ていると職
人時代に似たような経験があり一歩間違えば私も同じ
怪我をしていたことになっていたのであろうと数多く
の資料の中で思うところがあった。危険に対する意識
は一人一人違うとは思う。一つの作業を行うにしても
危ないポイントが分かっている人。何が危ないことな
のかが理解できていない人もいると思う。その為に現
場ごとにルールを設けて新規入場者教育をし、作業手
順の確認、ワンサイクルの立会いと、何重もの確認作
業をするが正しい手順で作業をしているから安全なの
かと言えば、想定外のことも起きてしまうのが現場だ
と思う。

安全に作業をするとは、怪我をするリスクを軽減す
るためのものであり、全ての作業においてこれを守れ
ば安全に作業ができるという保証はないと思う。災害
が起きたらそれが、なぜ起きたのかを考えて対策をす
る。同じことを繰り返さない為には必要なことだとは
思うが、災害が起きたから新たにルールを作る。これ
が多くなりすぎることも覚えられず守れなくなること
は懸念される。
管理をしていく上でこれからは、その日行う作業の中
で危険なポイントを伝え一人一人がしっかりと理解す
ること。そして危険なことに対して立場関係なく危険
作業を止めることのできる環境を作ること。人が行う
作業には絶対安全はない。

技術の進歩によって今よりも安全保護具が開発され
る可能性はある。それを利用するのが人であるからに
は事故は０になることはない。現場を管理する人間が
事前に予測し、絶対の安全はないと意識し、現場管理
を行う。

【優秀賞】

「ルールを守るということ」
日本道路株式会社仙台南アスコン　馬場�　聡

私はアスファルトプラントの所長を務めている。そ
の日は、取引先から工場に戻っているときに会社の
携帯が鳴った。構成員である副所長からの電話であ
り、車を安全な場所に停車し電話をとった。「従業員
がローラーチェーンに左手を巻き込まれ、ケガをした。

かった状態です。私は二次災害防止のため、次のイン
ターチェンジで一旦本線を下り、そこで事故発生の通
報をしました。

今思えば恥ずかしい話ですが、なぜあの時に私は異
常な状態に気付きながら、「故障車」と思い込み、事
故発生を疑わなかったのか。私は「事故対応」ではな
く「故障車対応」しようとしたのか。私は判断を間違
えており、二次災害が発生する危険がありました。

他に色々な場面や状況であっても「異常な状態」と
いう時点で、「安全」と「信頼」は崩れていると思い
ます。そこで可能な限り疑いを持つべきと思います。
現場の状況や機械の状態は疑いやすいですが、自分自
身の判断や相手が人だと疑いにくく、ためらってしま
うかも知れません。しかし、相手から指摘されたら

「自分は勘違いしていないか？」と自分を疑い、相手
が「大丈夫だよ」と言っていても、相手の顔色や言動、
状況に異変や異常を感じた時には、疑いを持って対応
するべきだと思います。誰でも自分自身の異常に気付
かない時もあります。

自分の経験の中から交通事故を取り上げましたが、
建設現場や日常の色々な場面にも言えることだと思い
ます。周辺の異変や異常に気づく事や、気づいたら
色々な事を疑いを持って対応することが「安全」や

「信頼」を築くもとの一つにもなると思います。

【優秀賞】

安全とは
株式会社安藤・間　梶原　求

「ご安全に。」朝のＫＹミーティングの最後にこの言
葉を発することから始まる現場。

私は数年前まで職人として現場に携わっていた時に
は毎日この言葉を毎朝声に出していたことは覚えてい
る。口にはしてはいるもののその言葉の意味や重みな
どは考えることはしていなかったと今は思う。現在は
現場管理という立場に変わり日々現場が進んでいく中
で高所作業、重機作業、火気作業など危険作業と言わ
れてはいるが、考えてみれば数多くの危険作業と隣り
合わせの仕事が建設業なのだと実感するようになって
いった。

安全とは何か職人の時と今現在の私での考え方を比
較してみた時に職人であった時は「怪我をせずに仕事
が終われば良い」このような考えを持ち正直その頃は
作業していた。日々の作業内容は、高所作業、クレー
ン・玉掛作業、重量物運搬と行っていた作業であった
ので慣れていたのもあり、危険作業に対して怖い、危
ないという認識が欠落していた。
「高所では安全帯をして作業を行わないと現場監督

に怒られるからしないといけない。」
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【優秀賞】

「事故を起こさない為に」
日本道路株式会社山形協同アスコン　奥山　皐月

私の祖父は大工でした。
今から12年前の夏、屋根のペンキ塗りをしていた

祖父は糖尿病の症状である目眩をおこし屋根から転落
してしまいました。この事故により祖父は、脊髄損傷
による半身不随となり車椅子での生活を余儀なくさ
れました。家族は皆、『あの時、声を掛けていれば』、

『もっと早く病院へ連れて行っていれば』と後悔に苦
しみました。

このような事故が起きてしまった原因は、３つの不
注意が重なってしまったからでした。

まず一つ目に、ペンキ塗りの依頼があった場合、シ
ンナーと同様に臭いが強い為、２日続けての作業は行
わないようにしていた祖父でしたが、体調を崩してい
た私の母の為に休むことなくペンキ塗りの仕事も２日
続けて行っていたそうです。

事故の直後、私の母は『２日続けてペンキ塗りへ行
くとわかっていたのに、なぜ止めなかったのだろう』
と肩を落としました。

二つ目に、祖父は糖尿病の初期症状があったにも関
わらず、休みなく働いており病院へ行くことが出来な
かった事でした。

後日聞いた話ですが、事故に遭った日の週末、糖尿
病かもしれないと心配していた祖母は、祖父の病院を
予約していたそうです。

なんでこんなにもタイミングが悪かったのか、せめ
て地上に居る時に目眩が起きていれば転落せずに済ん
だかもしれないのにと思いました。

最後に、ペンキ塗りの作業中、祖父は命綱を付けて
いませんでした。

昔からの言い伝えや迷信すら口うるさく言っていた
祖父は、なぜ命綱を付け忘れてしまったのでしょうか。
40年以上大工として仕事をしてきた祖父の自信だっ
たのでしょうか。

泣いて悔やんで、神様に何度手を合わせても、その
後11年間祖父が歩ける日が来ることはありませんで
した。

大工として、仕事一色の人生を生きてきた祖父は、
これから先死ぬまで車椅子生活をしなくてはならない
現実を突きつけられ、どんな言葉をかけてあげたらい
いのか私には分かりませんでした。

世話好きだった祖父は、仕事も歩くこともできず、
自分の身の回りの事さえ人の手を借りなければならな
くなった事が、どれだけ辛く苦しく、悔しかっただろ
うか本人の気持ちを考えると涙が止まりませんでし
た。

救急車を呼んだが、親指は皮一枚で繋がっている状態
だ。」その一方を受け、直ぐに事の重大さを理解した。
一旦、落ち着いてからでは無いと運転はしてはいけな
いと思いはあったが、正直動揺しながら工場に向かっ
た。工場では救急車がすでに到着し、応急処置が行わ
れていた。ケガをした現場には血痕と破れた皮手、ぐ
ちゃぐちゃになったカートリッジグリスが散見され
た。

この事故は転勤で赴任して22日目に起こった事故
であった。赴任時の挨拶で過去の労災事故について触
れた。その事故は今回の事故と状況は違ったが左手の
親指を除く４本の指を失うといった重大な労災事故で
あった。事故を起こして被災して一番ツライのは、被
災した当事者である。機械は壊れれば新しいものに取
り換えればすむが人間はそうはいかない。指がなく
なった手を目の当たりにした時は胸が締め付けられる
思いがした。それは私だけではなく、同僚や上司部下
といった職場の仲間も同様にツライと話をしたばかり
だった。今回は病院での処置が良く、指を失うことは
無かったが１年弱にもわたり通院し手術とリハビリを
行うこととなった。残念ながら赴任時の話が伝わらな
かったのである。これは管理者である所長の責であ
り、相手に伝える難しさを改めて知ることとなった。

今回の事故の主たる原因は決められたルールを守ら
なかったことである。回転部には手を出さない・整備
する際はブレーカーを落とすということがルールで
あったが、回転しているローラーチェーンに直接グリ
スを塗ろうとし、左手を巻き込まれたのである。当日
の朝のミーティングでも副所長より回転部の整備作業
はブレーカーを落とすことが作業指示であった。ケガ
をした当事者も後日、ルールは分かっていたが近道行
動と安易に大丈夫だろうと思い作業し被災してしまっ
た旨を謝罪されたが、その被災された左手は痛々し
かった。その後、事故対応策として様々な安全設備が
追加となり、新たにルール（作業手順の見直し）が追
加された。しかしながら、どんなに立派な設備であっ
ても、どんなにしっかりとした作業手順を作成しても、
それを扱う人がルールを無視しては、事故は無くなら
ない。まず管理者は安全指示を相手にきちんと正確に
伝えることも大事なことだが、日々のパトロールを厳
しい目で行い不安全行動をしている際は、作業を中断
してでも指導を行うことが重要であると再認識した。
また作業従事者には、決められたルールを守らないと
自らや仲間が事故で被災し大変不憫な思いをすること
を常に一番に考えルールを守ることの重大さを何度も
繰り返し教育していこうと強く思います。

私はこういった事故を経験しましたがこれを読んだ
方には同様な思いはして欲しくはありません。今日も
絶対に事故は起こさないという強い気持ちを持って
ルールを守り作業に従事してください。
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きてしまうのか。
それは、当事者意識の欠如と優先順位の考え方の相

違にあると考える。当事者意識の欠如は、「自分には
関係ない」「自分たちは大丈夫」など、現場の先頭に
立つ立場として最もあってはならない思考である。自
分ひとりで現場を動かしているのではなく、自分と現
場の作業員、他の協力会社と協力して初めて現場が出
来上がるものだという意識を常に持たなければならな
い。まずは自分が作業員を守るという強い信念を持
ち、現場に関わる全員にその意思が伝わるようにコ
ミュニケーションを図ることが大切だと考える。

次に優先順位の考え方についてだが、「現場を工期
内に終わらせる」という考えが施工管理者の大半を占
めている可能性が高く、時間短縮のために安全の優先
度を自発的に下げてしまう傾向があり、繰り返し事故
が多発しているのではないだろうか。冒頭で述べたよ
うに、４つの管理項目を軸に現場をこなすのだが、安
全をおろそかにしたときに失ってはいけないものがあ
る。それは人の命である。聞こえは悪いが、事故によ
る機械の故障や構造物の破損は事後に修復可能なもの
だが、人の命だけは失えば二度と修復できないものと
誰もが理解していると思う。それでも事故が減らない
のは、無意識に安全の優先度を下げているからである
と考える。これは当事者意識に直結するものであり、
一人一人が安全に意識を向けていれば現場全体にその
意思が伝わり、事故防止につながるのではないかと考
える。

このように、まずは自分から意識を変えていくこと
が重要であり、他人事のように捉えていては何も変わ
らないままである。でなければルールだけが変わって
いき、最後には自分の首を絞めることになるかもしれ
ない。そうならないためにも、自らの意識改革と安全
を最優先に現場をこなすことで、事故が減少していく
のではないだろうか。残念ながら事故が減らない限
り、法が緩くなることは限りなくゼロに近いだろう。
だから、少しでも今の流れを良い方向に変えようとす
る一人一人の意志が大切であると考える。施工管理の
仕事はとても過酷で、様々な業種の中でも人員不足が
懸念されている業種だ。しかし、施工管理の仕事とし
て誇れるものが安全を通じて認識してもらえるように
なれば、さらにやりがいのある仕事になっていくと信
じている。私もいち施工管理者として、日々の変化に
順応していかなければならない。一人、また一人とこ
の意識の輪を広めていき、私たちの「これまでの安全」
から「これからの安全」に大きな変化を与えることが
できるよう精進したい。

 以上

数年後、私は日本道路に入社し、祖父と同じように
沢山の危険と隣り合わせで働く人達と出会い事故の重
みを身近に感じるようになりました。

そんなある日、職場のミーティングで労働災害は、
『不安全な行動・不安全な状態が重なった時に起こり
やすい』と聞いた時、とっさに祖父の事故を思い出し、
あの事故もそうだったのかもしれないと思いました。

どんなに若くたくましい人でも、長年働いてきたベ
テラン社員でも、ちょっとの見逃しや気の緩みで、大
きな事故に繫がってしまうかもしれないということで
す。

事故が起きた時だけでなく、その後もずっと事故に
よる苦しみや後悔は続いていくということを多くの人
に分かってほしいと思いました。

祖父は事故後11年間、沢山の後悔と苦しみのなか
必死に生き続け、今から１年半前の冬安らかに天国へ
旅立ちました。

あの事故が無ければ、今もまだ大好きな大工の仕事
をしていたでしょう。

冬には薪を割り、暖炉の前で得意な絵を書いていた
のでしょう。

毎日、同じように働く人たちを見ては、そう思いま
す。

事故とはこんな思いの中、生きていくことになると
いうことなのです。

私は、これからも事故を起こさず安全に働いていく
ために『不安全行動・不安全な状態』を見逃さず、見
過ごさないよう過ごしていきたいと思います。

【優秀賞】

「これまでの安全とこれからの安全」
大成ロテック株式会社　西田　大吉

私は、この会社に勤めて４年目になる。この短い４
年間の間でも、安全に関するルールは日々変化してい
る。その変化に賛同する人や、中には不満を抱く人も
いるだろう。

私たち施工管理は主に、工程、品質、原価、安全の
４つの大きな管理項目を基本に業務をしているが、現
場を施工するにあたり、一番重要なのはやはり安全だ
と私は考える。単純な話だが、事故が起これば工程が
大幅に遅れ、施工中断による継続的な品質の低下、当
初の原価管理とのずれが生じ、現場にとって非常に大
きなダメージを負ってしまう。それを回避するために
も、安全に力を入れるべきだと考える。

しかし、このように考える人はこれまで何人もいた
と思うが、現状は事故が減るどころか、日々増えてい
るのではないかと感じている。そのたびに対策や改善
を繰り返しているはずなのに、なぜ繰り返し事故が起
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全意識を高めて生活していきたいと思っております。

【優秀賞】

安全教育の重要性
世紀東急工業株式会社東北支店　鳴海　愛蘭

1.　はじめに
私にとって現場を行う上で、一番頭を悩ますのが

「安全管理」である。
特に「安全教育・訓練」は、工事の内容を十分に理

解し把握しておかないと、ピントが外れた内容になる。
マニュアルどおりの事を記載したところで、実行で

きなければ「絵に描いた餅」であり、現実味に欠ける。
土木工事共通仕様書には、下記のような規定が記さ

れている。
「受注者は、工事の施工にあたり、事故等が発生し

ないよう使用人等に安全教育の徹底 を図り、事故等
を防止するため、工事着手後、原則として作業員全員
の参加により毎月、半日以上の時間を割当て、次の各
号から実施する内容を選択し、安全に関する研修・訓
練等を実施しなければならない。」とある。

　その具体的な内容は以下の通りである。 
①　安全活動のビデオ等視覚資料による安全教育 
②　当該工事内容、手順等の周知徹底 
③　 工事安全に関する法令、通達、指針等の周知徹底
④　当該工事における災害対策訓練 
⑤当該工事現場で予想される事故対策 
⑥　その他、安全・訓練等として必要な事項
すなわち「ビデオを見せて」「工事内容を周知させ」

「災害事例などの資料配布」で終わり、というパター
ンが定着しているように思われる。

従来の安全教育・訓練は、上述のように作業員を部
屋に集めて資料に基づき授業形式で行うことが多く、
作業員にとっては退屈な時間であり、効果がないので
はと常々考えていた。（写真-１）

写真-１　一般的な安全教育・訓練

そこで、いっそのこと座学はやめて実際に危険な状
況を想定し安全訓練を行う。

【優秀賞】

「コメンタリー運転で交通事故の
防止、指差し確認で物忘れなし」

福田道路株式会社郡山営業所　遠藤　梨香

私の夫は道路会社に勤めております。会社では労働
災害、交通災害、公衆災害等が毎年発生して幾多の安
全重点実施事項や再発防止策を実行し災害ゼロを目指
して日々取組んでいるといってます。仕事や買い物に
行くときは車を使用していますが、比較的に住宅地で
道も狭く一旦停止やカーブミラーが設置している死角
が多いところを通ることがあり歩行者や自転車も通る
ことより気を使って運転しています。

ある日、私が車を運転中に「歩行者が来た」「自転
車だ」とか「信号黄色」「停止」などぶつぶつ独り言
を言っていたら、主人が「それだよ、いいね！」と助
手席から声を掛けてきました。何を言っているのと聞
いたら、会社では道路や交通状況をコメントしながら
運転する「コメンタリー運転」を推奨している。コメ
ンタリー運転の方法は危険だと判断したものを呼称す
る「危険予知呼称（歩行者、車、自転車）」、危険認知
呼称後に次にとるべき行動を呼称する「意思決定呼称

（よーし、停止、）」声を出して安全確認を行うことだ
と教えてくれました。面倒がらず、恥ずかしがらず、
事故を起こさないという意識を強く持って運転してい
きたいと思います。

もう一つ「指差し呼称（確認）」の実践です！
指差し呼称の目的はヒューマンエラーや不注意、確

認ミス、事故を防ぐためのものです。人間の心理的な
欠陥に基づく誤判断、誤操作、誤作業を防ぎ、事故・
災害を未然に防止するのに役たちます。工事現場では
安全確認とし対象物を見つめ、腕を伸ばして指を指し

「○○よし！」と声を出すことで、意識レベルをギア
チェンジして正常でクリアーな状態にして事故防止に
繋がります。日常生活に振り返ると、お出かけすると
きに家を出てから「勝手口の鍵閉めた？」「給湯器消
した？」とか「玄関閉めたよね？」など不安になり、
行き先途中で引き返して確認することで時間に余裕が
なくなりイライラして運転することがしばしばありま
した。指差し呼称をすることで今では鍵の掛け忘れや
物忘れが少なくなったまたコメンタリー運転をするこ
とで運転に余裕が出てきたかなあと感じています。近
年は「あおり運転」のニュースがよくテレビから流れ
て非常に不快に思っていて自分が当事者であったらど
うしようと考えさせられています。コメンタリー運転
をしながら後続車の運転がおかしいなと感じたら脇に
寄せて先に行かせるようにしてトラブル防止にも気を
付けるようになりました。自分のため家族のために安



─ 40─

２）　 熱中症にかかったときの対策を体験してもらう。
（写真-３）

写真-３

4.　おわりに
安全管理は、地道にやらないとその効果は期待出来

ない。また、おろそかにすると会社の存続さえ危ぶま
れる。いくらお金をかけても、現場で実際に作業する
人達の意識の改革がなければ事故は防げない。KY活
動、安全教育・訓練は、作業員の安全意識を高揚させ
る、絶好の機会である。

毎日のKY活動をさらに充実させ、安全教育訓練に
おいても発想の変換をすることで、「無事故・無災害」
でなく「危険ゼロ」で現場を完成させることが出来る。

建設業界の現状は、震災の復旧工事が落ち着き、公
共事業の抑制が叫ばれ、各社共に軒並み受注減になる
など大変厳しい状況となっている。この厳しい時代を
勝ち抜くためにも、労働災害をゼロにすることが、決
して大げさでなく我々施工管理技士に与えられた使命
であると考える。

【優秀賞】

現場に出て体験し学んだこと
株式会社安部日鋼工業　飯渕　惠太

現場での経験が今年で約一年経ちましたが、この少
ない期間でも安全について考えさせられることが多々
ありました。その中で、慣れている作業に潜む危険性、
余裕をもって作業することの重要性についてお話しま
す。

現在、私が配属されている現場はPCを使った配水
池の築造を行っています。これに伴う場内土工・流量
計室築造を施工する工事となっています。
現場には熟練の作業員の方が来て作業に取り組んでお
り、日々の安全作業のおかげで無事故・無災害で工事
を進められています。

現場経験の浅い私は作業内容の確認をしたうえで危
険なポイントを把握しなければなりません。覚えるこ
とが多く、目の前で起きていることに対して集中しす

座学も基本的な知識を身につける上で重要であり、
必要なことであることは言うまでもない。

2.　現場における問題点
毎日の安全施工サイクルは下記の流れが標準的であ

る。（表-１）

朝礼→ラジオ体操→KY活動→始業前点検→作業（安全巡視）
→工程打ち合わせ→作業（安全巡視）→後片付け

表-１　安全施工サイクル

私が注目した点は毎日行う「KY活動」だ。最近は
リスクアセスメントKYが主流となっているが、その
内容はというと、旧態然としていて漠然としており、
あまり進歩が見られない。

そこで、毎日のKY活動表を分析し結果をまとめて
みたところ、次のようなことに気が付いた。（表-２）

危険のポイント その対策 ワンポイント

熱中症になる 水分を十分に補給し 
休憩をとる 水分補給よし

重機と接触する 周囲を確認して
作業する 周囲確認よし

ブレーカーで足を突く 保護具を着用する 手足元確認よし

吊り荷が落下する ワイヤーロープの
点検 玉掛よし

表-２　KY活動表の分析結果
何とも抽象的で具体性に欠けている。
周囲を確認すれば什器と接触しないのか？熱中症に
係ったら同書記手当てをするのか？

3.　工夫・改善点と適応結果
以下はその具体的な安全教育・訓練で行った事例だ。

１）　 実際に彼らが働いている姿を動画で撮影し、第
３者の目線で不安全行動がないか自分の目で見
てもらう。危険なポイントを作業員自ら指摘し
あう。（写真-２）

写真-２



─ 41─

【優秀賞】

『安全意識の引き出し方』
東興ジオテック株式会社　髙山　竜人

「安全第一」という標語があるように、工事現場で
は何よりも安全が全てに優先されます。職長にとっ
て、工事現場の安全確保のためにはどのようなことが
求められるでしょうか？施工前のリスクアセスメント
から始まり、現場従事の際に使用するヘルメット等の
保護具着用の指示、安全通路等の現場内における安全
設備の充実、日々のKYK活動（危険予知活動）や安全
打合せ等、様々な安全ツールが存在します。職長の職
務の一つとして、用意した安全ツールについて作業員
に周知指導することはもちろん必要なことです。しか
し、工事現場の安全確保のためには、実際に作業され
る作業員一人一人が、与えられた安全ツールを有効利
用できているかどうかにかかっています。例えば、保
護具の着用を指示されていたが、邪魔だから着用しな
かった。安全通路があるにも関わらず、遠回りになる
ので使わなかった。職長から安全指示をされたが、必
要無いと思い安全指示を無視して作業をした等…。こ
のような事態を防ぐために、一つは職長の周知指導方
法の改善も必要なことですが、何よりも工事現場で作
業される作業員一人一人が高い安全意識を持つことが
大切です。そのためには、作業員の安全意識をいかに
引き出すことができるかどうかが、職長の職務におい
て重要なポイントだと思います。

タイトルの「安全意識の引き出し方」について、準
備段階、施工前、施工中の３つのステップに分けまし
た。まず、施工の安全に対する検討を行う準備段階で
は、リスクアセスメント、作業手順書の作成・周知等
があります。作業手順書を例に挙げると、まず、職長
が検討する際の叩き台となる作業手順書案を作成しま
す。その作業手順書案の安全対策を実際に現場で実践
できるかどうか、現場でのリスクに対して妥当な対策
であるかどうか、他に良い安全策があるかどうか等を、
現場に従事する作業員全員で意見を出し合い、再検討
します。ここでポイントとなることが、作業員全員で
安全対策を検討し納得・理解して貰うことです。準備
段階で、現場の安全対策の基礎となる部分を作業員全
員で検討することにより、検討した安全対策の意味を
理解し、安全意識の基盤ができます。

次に施工前です。準備段階で検討した安全対策を基
に作業員全員で安全対策の確認を行います。例えば、
昇降階段を設置するという対策を検討した場合は、実
際に設置箇所を確認し、現地を見ながら作業手順を再
確認します。ここで、検討した項目と現地のイメージ
の擦り合わせを行います。このステップでは、検討し
た安全対策を現場で実践するために、現地を実際に見

ぎてしまうときがあります。そんな時に周りが見えず
ヒヤリとした場面がありました。その時に作業員の方
から「深呼吸して心に余裕を持つといいよ」と言われ、
自分の行動を振り返ってみると確かに心に余裕がない
状態で作業を進めてようとしていたと感じます。集中
しすぎて周りが見えずに怪我をしてしまっては元も子
もないので、その時からは焦っていても深呼吸をし、
周りを見渡して適度な集中と心の余裕をもって作業を
進めるよう心がけています。

これから長く働いていく上で大切なことを教えてく
れた作業員の方は普段どうやって危険を回避している
のかを聞いてみました。その中で「作業に対してどこ
に危険が潜んでいるのかを常に考えて作業している」
ということが分かりました。

具体的な例を挙げると、作業開始前に危険予知活動
を行い、一日の作業で危険なポイントを話し合い、注
意喚起をしたところで作業を開始します。作業開始直
後は高い集中力を持っていても作業を進めていくにつ
れて慣れによる油断が出てきてしまい、作業に対する
緊張感が緩んでしまいます。それでも安全作業を続け
ているのは10時と15時の休憩中に作業の危険性や気
を付けるべきポイントについて再度話し合いを行って
おり、それが日常的になっているからだと考えます。
作業に対する集中力と緊張感を保つ秘訣であり、これ
が無事故・無災害を継続できている要因の一つである
と感じました。

どこに危険が潜んでいるのかを考え、周知すること
は簡単ではありますが継続することは難しいです。熟
練の作業員の方で専門知識や技術があったとしても
ヒューマンエラーは起こり得ることで、その頻度を減
らす為には「慣れている」と高を括って作業を進める
のではなく適度な集中力と緊張感をもって作業に取り
組むことが大切であると学びました。

現場での経験が１年しか経過していませんが、いろ
いろな作業を見て、経験していく中で慣れているとい
う思い込み、油断が事故の元となると感じました。ど
こに危険が潜んでいるのか、何とすれば危険を回避で
きるのかを一人ひとりが考え、心に余裕を持ちながら
作業や安全に対する意識を高く保つことが重要だと考
えます。
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り、それがヒヤリハットを無くし、無事故・無災害で
工事を終えるポイントだと考えた。そこで、作業手順
周知会にBIM/CIM３次元モデルを用い（図１）、さら
にVRを使用した３次元モデル空間での施工疑似体験
を取り入れた。

図１　BIM/CIM3次元モデルを用いた作業手順周知会状況

実際、どのような効果が得られたかというと、３次
元モデルを用いたことで、360度どの方向からでも俯
瞰的に作業空間を細部まで確認でき、２D図面では気
がつかなかった作業時のより具体的な危険箇所に気づ
くことができた。今回、私が携わった防波堤築造工事
での効果をいくつか紹介したいと思う。

①上部工打設足場上で足場板が重なり、段差や隙間
が発生する可能性がある場所に気づき、あらかじめ注
意喚起をする掲示物や養生の準備することができた

（図２）。
②型枠の組立解体時に使用する外周足場を確認した

時に、足場幅が短く海中転落の恐れがあることに気付
き、外周足場計画の見直しを行い、実際に足場幅を広
く設けて外周足場と防波堤の隙間を解消することがで
きた（図３）。

図２　上部工打設時の3次元モデル

ながら、安全を確保した施工方法・手順のイメージと
方向性を作業員全員で共有し、安全意識の高揚を図り
ます。

最後に施工中です。施工中の最大のポイントは現場
における会話と声掛けだと思います。現場で作業をし
ていて分からないことがあれば聞くことが基本です
が、発言が少ない作業員がいた際は、職長から声をか
けて、問題や不安な点が無いかどうかを聞く、または
一緒に考えて、問題点を解消する等、会話をしやすい・
会話に参加させるような環境をつくることも職長の大
事な仕事です。危ないと思えば「危ないぞ！」という
一声をかけること、異変を見つけた時は「これで大丈
夫か？」という確認をすること、よくできている時は

「良いね！」と褒めること等、お互い声の掛け合いを
行う活気のある現場づくりも大切です。現場には、会
話や声掛けの中で洗い出せる（見つけ出せる）危険も
あり、日々の何気ない会話・声掛けが安全意識を高め
る一つの手段として有効だと思います。また、安全意
識を高める方法として、第三者の安全パトロールを実
施し、新たな安全策・案を開拓することも効果的だと
思います。

一人一人の安全意識を高める、高め合える現場を築
くためには、各ステップで、現場に従事する作業員全
員が一丸となって安全対策について考える機会を一つ
でも多くつくることが重要だと考えます。

【優秀賞】

BIM/CIMモデルとVRを使った
安全対策活動

東洋建設株式会社東北支店　青山　和暉

現場作業を始める前には作業手順周知会を行い、現
場の特性と作業内容を考慮して、作業の注意事項や危
険箇所について意見交換し、安全な作業環境の整備に
取り組んでいる。

しかし、いざ現場に出てから作業を始めると、想定
していなかった開口部や段差が見つかり、急遽養生や
立入禁止措置を行うことが多々あった。また、新たな
工種や作業区域では初め緊張感を持って作業に取り組
んでいるが、慣れてくると危険に対する意識が薄れて
しまい、重機の作業半径を通って移動することや、設
置した昇降設備を使用せずに段差を昇降するような近
道行為を行い、危うく災害が発生していたようなヒヤ
リハットに直面したこともある。

このような経験から、いかに、「作業開始後に気が
付いていた想定していなかった危険個所を事前に把握
し対策を講ずることができるか」、「作業員の危険への
意識を持続・向上させることができるか」が重要であ
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ケートを実施した。アンケートの結果、従来方法より
も、危険箇所の事前把握に効果があり、危険箇所のイ
メージもできたと答えた人が多かった（図５）。（５段
階評価をしてもらい、１を悪い評価、５を良い評価と
した。）

図 5　アンケート結果

BIM/CIM３次元モデルを用いた作業手順周知会の
実施は、施工前段階でより細かな作業におけるリスク
や危険箇所に気づくことができ、早期対応に有効であ
り、VRを使用した作業空間の擬似体験は、危険に対
する意識の向上に効果があったと確信している。また
個人的には、この活動を通じて、作業員と安全に関し
たコミュニケーションを多くとることができたと思
う。

今後もBIM/CIMモデルを使った手順周知会やVRを
使用した施工疑似体験を実施し、施工前段階での安全
対策の準備や危険に対する訴えかけをしっかり行って
いきたい。さらに、今回の取組みに留まらず、現場で
の危険を取り除き、作業従事者の危険に対する意識向
上のための方策を模索し、安全第一で作業に努める現
場環境を作っていこうと思う。

【優秀賞】

変化と目線とコミュニケーション
東亜建設工業株式会社東北支店　森　一基

はじめに
建設業に携わって十余年、作業員から職長、測量担

当、施工管理など、複数の立場を経験してきた。割と
特殊な経歴の部類に入ると思う。そして様々な目線か
ら現場を見てきた中で思うのは、同じ現場や作業でも
立場や目線により映り方は違うということ。そして建
設業の環境変化の速さ、その変化の中に潜む危険の多
さである。潜んだ危険を予知し、取り除いていくには
立場の垣根を超えた危険要因の洗い出し行う必要があ
り、そのためにはコミュニケーションの円滑化が最も
効果的だと考えている。

図３　 作業手順周知会での意見を反映させた上部工足
場の実施工状況

また、VRを使用した３次元モデルでの施工擬似体
験では、以下のような効果が得られた。

①ケーソン据付時に立入禁止区域としているワイ
ヤーの内角やケーソン天端の端部に、VR空間内であ
えて立入ることで、危険箇所に対する恐怖感を疑似体
験・感じてもらい、実際に危ないということを深く理
解してもらうことができた。

②上部工打設時におけるバックホウオペレータから
の視界を、VR空間で打設作業員に確認してもらった
ところ、打設作業員から、死角が思っていたよりも広
いことが分かった（印象深かった）という気づきが多
くあった。実際の作業配置上でのオペレータの視界を
知ることで、バックホウが稼働している時には「死角
には絶対に入らない」、「死角は思ったより広い」と
いった気持ちで作業に従事しており、危険に対する意
識を向上させることができた（図４）。

図４　VRを用いた作業手順周知会状況

今回取り入れた、BIM/CIM３次元モデルを用いた
作業手順周知会及び、VRを使用した３次元モデル空
間での施工疑似体験における、危険箇所の事前把握の
有効性と、危険箇所のイメージ度合いについて、アン
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加え、こうした取り組みを行うことで、より効果の高
い危険予知が可能となり、事故の防止、安全の確保に
繋がっていくと考えている。

しかし、近年ではハラスメント問題や、若者を中心
にビジネスライクな関係が好まれる傾向等の要因か
ら、コミュニケーションの難度が上昇しているため、
留意が必要である。こうした時代の流れにも対応でき
るよう、技術面だけではなく対人スキルという面にお
いても、日々研鑽の心を忘れず、安全に向き合ってい
こうと思う。

1.　建設業を取り巻く環境の変化
近年、建設業を取り巻く環境は目まぐるしく変化し

ており、今後もこの変化は今後も継続していく。内容
としては、建設業法の改正やICT施工等の新技術や新
工法の開発および一般化、法改正に向けた自主的な働
き方改革の推進、労働条件・待遇の改善など、ポジ
ティブな変化もあれば、資材の高騰や人手不足、温暖
化や寒冷化など、ネガティブな変化もあり、あらゆる
方向で変化を続けている。特に人手不足は深刻であ
り、2024年４月施行の時間外労働の上限規制に加え、
2025年頃には約800万人の団塊の世代が75歳を迎え
ることにより、ベテランの大量離職が始まる。こうし
た要因から、人手不足は更に加速していくと考えられ
ている。
2.　変化の中に潜む危険

変化の中、例としては、法改正における準備期間や
猶予期間、従来工法から新工法への切替え時、人員の
増減や配置換えの引継ぎ期間、新しい資機材の導入時
などが挙げられる。こうした変化の中という環境で
は、変化前と変化後、両方への対応を求められる上に、
あいまいな状態となることがあり、そこに多くの危険
が潜んでいる。また、新工法導入時などの新しい取り
組みでは、形式知のみで対応する機会が多くなる。マ
ニュアルや作業計画の展開などの机上での対策に加
え、試験施工の実施等の対策をとることが出来るが、
実際には現場で運用しなければわからないコツやノウ
ハウ等の暗黙知があり、周知の従来工法に比べ危険予
知の難易度は高くなる。

こうした背景から、変化の中では変化前後両方の目
線から継続的に危険要因を吸い出し、改善を続け、危
険予知の精度を上げていくことが安全確保の鍵とな
る。
3.　立場による目線の違い

物事を見るという事において、立場により目線が変
わり、目線により見え方が変わる。そしてそれぞれの
目線から、それぞれに映る危険要因があり、そのすべ
てを自分だけで正確に把握することは困難である。こ
のため、違う立場や目線の人たちからいかに「違う目
線から見た危険要因」を吸い出せるかにより、危険予
知の効果は大きく変わる。
4.　コミュニケーションの重要性

経験則ではあるが「危険要因、ヒヤリハットの洗い
出し」等と銘打って作業員に集まってもらう時と、作
業員の休憩中に自分も混ざり、冗談半分に雑談しなが
らヒアリングする時では、洗い出せる危険要因やヒヤ
リハット事案の性質が異なる。後者ではざっくばらん
な生の声や、ある種の「あるあるネタ」に近い情報を
得ることができ、こうした情報はより危険から近い目
線で生まれるため、有用な気付きや安全策に繋がるこ
とも多く、危険予知の幅が広がる。従来の危険予知に
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【SAFETY安全論文の活用】 菅甚建設株式会社 渡 邊　聖 也
私の安全 株式会社深松組 ムンフバド・ビャンバドルジ
安全対策の考え方 野口建設株式会社 佐 藤　博 文

「安全管理の決め手」 株式会社只野組 鈴 木　勇 治
【安全を意識する】 仙建工業株式会社 髙 橋　大 生
安全意識の向上 株式会社阿部土建 木 村　椋 介
意識していること 株式会社瀬崎組 遠 藤　勝 彦
目で見る安全管理 株式会社橋本店 伊 藤　裕 太

「建設業従事者の高齢化からみる安全管理」 山辰建設株式会社 市 川　元 気
コミュニケーションの大切さ 日建工業株式会社 佐々原　　 淳
安全管理の難しさ 奥田建設株式会社 佐 藤　大 輔

「先輩方の血で出来た労働安全衛生法」 陽光建設株式会社 石 崎　正 剛
工事現場における安全確保の重要性と提案 株式会社佐々木建設 小野寺　琢 磨

『ウェルビーイングで現場や企業全体が健康で幸せな安全をめざす』 株式会社松浦組 笠 松　和 彦
大切な現場を安全な場所にする為 株式会社丸本組 水 澤　美智子

「暑熱順化を取り入れよう」 熱海建設株式会社 白 鳥　憲 俊
【建設機械の安全管理及びヒヤリハットについて】 株式会社平野組 岩 淵　隆 希
褒める安全指導にチャレンジ 株式会社大林組 熊 谷　康 広
仮囲い外での事故・災害の事例と再発防止策の提案 大成建設株式会社 髙 橋　優 太
安全の見える化について 大成建設株式会社 馬 場　亮 佑
体験者から学び早期発見・早期対策 株式会社松居組 吉 田　稔 幸
業者間の垣根を超えた先に 西松建設株式会社 刀 禰　竜 斗
想像力と声掛け 五洋建設株式会社 塚 原　滉 介
AIによる重機オペレーター監視システムの導入 大成建設株式会社 須 見　宏 樹
凡事徹底 大林道路株式会社東北支店 北 嶋　宏一郎
ルールの意味を考える 岩手グリーンアスコン株式会社 岡 﨑　和 也
建設業に携わる事務として、女性として 大林道路株式会社東北支店 伊 藤　真 未
一声かけの大切さ 鹿島道路株式会社 高 橋　拓 未
交通事故と渋滞を減らす工夫 株式会社佐藤渡辺 石 岡　洋 介
掃除から始める安全管理 株式会社佐藤渡辺 藤 原　桐 人
古き現場環境からの脱却　～輪の大切さを求めて～ 株式会社佐藤渡辺 千 葉　英 樹

「安全について（気づかれない作業や設備の不備が無限大にある）」 福田道路株式会社郡山営業所 沼 尾　美都紀
油断大敵 鹿島道路株式会社 上 野　龍 真
橋りょう工事における安全管理　～第三者対策・墜落災害防止への取組～ 株式会社横河ブリッジ 政 門　健 一
10年の経験を得て思うこと 陽光建設株式会社 五十嵐　翔 平

「気づき」 岩手道路開発株式会社 小野寺　正 智
「遺産」としての安全と次世代への継承 あおみ建設株式会社東北支店 飛 鷹　賢 征

【佳作】一覧表【佳作】一覧表
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天間林道路開通に向けての安全対策について 上北建設㈱ 高舘　宣雄

仮設工の安全について 穂積建設工業㈱ 相坂　　碧

現場の安全のため、私が学ぶべきこと 穂積建設工業㈱ 佐々木ゆのか

頻発する重機災害の対策とこれから 穂積建設工業㈱ 大澤　翔吾

入社２年目の安全管理について ㈱三村興業社 田端　悠世

安全で笑顔の絶えない現場を目指して 田中建設工業㈱ 角　　翼冴

安全について 田中建設工業㈱ 水尻　　翔

一貫性より柔軟性 田中建設工業㈱ 藤田聡一郎

新人の目線から 田中建設工業㈱ 瀧内　遥南

今日も一日ご安全に 田中建設工業㈱ 小泉あかね

安全文化の確立 熱海建設㈱ 安藤　　蓮

作業員への正確なコミュニケーションの重要性 ㈱平野組 佐藤　寿明

明るく楽しい現場作り ㈱平野組 太田代　凌

思いやりの言葉からの「ご安全に！」 熱海建設㈱ 今川　和子

「ただいま」を言うために 熱海建設㈱ 岸川　季史

実体験で学んだこと 熱海建設㈱ 木村　智之

作業現場と第三者 熱海建設㈱ 高坂　和希

労働災害の裏側 熱海建設㈱ 小松　秀徳

それぞれの立場での伝え方 後藤工業㈱ 鈴木　　圭

○○ヨシ！ 熱海建設㈱ 林　龍太郎

河川氾濫を想定した仮設計画 奥田建設㈱ 小野　尚徳

建設業での熱中症対策について 奥田建設㈱ 加藤　研世

「建設業における安全について」 若生工業㈱ 小松　茂晃

建設業の2024年問題 奥田建設㈱ 今野　　淳

新入社員から見る安全 羽陽建設㈱ 高野　　大

伝えるではなく伝わる安全管理 奥田建設㈱ 佐藤　光彦

現場での安全管理による災害防止の実施 奥田建設㈱ 高橋　尚寿

現場におけるリスクの抽出・評価 奥田建設㈱ 山口　　洋

安全意識を向上させよう 奥田建設㈱ 小坂　篤志

建設業で働く高齢者の災害防止に向けて 奥田建設㈱ 森　　　茂

地下埋設物の破損事故を防ぐ 後藤工業㈱ 江崎　陽友

『安全な建設業の為に』 沼田建設㈱ 高山　　塁

安全と利益について 後藤工業㈱ 高橋　　徹

安全管理について 後藤工業㈱ 富樫　文雄

労働災害防止 後藤工業㈱ 本郷　直人

安全管理と現場印象 伸和興業㈱ 荒木　郁弥

無意識動作について 伸和興業㈱ 飯澤　隆志

建設業におけるKYの重要性について 伸和興業㈱ 桑嶋　拓哉

安全とのかかわりかた 伸和興業㈱ 八重柏　浩

安全について 仙建工業㈱ 石原　奏太

墜落防止の取組み 仙建工業㈱ 板橋　祐太

起きた事故に対する心構え 仙建工業㈱ 伊藤　直晃

安全に対して必要な３つの事 仙建工業㈱ 遠藤　潤也

安全について 仙建工業㈱ 小野寺陽矢

跡確認の徹底 仙建工業㈱ 小幡　弘樹

鉄道工事での安全 仙建工業㈱ 小山　広斗

安全規則を遵守する 仙建工業㈱ 木村　駿吾

安全を学んで 仙建工業㈱ 昆野　　累

安全について 仙建工業㈱ 佐々木渓太

安全に対して必要な三つのこと 仙建工業㈱ 佐藤　貴哉

小学校改修工事における安全管理 仙建工業㈱ 佐藤　優輝
仙台駅西口前広場（D工区）再整備（その
８）における安全への取り組みについて 仙建工業㈱ 清野　義則

『安全は現場の中心』 佐藤工業㈱ 菅野　雄冬

安全と確認について 仙建工業㈱ 千葉総一郎

確認と安全の重要性について 仙建工業㈱ 中村　歩夢

安全について 仙建工業㈱ 野本八飛澄

危険予知活動と安全意識の向上について 仙建工業㈱ 林下　友真

安全と仕事の関わり 仙建工業㈱ 目黒　　快

発生事象の再発防止意識 仙建工業㈱ 村田　達彦

保守用車の未承認区間進入は発生させない 福島軌道工業㈱ 森藤　　陸

安全について 仙建工業㈱ 山下　武蔵

安全について 仙建工業㈱ 吉田　朱惟

安全について 仙建工業㈱ 和田　紅太

安全管理 日建工業㈱ 浦山　栞緒

安全な職場作り 日建工業㈱ 大宮　秀春

現道工事とは 日建工業㈱ 小笠原拓海

整理整頓や清掃の大切さ 日建工業㈱ 木曽　祐子

安全意識について 日建工業㈱ 齋藤　　賢

ご安全に 日建工業㈱ 鈴木　陽大
夜間工事での見える化、意識の見える化、
からの見える化 日建工業㈱ 鈴木　英充

安全を第一に 日建工業㈱ 砂谷　　優

安全への心掛け 日建工業㈱ 高野　泰弘

現場での安全 日建工業㈱ 高橋　優太

WBGTとFIREの再認識 日建工業㈱ 田中　和彦

安全に関する論文応募者 ※順不同
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日常の安全管理 ㈱深松組 文屋　英樹

工事の安全について ㈱深松組 眞壁　尚成
地域貢献・現場見学会、体験会の先に危
険予知の可能性を見る ㈱松浦組 大槻　和也

こころの安全 ㈱深松組 元居みずき

5Sと現場の安全管理 ㈱深松組 屋比久　篤

労働災害について ㈱深松組 山口　将之

安全第一 ㈱丸本組 小山　陽介

築堤工事の安全対策 ㈱村田工務所 七崎　友輝

転落・墜落災害について 野口建設㈱ 石川　文俊

事故を減らす為に出来そうな事 野口建設㈱ 菊地　敏明

安全と安心 野口建設㈱ 熊谷　　陸

安全について今一度考える 野口建設㈱ 後藤　博之

私のリスクアセスメント 野口建設㈱ 菅原　大和

交通渋滞及び周辺店舗への配慮 野口建設㈱ 髙橋　善広

安全訓練は行動なり 野口建設㈱ 千種　孝弘

建設現場における安全活動について ㈱佐々木建設 青木雄五郎

私たちの仕事～安全管理と明るい職場～ 奥田建設㈱ 黒澤　　凌

災害について思うこと ㈱佐々木建設 及川　清喜

「体調チェックと安全作業」 ㈱佐々木建設 阿部　光男

安全管理について ㈱佐々木建設 佐々木和浩

安全について ㈱佐々木建設 佐々木秀和

安全に関する事について ㈱武山興業 渥美　陽太

安全管理 ㈱武山興業 阿部　峻也

安全管理の工夫 ㈱丸本組 阿部　優太

コミュニケーションは挨拶から ㈱丸本組 阿部　幸恵

労働災害を防止するためには ㈱丸本組 伊勢　　匠

失敗を恐れない安全管理 ㈱丸本組 及川　健祐

暑さを乗り切ろう ㈱丸本組 小川　道子

安全に作業するためには ㈱丸本組 小野　佑斗

【SAFETY安全論文の活用】 菅甚建設㈱ 渡邊　聖也

現場の安全について ㈱丸本組 今田　歩夢

慣れたところにもう一手 ㈱丸本組 佐藤　文紀

3Dを活用した安全管理 ㈱丸本組 佐藤　勇翔

現場の安全を考える ㈱丸本組 雫石　翔太

変革する現場の安全管理 ㈱丸本組 高橋　哲矢

見せる、聞かせる、体感させるコミュニケーション ㈱丸本組 武田　　純

安全を保つには ㈱丸本組 中澤　義博

安全に対する心構え ㈱丸本組 三浦　陽子

安全について ㈱丸本組 水口　璃音

女性の安全パトロールで見えてくるもの ㈱丸本組 吉田　　博

心の余裕 日建工業㈱ 田邊　智彦

安全作業とは？ 日建工業㈱ 千葉　　学

視認性・安全確保の工夫 日建工業㈱ 長谷川　力

孫に教わったリスクアセスメント 日建工業㈱ 早坂　浩明

安全を意識すること 日建工業㈱ 本平　隼也

高年齢労働者による労働災害防止対策 ㈱橋本店 相原　誠大

労働災害防止 ㈱橋本店 我妻　聖也

当たり前じゃない日々の安全 ㈱橋本店 大久保佑哉

現場の安全管理等に対して ㈱橋本店 大沼　光広

危険予知活動の課題と実践 ㈱橋本店 小林　春菜

経験と先端技術の活用による安全管理 ㈱橋本店 櫻田　　誠

安全に施工するために工夫したこと ㈱橋本店 佐藤　嘉治

知識と技術による安全管理 ㈱橋本店 柴田　公英

気持ちに寄り添う安全管理 ㈱橋本店 富田　壮史

労働災害が起きる要因と対策 ㈱橋本店 野内　貴司

河川工事における安全管理について ㈱橋本店 三浦　悠貴

休業４日の事故を経験して ㈱橋本店 緑川　右京

ICTの活用による安全管理と働き方改革 ㈱橋本店 安田　　陸

安全教育について ㈱橋本店 山田　恵司

一人一人の責任 ㈱深松組 相澤　達哉

入社早々の失敗から ㈱深松組 阿部　慧翔

範囲 ㈱深松組 阿部　冬威

ICT施工における安全意識 ㈱深松組 天野　凌太

安全の不安全変化 ㈱深松組 伊勢崎亨太

車両系機械による重機災害 ㈱深松組 伊藤　汐音

仕事を安全に行うために ㈱深松組 稲垣　浩助

道路改良工事における地域対応について ㈱深松組 稲崎　　淳

安全を築くとは ㈱深松組 遠藤　瑞季

リスクアセスメント手法による危険予知について ㈱深松組 大久保　陸

継承力の大切さ ㈱深松組 小畠　勝義

安全意識若手への継承 ㈱深松組 春日　　研

必ず防げる災害 ㈱深松組 桑嶋　法寿

DX化による安全 ㈱深松組 佐々木俊治

熱中症災害への意識改革 ㈱深松組 佐々木祥太

地球環境や社会情勢が起因する安全の提言 ㈱深松組 佐藤　正芳

安全について ㈱深松組 佐藤　　学

伝えることの大切さ ㈱深松組 中井　　操

掘削s業における安全対策 ㈱深松組 中里　　仁

安全について ㈱深松組 早坂　佳学

高所作業時の安全について ㈱深松組 古山　淳詞
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熱中症の危険性 若生工業㈱ 熊谷　　力

誰もができる安全対策 若生工業㈱ 今野　迅人

安全管理と健康管理 熱海建設㈱ 相澤みさ子

見える化の工夫 熱海建設㈱ 安住　　誠

わたしの考える安全対策 熱海建設㈱ 阿部　秀治

私の安全 ㈱深松組 ムンフバド・
ビャンバドルジ

『想像力は創造力』 熱海建設㈱ 猪野　輝夫

作業や、死傷事故に対する考え 熱海建設㈱ 高橋　依桜

インフラ整備による防災・減災 熱海建設㈱ 平形　　徹

安全対策の考え方 野口建設㈱ 佐藤　博文

『ヒューマンエラーをなくすために』 ㈱阿部土建 酒井　玲汰

コミュ力 ㈱阿部土建 佐藤　芳憲

安全について考える ㈱阿部土建 鈴木　瑠唯

維持工事における安全管理について ㈱いのまた 首藤　誠志

建設会社で働いて気付いたこと ㈱小野良組 小山　英子

軌道内での危険と安全確保 ㈱小野良組 尾張　邦明

「安全に作業できる現場」を目指して ㈱小野良組 佐々木宣行

安全を振り返って考える ㈱小野良組 菅原　辰也

安全はスキルアップから ㈱小野良組 千葉　厚志

『今日も無事に家へ帰ろう』 ㈱小野良組 早瀬　　慶

危険！熱中症 ㈱小野良組 米倉　勇也

声掛けの大切さ 河北建設㈱ 米澤　　亮

「うまくいく現場」 後藤工業㈱ 青木　則夫

土木工事における新技術を用いた安全 後藤工業㈱ 阿部　一善

「近隣住民との関わり合いについて」 後藤工業㈱ 及川　聡士

「掲示物とコミュニケーション」 後藤工業㈱ 小野　裕二
創意工夫（安全衛生関係）における現場
での取組について 後藤工業㈱ 平間　路浩

安全意識を持つこと ㈱佐藤工務店 伊藤　　眞

現場での安全管理 ㈱佐藤工務店 田口　凌大

「北上川下流三輪田地区築堤工事における安全対策」 ㈱佐藤工務店 田生　直樹

現場の安全 ㈱佐藤工務店 千葉　香恋

私にとっての安全 菅甚建設㈱ 佐藤　裕太

「安全管理の決め手」 ㈱只野組 鈴木　勇治

安全について。 ㈱瀬崎組 阿部　透麻

【安全を意識する】 仙建工業㈱ 髙橋　大生

ＡＥＤ設置現場について ㈱瀬崎組 生出　和幸

緊急作業時に伴う迅速な行動 ㈱瀬崎組 村上　有美

「安全」について ㈱瀬崎組 山内　道基

始業前点検の重要性と落とし穴について ㈱瀬崎組 山内　裕哉

ヒューマンエラーを防ぐ ㈱武山興業 相原　龍介

安全意識を高める ㈱武山興業 佐藤　亜美

安全で事故のない建設業へ ㈱武山興業 茂木　　照

「ICT施工時の安全管理について」 ㈱只野組 阿部　未来

安全管理の取り組み ㈱只野組 佐藤　翔太

安全意識の向上 ㈱阿部土建 木村　椋介

安全対策の必要性について ㈱只野組 千葉龍一郎

『安全への考察』 日建工業㈱ 浅沼　　豊

「安全意識について」 日建工業㈱ 阿部　　稔

そこに住む人を考えた安全管理 日建工業㈱ 泉谷　哲慶

心に笑顔を 日建工業㈱ 伊藤　範子

日常に潜む危険 日建工業㈱ 猪股　直樹

新人教育で安全意識の再確認 日建工業㈱ 長田　　究

熱中症の恐ろしさと対策 日建工業㈱ 小野　優也

“交差点改良工事を施工して” 日建工業㈱ 柿崎　栄司

安全について 日建工業㈱ 門脇　晃太

「舗装工事での労災事故体験」 日建工業㈱ 後藤　陽二

『安全運転管理者等講習会に参加して！』 日建工業㈱ 今野　幹久

意識していること ㈱瀬崎組 遠藤　勝彦

わたしの考える安全 日建工業㈱ 佐藤　　功

交通マナー 日建工業㈱ 佐藤　智一

「安全！」 日建工業㈱ 三浦　　睦

「私の安全」その後 日建工業㈱ 山形　正一

工事現場の墜落転落事故の防止について 野口建設㈱ 伊藤　静男

熱中症対策について 野口建設㈱ 佐藤　　隆

目で見る安全管理 ㈱橋本店 伊藤　裕太

安全管理の始まりは「コミュニケーション」 野口建設㈱ 菅原　昭人

【安全】という沼に落ちて感じたこと 野口建設㈱ 鈴木　史輝
クレーン作業時に図面での「検討」から
BIMでの「検証」を実施した事例 ㈱橋本店 阿部　竜生

一人ひとりの安全のために ㈱橋本店 伊藤　謙介

「建設業従事者の高齢化からみる安全管理」 山辰建設㈱ 市川　元気

労働災害ゼロを目指して ㈱橋本店 井上　　悠

事故が起きないために ㈱橋本店 猪股　　輝

災害の起こらない現場を事前計画する為には ㈱橋本店 荻路　　塁

「３Ｄを活かした安全」 ㈱橋本店 小島　雅史

技術の進化と安全管理 ㈱橋本店 小野寺一樹

「現場の危険箇所と安全対策」 ㈱橋本店 笠原　聡文

BIM/CIMの安全管理 ㈱橋本店 糟川　啓介

BIMを活用した建築工事における安全管理について ㈱橋本店 片岡　真優

デジタル技術を活用した新しい安全管理 ㈱橋本店 菅野　諒太

BIMを用いた新しい安全管理 ㈱橋本店 菅野　　廉
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安全管理の難しさ 奥田建設㈱ 佐藤　大輔

安全への心構え ㈱松浦組 菊地　正三

無事故・無災害への第一歩 ㈱松浦組 菊地　達也

新規入場者教育の重要性 ㈱松浦組 木村　勇斗

「熱中症」対策 ㈱松浦組 齋藤　拓哉

労働災害のない現場をつくろう ㈱松浦組 齋藤　優翔

『ヒューマンエラーの防止』 ㈱松浦組 坂元　良治

労働災害防止について ㈱松浦組 佐久間慎也

工事関係者全員の安全意識の継続について ㈱松浦組 佐藤　浩二

安全のためのコミュニケーション ㈱松浦組 澤田　恵一

事故防止のために ㈱松浦組 鈴木　信義

現場における自然災害への備え ㈱松浦組 髙橋　一弘

安全に対する意識高揚 ㈱松浦組 平間　博之

交通規制時における安全対策について ㈱松浦組 三浦　　博

安全対策について 丸か建設㈱ 青沼裕一郎

建設業におけるヒューマンエラーの原因と対策 丸か建設㈱ 我孫子　弦

「安全意識とは」 丸か建設㈱ 阿部　大和

現場代理人として 丸か建設㈱ 伊藤　　海

繰り返し伝えることの大事さ 丸か建設㈱ 伊藤　　大

墜落・転落災害ゼロを目指して 丸か建設㈱ 尾形　　蓮

安全のマインドセット 丸か建設㈱ 岡部　博喜

「安全について考えることとは」 丸か建設㈱ 岡本　優斗

「建設業における安全管理の重要性」 丸か建設㈱ 今野　憲一

安全に対する意識 丸か建設㈱ 高橋　　悟

市街地工事における安全対策 丸か建設㈱ 高橋　　翔

市街地工事での安全な歩行者通路の確保 丸か建設㈱ 髙橋　正人

改善し続ける熱中症対策 丸か建設㈱ 千葉　健慎

職場環境に応じた適切なリスクアセスメントの活用 丸か建設㈱ 永浦　剣心

労働災害の原因を考える 丸か建設㈱ 花田　章二

経験を糧にこれから 丸か建設㈱ 水戸　翔太

『安全に対する意識』 丸か建設㈱ 矢野　　旭

岸壁災害復旧工事での安全施工 ㈱丸本組 阿部　重一

現場の安全管理 ㈱丸本組 阿部　弘仁

「立場が変われば見方が変わる」 ㈱丸本組 加藤　宏江

「みんなで作る職場づくり」 ㈱丸本組 木村　淳士

「打合せの重要性」 ㈱丸本組 木村　　樹

建設業が取り組む安全 ㈱丸本組 佐藤　海都

危険に気づくために ㈱丸本組 佐藤　　陸

「心の安全第一」 ㈱丸本組 菅原　宏子

『労働災害の背景』 ㈱丸本組 鈴木　吉寛

「建設業の多様性」 ㈱橋本店 木元　啓介

安全に関する新たな提案 ㈱橋本店 栗原　杜羽

現場内における安全対策 ㈱橋本店 今野　拓海

安全管理と技術の発展 ㈱橋本店 佐々木祐輔

安全な現場管理 ㈱橋本店 佐々木陵汰

「安全管理について」 ㈱橋本店 佐藤　修平

技術の進歩と安全 ㈱橋本店 佐藤　大輔

建設業の労働災害防止への取り組み方 ㈱橋本店 佐藤　伸明

安全への意識 ㈱橋本店 佐藤　美月

時代に対応する安全管理 ㈱橋本店 菅原　大雅
BIM/CIMを用いた現場の仮設計画に対
する運用について ㈱橋本店 須藤　剛史

安全管理について ㈱橋本店 関　　直人

「大規模現場での安全管理について」 ㈱橋本店 関村　大貴

安全に関して思うこと ㈱橋本店 曽根　寛幸

BIMと安全の向上 ㈱橋本店 高橋　遥己

適切な現場運用に用いたBIMの使用について ㈱橋本店 高橋　真生

～私の感じた「安全」～ ㈱橋本店 千葉　君杜
現場特性を考慮した安全対策の特化ー自然
災害への対策と実施内容についてー ㈱橋本店 津場　一誠

基本ルールを守る ㈱橋本店 長岡　　徹

労働災害を起こさないために ㈱橋本店 早坂　修平

最大限の安全管理 ㈱橋本店 平塚　倫也

健康と心のチェック ㈱橋本店 星　　京子

労働災害ゼロへ ㈱橋本店 三輪　真之

CIM技術を活用した安全管理への期待 ㈱橋本店 向田　祐輔

安全は意識からはじまる。 ㈱橋本店 村井　大祐

建築ＢＩＭと安全について ㈱橋本店 森　　琢斗

基本を忠実に ㈱橋本店 吉田　有佑

専門作業における安全対策 ㈱橋本店 吉田　幸人

ＢＩＭによる安全の見える化 ㈱橋本店 渡邊　祐太

「気象状況への対策の難しさ」 春山建設㈱ 伊藤　卓也

「安全教育をバーチャル体験」 春山建設㈱ 齋坂　栄治

「砂防　手を触れずにコンクリート打設」 春山建設㈱ 齋藤　友輝

河川工事の安全について 春山建設㈱ 高橋　　新

安全管理 ㈱松浦組 朝倉　恒一

安全とはなにか ㈱松浦組 猪股　諒輔

安全の語源は女性にあり？ ㈱松浦組 太田　利行

コミュニケーションの大切さ 日建工業㈱ 佐々原　淳

作業員への安全周知 ㈱松浦組 小野　文夫

元気に挨拶今日もご安全に ㈱松浦組 小野寺勇三

安全意識の変革 ㈱松浦組 折笠　大輔
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海上工事における安全対策 あおみ建設㈱
東北支店 田中　　皓

ヒヤリハットへの意識改革 ㈱安藤・間 市之瀬　光

都市土木の安全管理 ㈱安藤・間 山内　涼太

都市土木の安全管理 ㈱安藤・間 柗本　大地

土砂搬出における安全管理 ㈱安藤・間 本居　脩文

リスクマネジメントによる安全管理 ㈱安藤・間 金森　　長

安全について ㈱安藤・間 和田　唯嵩

工事における安全について ㈱安藤・間 髙橋　逸陸

労働災害の要因 ㈱安藤・間 呉　　敦也
マグネットアタッチメントを使用した敷
鉄板の敷設について ㈱安藤・間 倉持　隼斗

安全のために元請としてできること ㈱安藤・間 加藤　陽菜

危険予知活動について ㈱安藤・間 野村　武尊

声だし確認で意識が芽生える ㈱安藤・間 瀧川　　開

安全への備え ㈱安藤・間 伊勢　政也

KY活動を有効に行うには ㈱安藤・間 伊藤みなみ

【ヒューマンエラーによる労働災害対策の取り組み】 大成建設㈱ 黒田　　敬・
世永　　勝

声掛けの重要性 ㈱安藤・間 湖海　彩純

声出しで高める安全意識 ㈱安藤・間 三上　一也

ラジオ体操の効果 ㈱安藤・間 山口　大輝

自発的な安全管理 ㈱安藤・間 山中　大吉

労働災害を起こさない為に ㈱安藤・間 山内　千里

立坑作業における安全対策 ㈱安藤・間 小日向晃尚

ながらの危険性 ㈱安藤・間 菅生　洋人

無事故無災害に必要なのは「個人の注意力」 ㈱安藤・間 川田　啓介

危険に対する網を張る ㈱安藤・間 桧山丈一郎

作業手順と安全 ㈱安藤・間 田中　僚治

安全に対する考え ㈱安藤・間 佐川　一也

コミュニケーション ㈱安藤・間 佐藤　椋介

危険体験から学ぶ事故の重大性 ㈱安藤・間 松山　大輝

豪雪地帯における安全対策 ㈱安藤・間 本田　泰大

建物管理から考える安全管理 ㈱安藤・間 木皿　尚樹

安全管理に絶対はない ㈱安藤・間 東山　佳寛

コミュニケーションの大切さ ㈱安藤・間 津野　竜輝

『～安全標識作ってみた～（釣り編）』 石川営板㈱ 鈴木　彩華

やはり「慣れ・油断」が事故の元 ㈱サンエーテック 鎌田　祥平

原点は思いやり ㈱宮本組 小島　拓矢

ヒューマンエラーの低減について ㈱大林組 齊藤　　力

後悔しない為に ㈱宮本組 成田　達也

『安全第一に対する思い』 ㈱宮本組 西内　公敏

一声掛け運動による災害防止 ㈱宮本組 藤迫　貴樹

「私が思うふたつの慣れ」 ㈱丸本組 千葉　泰史

夜間工事特有の安全管理事例 ㈱丸本組 津田　　旭

安全のために。 ㈱丸本組 星　　歌織

「先輩方の血で出来た労働安全衛生法」 陽光建設㈱ 石崎　正剛

最新技術と共に建設災害ゼロを目指す ㈱丸本組 村上　雄紀

「現場の朝」 ㈱丸本組 門間　浩美

「安全性向上への取組み」 ㈱丸本組 山内　美香

工事現場における安全確保の重要性と提案 ㈱佐々木建設 小野寺琢磨

『建設業の安全』 若生工業㈱ 阿部　　武
『ウェルビーイングで現場や企業全体が
健康で幸せな安全をめざす』 ㈱松浦組 笠松　和彦

「不協和音」 伊藤建設工業㈱ 鷹觜　智玲

安全施工 伊藤建設工業㈱ 武田　　智

建設業と安全 羽陽建設㈱ 桜井　優樹

安全に関する論文 羽陽建設㈱ 石沢　晃助

安全が届くまで 羽陽建設㈱ 落合　琉稀

安全意識の高揚について 山形建設㈱ 庄司慎一郎

吊荷作業の安全管理について ㈱丸高 宮林　拓海

安全作業の積み重ね ㈱丸高 五十嵐麟汰

河道掘削工事で実施した安全対策について ㈱丸高 佐藤　拓己

思いやりの安全運転 ㈱丸高 成田　　開

心理・行動特性の把握 ㈱丸高 清和　恵介

ＫＹ活動の重要性 ㈱丸高 相庭　亮太

作業所の安全管理について ㈱丸高 眞田　和也

畑違いからの現場監督 ㈱柿﨑工務所 井上　善己

安全に対する心構え 羽陽建設㈱ 原田　愛可

大切な現場を安全な場所にする為 ㈱丸本組 水澤美智子

安全管理の重要性 羽陽建設㈱ 菊地　大翔

「暑熱順化を取り入れよう」 熱海建設㈱ 白鳥　憲俊

安全について 渋谷建設㈱ 木村　海斗

クレーン災害の防止 佐藤工業㈱ 根本　泰知

【建設機械の安全管理及びヒヤリハットについて】 ㈱平野組 岩淵　隆希

安全対策は誰でもできること 佐藤工業㈱ 高山　　樹

当たり前のことを丁寧に 寿建設㈱ 丹治　　翔

安全に絶対はない 寿建設㈱ 板倉　朋哉

守ろう身近な安全 ㈱和泉電機 横田　朋則

労働災害防止のために ㈱和泉電機 星　　竜太

「安全と効率」 ㈱和泉電機 長谷川将司

「安全」な現場をつくる ㈱和泉電機 渡部　哲朗

安全に関する論文 ㈱和泉電機 湯田　健文

「ヒヤリハット」について あおみ建設㈱
東北支店 石田　海斗
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安全協議会を行う意味 清水建設㈱ 井上　　輝

労働災害はなぜ減らないのか 清水建設㈱ 松原慎一郎

QCDSEから見た安全について 清水建設㈱ 伊藤　　稜

可搬式作業台からの墜落を無くす為には ㈱ユアテック 高橋　純爾

高所作業車作業における安全対策について ㈱ユアテック 伊藤　　誠

ヒヤリハットからの学びと実践 ㈱ユアテック 小玉　俊広

「他山の石」、「対岸の火事」 仙建工業㈱ 畠山　　信

人口減少に伴う建設業界の安全確保について 仙建工業㈱ 河野　諒大

複合工事における安全について 仙建工業㈱ 八城　僚太

若い世代の危険感受性の向上について 仙建工業㈱ 遠藤　拓弥

基本動作の繰返しによる安全意識向上 仙建工業㈱ 藤原　秀輝

鉄道工事に伴う安全管理について 仙建工業㈱ 長瀬　勇紀
東北新幹線降雨防災強化工事における安
全対策について 仙建工業㈱ 佐藤　　翼

事故をなくすために 仙建工業㈱ 吉野　和也

盛岡駅構内作業での安全と施工の両立 仙建工業㈱ 佐藤　　慧

職長会の活性化と日々改善活動の取り組み 大成建設㈱ 伊東　　笙・
北村　知寛

安全に対する意識付け 大成建設㈱ 鎌田ゆうすけ

ICTの活用による安全管理 大成建設㈱ 高橋　聖哉

安全の見える化について 大成建設㈱ 馬場　亮佑

体験者から学び早期発見・早期対策 ㈱松居組 吉田　稔幸

一清掃 二作業 大成建設㈱ 寺嶋　大陽

労働災害ゼロに向けての対策 大成建設㈱ 小野　玖龍

目線の違い 大成建設㈱ 盛合　優斗

現場の安全管理について 大成建設㈱ 大戸　諒哉

職長会による自主的な安全衛生管理 大成建設㈱ 田中　智大

想像力と声掛け 五洋建設㈱ 塚原　滉介

自動化ダンプトラックの安全対策 大成建設㈱ 吉澤　清彰

資材搬入、荷下ろし時における災害・事故防止 大成建設㈱ 甲州　　誠

現場における安全の取組 大成建設㈱ 荒木　裕也

AIによる重機オペレーター監視システムの導入 大成建設㈱ 須見　宏樹

目指そう労働災害０ 大林道路㈱
東北支店 矢野　俊道

死亡労働災害０を目指し 大林道路㈱
東北支店 臼杵　信也

「ルールを守るということ」 日本道路㈱
仙台南アスコン 馬場　　聡

他業種から転職した私が建設業界について思うこと ㈱夢真仙台営業所 髙橋　丈徳

安全第一！基本第一！ 大林道路㈱
東北支店 及川　　諒

「事故を起こさない為に」 日本道路㈱
山形協同アスコン 奥山　皐月

交通事故を減らすために 大林道路㈱
東北支店 千蔵　裕香

建設機械の接触災害防止について 大林道路㈱
東北支店 春名　浩志

安全意識 大林道路㈱
東北支店 高橋　寿一

安全意識について 大林道路㈱
東北支店 長島　恒崇

安全文化の構築 ㈱宮本組 矢野　　奏

「安全の平準化」 ㈱松居組 加藤　　亘

「安全」と「信頼」 ㈱宮本組 菅野　道広

「労働災害を無くすには」 ㈱坂上建設 菊池　克宏

「怠慢、慢心の無く万全な安全を」 ㈱坂上建設 市澤　拓斗

「個人の安全が組織の安全」 ㈱坂上建設 千葉　郁真

建設現場の安全について 大林道路㈱ 大辻　正人

基本に忠実を真面目に取り組む 大林道路㈱ 木村　直樹

積極的なコミュニケーションで広がる安全 田中工業㈱ 渡邊　健太

交通災害を防ぐ為に ㈱イワカン 吉田　夏美

思いやりの『ご安全に』 ㈱ジーエル 野村　玲央

安全とは ㈱安藤・間 梶原　　求

褒める安全指導にチャレンジ ㈱大林組 熊谷　康広

作業前に、一呼吸 ㈱大林組 酒井　清美

安全と津軽弁 ㈱大林組 渡部　優真

言葉で伝える大切さ ㈱大林組 坂本　郁美
建設業における安全管理と労働者の健
康・安全への継続的な取り組み ㈱奥村組 鈴木　悠太

各自が高める全体の安全意識 ㈱奥村組 須田　楓可

思い込みによる災害を防ぐためにリスクを知る 鹿島建設㈱
東北支店 金海　景林

安全指示の伝え方 鹿島建設㈱
東北支店 大津　祐一

安全に関する論文 鹿島建設㈱
東北支店 橘内　信幸

ヒューマンエラーの抑制 鹿島建設㈱
東北支店 高本　芳一

ヒューマンエラーによる災害を防ぐ安全基本行動 鹿島建設㈱
東北支店 菊池　一成

安全で規律ある現場づくりを現場所長と
してどう実現するか？

鹿島建設㈱
東北支店 西尾　英将

特別高圧線に対する安全対策について 鹿島建設㈱
東北支店 加藤　卓也

「心理的安全性」の高い職場作り 鹿島建設㈱
東北支店 赤木　大輔

「伝え方の工夫と安全　～朝礼・昼礼を
辞めてみた～」

鹿島建設㈱
東北支店 石井弘太郎

安全に関する業務を振り返って 鹿島建設㈱
東北支店 小林　早紀

工事の安全のために事務系社員の私にできること 鹿島建設㈱
東北支店 串田　真章

工事現場における安全性確保の基本 鹿島建設㈱
東北支店 山田　海斗

ITツールを活用した現場の安全管理 鹿島建設㈱
東北支店 守谷　風人

安全に対するあなたと私の当たり前 鹿島建設㈱
東北支店 杉本　恭助

建設業界における熱中症対策について 鹿島建設㈱
東北支店 鈴木　晴海

安全意識の向上にむけて ㈱鴻池組
東北支店 大梶　信也

遵守できる現場のルール ㈱鴻池組
東北支店 髙橋　育朗

風力発電機輸送工事における安全対策の紹介 五洋建設㈱ 米山　真士

安全への考え方について 五洋建設㈱ 北村　勇樹

みんなが当たり前に元気に働くために 五洋建設㈱ 大森　美織

仮囲い外での事故・災害の事例と再発防止策の提案 大成建設㈱ 髙橋　優太

時間外労働上限規制適用にあたって 五洋建設㈱ 黒澤　　竣
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子供と考える笑顔の道 ㈱佐藤渡辺 佐々木若菜

現場作業での安全について ㈱佐藤渡辺 戸田　涼介

自分の安全は誰かの安全 ㈱佐藤渡辺 佐藤　達也

凡事徹底 大林道路㈱
東北支店 北嶋宏一郎

当たり前のことをちゃんとやる ㈱佐藤渡辺 門間　聖太

安全運転 ㈱佐藤渡辺 菅原　ひな

子供の通学路 ㈱佐藤渡辺 小野寺智之

現場での安全について ㈱佐藤渡辺 船砥　佳祐

熱中症予防徹底 ㈱佐藤渡辺 福田由美子

子供たちの頑張りと熱中症 ㈱佐藤渡辺 溝井　律子

深呼吸 ㈱佐藤渡辺 高野　歌織

ルールの意味を考える 岩手グリーン
アスコン㈱ 岡﨑　和也

無視されるトイレの３S ㈱佐藤渡辺 平　恵美子

「見させる化」 世紀東急工業㈱
東北支店 宮内　洋之

『ヒューマンエラーを減らそう』 世紀東急工業㈱
東北支店 西村　光功

「合材工場の安全について」 世紀東急工業㈱
東北支店 高橋　　滋

「近道行為が遠回りに」 世紀東急工業㈱
東北支店 佐藤　一斗

『安全はすべてに優先する』 みちのく工業㈱ 池田　悠樹

建設業に携わる事務として、女性として 大林道路㈱
東北支店 伊藤　真未

工場での事故 世紀東急工業㈱
東北支店 遠藤　　孝

「無事故・無災害にむけて」 世紀東急工業㈱
東北支店 飯塚　万桜

「過去の事故から学び掲げる持論」 世紀東急工業㈱
東北支店 伊藤　正允

「安全はひとりひとりの自覚から」 世紀東急工業㈱
東北支店 小野　邦博

「意識改革」 世紀東急工業㈱
東北支店 伊藤　雄馬

『かもしれない運転とKY活動』 世紀東急工業㈱
東北支店 今野　義孝

『安全へのルーティン』 世紀東急工業㈱
東北支店 佐藤竜太郎

「安全は諦めず周知徹底」 世紀東急工業㈱
東北支店 澤田　裕治

『安全管理の意識変化』 世紀東急工業㈱
東北支店 髙橋　　誠

現場の事故の体験を通して 世紀東急工業㈱
東北支店 佐々木拓也

『基本に立ち返れ』 やまびこ工業㈱ 山家　本彦

『安全について』 世紀東急工業㈱
東北支店 清水　雅文

『安全について』 世紀東急工業㈱
東北支店 大柳　知也

「ヒューマンエラーと安全運転」 世紀東急工業㈱
東北支店 奈良岡　亮

「安全運転について」 世紀東急工業㈱
東北支店 伊藤真由美

『意識が変われば行動が変わる』 世紀東急工業㈱
東北支店 増島　孝行

事故を未然に防ぐ 大成ロテック㈱ 内田　直希

空港工事における安全管理について 大成ロテック㈱ 池谷　洋孝

KY活動と安全教育・訓練の関係性について 大成ロテック㈱ 柳澤　和哉

一般道における道路工事の安全管理について 大成ロテック㈱ 野村　哲也

題名　労働災害防止に向けて 大成ロテック㈱ 宮澤　　祥

指示する時は最後まで 大林道路㈱
東北支店 佐藤　眞二

熱中症について 大林道路㈱
東北支店 市川　佳成

建設現場の安全について 大林道路㈱
東北支店 大辻　正人

安全管理について 大林道路㈱
東北支店 田村　和慶

一声かけてヒューマンエラーを無くそう 大林道路㈱
東北支店 渡辺　　旭

現場の安全と安全書類の煩雑さ 大林道路㈱
東北支店 有馬　博志

思考の慣れ 大林道路㈱
東北支店 小澤　和広

アスファルト混合所での安全対策 大林道路㈱
東北支店 野中　大珠

当たり前のルールにするためには 大林道路㈱
東北支店 石川　高子

労働災害を防止するためには 大林道路㈱
東北支店 橋本　祐二

安全運転 ㈱ガイアート
東北支店 吉村　　蛍

「安心して働ける」ために ㈱ガイアート
東北支店 土田　雄希

生産性について ㈱ガイアート
東北支店 相原　　翔

日々の安全活動 ㈱ガイアート
東北支店 太田　洋介

安全のABC ㈱ガイアート
東北支店 近藤　泰人

声掛けで安全作業 ㈱ガイアート
東北支店 本岡　陽太

無事故・無災害の現場をつくるために ㈱ガイアート
東北支店 菅原　一斗

仕事場と日常生活の危険予知（KY）㈱ガイアート
東北支店 五郎川　歩

安全は身近にある ㈱ガイアート
東北支店 千葉　貴裕

「安全意識」の大切さ ㈱ガイアート
東北支店 石垣　寿磨

合材工場における「安全作業」 ㈱ガイアート
東北支店 名久井敏歩

これからの自分ができるKY活動 ㈱ガイアート
東北支店 江戸　翔星

動く前に止まって確認 ㈱ガイアート
東北支店 菅原　天翼

近年増加するインバウンドへの工事現場
における対策 鹿島道路㈱ 伊藤　大貴

安全教育の第一番 鹿島道路㈱ 鈴木　克栄

今できることを 鹿島道路㈱ 辻　　浩輝

交通事故の防止 鹿島道路㈱ 榊原　　嵐

Mの進化 鹿島道路㈱ 加賀屋翔太

「これまでの安全とこれからの安全」 大成ロテック㈱ 西田　大吉

舗装現場の熱中症について 鹿島道路㈱ 佐々木毅裕

現場の安全設備と対策 鹿島道路㈱ 小笠原　剛
「コメンタリー運転で交通事故の防止、
指差し確認で物忘れなし」

福田道路㈱
郡山営業所 遠藤　梨香

アスファルトプラントにおける安全管理
について 鹿島道路㈱ 鳥山　直樹

ルールは守るためにある 鹿島道路㈱ 藤根　健一

安全教育の重要性 世紀東急工業㈱
東北支店 鳴海　愛蘭

伝える難しさ ㈱佐藤渡辺 渡邊千佳子

安全 ㈱佐藤渡辺 伊藤　泰樹

現場にあってはならない『だろう』の気持ち ㈱佐藤渡辺 元山　孝志

全国安全週間準備研修会に参加して ㈱佐藤渡辺 小山　留美

心理的安全 ㈱佐藤渡辺 川又　真琴
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工場で働く人たちが今すぐ危険を回避するために 白河アスコン
共同企業体 白崎　　浩

労働災害ゼロへの道 ㈱ＮＩＰＰＯ
八戸出張所 金　　港勝

健康であってこそ 富樫建設㈱ 新舘　寿和

高速道路４車線化工事における安全への取組について 万世アスコン㈱ 石塚　文彦

２回の事故を経験して 日本道路㈱
宮城営業所 佐藤　　優

安全第一 ㈱八戸サンロード 山下　明子

大いなる力には大いなる責任が伴う 日本道路㈱
東北支店 長澤　柊也

安全について 日本道路㈱
山形営業所 大山　勝也

掃除から始める安全管理 ㈱佐藤渡辺 藤原　桐人

古き現場環境からの脱却　～輪の大切さを求めて～ ㈱佐藤渡辺 千葉　英樹

絶対、安全にする！ 日本道路㈱
庄内日本海アスコン 斉藤　和敏

建設現場のヒューマンエラー 日本道路㈱
山形営業所 茂呂亮太朗

安全は仲間とのコミュニケーション 日本道路㈱
いわき中央アスコン 明通　英和

慣れるという危険 通信道路㈱ 藤島　良太

洪水被害から芽生えた防災意識と職場の防災対策 日本道路㈱
東磐アスコン 鈴木　江梨

安全は意識から 日本道路㈱
岩手営業所 熊谷　達也

安全を考える 日本道路㈱
青森合材センター 長内　　龍

慣れによる過信 日本道路㈱
盛岡中央アスコン 高橋　政成

作業員の意識改革が事故を無くす！ 日本道路㈱
秋田営業所 高橋保志人

プラントでの安全活動 日本道路㈱
南部中央アスコン 中野渡　公

安全への意識 日本道路㈱
北日本技術センター 高﨑　智也

家族の為に 日本道路㈱
福島県中央アスコン 齋藤　秀樹

当たり前のこと 日本道路㈱
大衡共同アスコン 関内　妙子

労働災害防止について 郡山建設㈱ 馬場　正和

身近なヒヤリハット 日本道路㈱
青森営業所 佐藤祥太朗

「自分の経験を安全の架け橋に」 福田道路㈱
弘前営業所 阿部　　渉

「10年目の安全意識」 福田道路㈱
弘前営業所 舘田　英之

「安全第一！作業手順の遵守」 福田道路㈱
青森アステック 鳴海　政光

「人手不足の深刻化について思うこと」 福田道路㈱
酒田営業所 真保　大地

日々の道具の点検の重要性について 福田道路㈱
仙台営業所 佐藤　　亮

舗装業界における熱中症の危険性・対策 福田道路㈱
仙台営業所 笹原　悠大

建設業の労働災害について 福田道路㈱
仙台営業所 千葉　　航

「安全とルールについて考えたこと」 福田道路㈱
仙台営業所 兼田　瑞基

「慣れの恐ろしさ」 福田道路㈱
仙台営業所 金子さやか

「当たり前じゃない」 福田道路㈱
仙台営業所 松野　颯馬

「新人だからこそ」 福田道路㈱
仙台営業所 清藤惣次郎

「事故のない現場作り」 福田道路㈱
仙台営業所 松藤　寿林

「現場は危険と常にとなり合わせ」 福田道路㈱
仙台営業所 織田　恵輔

「熱中症対策から建設業界を変えていこう」 福田道路㈱
東北支店 武田　勇希

「安全について（気づかれない作業や設
備の不備が無限大にある）」

福田道路㈱
郡山営業所 沼尾美都紀

一声かけの大切さ 鹿島道路㈱ 高橋　拓未

時間の考え方 大成ロテック㈱ 藤本　　駿

安全第一の徹底 大成ロテック㈱ 髙橋　快実

先輩に学んだこと 大成ロテック㈱ 国枝　定雄

無事故・無災害 大成ロテック㈱ 鈴木　貴斗

指差呼称の先にあるもの 東亜道路工業㈱
協和出張所 加藤　康徳

現場での安全について 東亜道路工業㈱
山形営業所 北村　幸雄

安全管理について 東亜道路工業㈱
酒田出張所 片桐　成敬

労働災害を防ぐために 東亜道路工業㈱
岩手営業所 刈屋　潤紀

建設業における安全について考える 東亜道路工業㈱
福島営業所 植松　優三

『労働災害ゼロに向けて』 日建工業㈱ 須藤　慎一

「０（ゼロ）は難しい」 日建工業㈱ 千葉　慎也

ヒヤリハットを活用して 日建工業㈱ 渡邊　　守

事故を防ぐ運転 日建工業㈱ 二郷　晃汰

「ご安全に」 日建工業㈱ 佐藤　幸哉

必要な安全対策について 日建工業㈱ 本田　克俊

現場安全第一 日建工業㈱ 橋本　　聡
「もしもあなたの目の前に負傷者がいた
らどうしますか？」 日建工業㈱ 相澤　翔太

安全について 日建工業㈱ 佐々木克美

慣れた頃が一番危ない 日建工業㈱ 三浦　上総

職場の安全を守る心の目 日建工業㈱ 安藤　さみ

「運転・熱中症」 日建工業㈱ 佐藤芙海也

「コロナウイルスの現状、これから」日建工業㈱ 鈴木　和樹

「五感と錯覚」 日建工業㈱ 上西　　敬

「安全作業をする上での基本や文化の定着」 日建工業㈱ 秋葉　正男

「やればいい安全から効果ある安全へ」 日建工業㈱ 山邊雄一郎

油断禁物 ㈱アオケン 宮田　燦汰

仕事を通して分かった安全 ㈱アオケン 工藤　璃久

安全意識について ㈱弘新建設 角田　博幸

事故を知る、今を変える ㈱大三建設 杉村　亮介

安全と慣れについて ㈱北斗 佐々木康夫

交通事故と渋滞を減らす工夫 ㈱佐藤渡辺 石岡　洋介

非定常時作業時の事故を防ぐために 宮城りんかい
アスコン㈱ 髙橋　伸哉

小型現場での安全管理 ㈱ＮＩＰＰＯ
郡山出張所 山﨑　貴登

危険軽視への対策 ㈱ＮＩＰＰＯ
三沢出張所 原　聡太郎

安心･安全で信頼される会社（工場）の
実現への取り組み

秋田グリーン
アスコン㈱ 加藤　　賢

気持ちにゆとりで安全行動 ㈱ＮＩＰＰＯ
秋田統括事業所 加藤　浩介

コミュニケーションも安全に繋がる ㈱ＮＩＰＰＯ
盛岡出張所 今村　和憲

安全とは何か ㈱ＮＩＰＰＯ
青森出張所 大平　謙信

労働災害の防止について ㈱ＮＩＰＰＯ
仙台出張所 五十嵐洸平
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私たちの手で 成田工業㈱ 成田　賢英

法面作業時の安全の重要性 陽光建設㈱ 三澤　晃宏

工事現場の騒音対策 陽光建設㈱ 遠藤　宏紀

交通ルールは守って 東興ジオテック㈱ 千葉小百合

工事に伴う道路規制に関して 日特建設㈱ 水野　敢太

十年後の安全について 陽光建設㈱ 畠山　良太

『安全意識の引き出し方』 東興ジオテック㈱ 髙山　竜人

10年の経験を得て思うこと 陽光建設㈱ 五十嵐翔平

慣れない環境での安全管理 陽光建設㈱ 夏堀　泰尭

鬼塚さんの車止め 陽光建設㈱ 石﨑　正剛

安全行動の基本 陽光建設㈱ 五十嵐かなえ

自然災害と向き合う 陽光建設㈱ 千葉　　優

土砂災害防止について ㈱平野組 吉田新太郎

ヒヤリハットから学ぶ安全意識 東興ジオテック㈱ 藤原　龍司

安全意識 陽光建設㈱ 佐々木　健

きれいな現場 ライト工業㈱ 引屋敷　拡

災害防止活動 陽光建設㈱ 猪俣　雅行

身体が動かない。 陽光建設㈱ 白旗　　清

現場でのコミュニケーション ライト工業㈱ 水澤　哲史

心身の安全を守る職場環境づくり 大管工業㈱ 三上　　薫

安全について考える 大管工業㈱ 佐々木優弥

安全作業のリクス 大管工業㈱ 成田　広志

安全は常に変化する 大管工業㈱ 松井　健汰

安全意識の向上 大管工業㈱ 大柳　俊也

社内安全パトロールに参加して ㈱永澤興業 柴田　美穂

「安全第一」に思う 協積産業㈱ 山下　浩一

夏季工事に潜む労働災害について 協積産業㈱ 菅野　　純

安全作業について 協積産業㈱ 藤村　勝信

安全対策の考え方の違いについて 協積産業㈱ 長瀬　幸弘

「気づき」 岩手道路開発㈱ 小野寺正智

気持ちに【余裕】を 岩手道路開発㈱ 盛内　佑多

安全について考える 光進産業㈱ 武田　陽佑

安全の意識を考えて 光進産業㈱ 高橋　　徹

小さな安全 光進産業㈱ 黒田　　伸

熱中症について 光進産業㈱ 松岡　貴之

安全管理について あおみ建設㈱
東北支店 高橋　　啓

避難訓練・安否確認訓練の大切さについて あおみ建設㈱
東北支店 中村　和秀

「遺産」としての安全と次世代への継承 あおみ建設㈱
東北支店 飛鷹　賢征

安全意識について ㈱大本組
東北支店 石井　祐充

労働災害防止に向けた私の取り組み ㈱大本組
東北支店 中利　竜也

油断大敵 鹿島道路㈱ 上野　龍真

「安全に対する意識」 ライズペーブ㈱ 下舘　那美

安全意識の共有と対策の実施 ライズペーブ㈱ 川井　佑太
「作業手順と意思疎通（コミニュケー
ション）の重要性 ペービックアイヅ㈱ 松尾　和彦

「運転時におけるコミニュケーション」 ペービックアイヅ㈱ 渡辺　　司

３年間で気づいたこと、感じたこと。 ㈱ピーエス三菱 吉田　侑生

今までの経験から安全とは？ ㈱ピーエス三菱 大和田ひかる

ヒューマンエラーの防止 ㈱ピーエス三菱 北村　竜一

いろいろな元請ルール ㈱ピーエス三菱 矢幅　弘毅

個々人の安全意識改革 東日本コンク
リート㈱ 伊藤　雅恵

住宅地・国道に隣接した現場での安全管理について 東日本コンク
リート㈱ 佐々木雄基

安全意識の向上 東日本コンク
リート㈱ 星野　仁志

現場は一家、携わる人は、みんな家族 川田建設㈱ 阿久津　豊

安全の見える化 川田建設㈱ 安彦　信吾
下郷大橋上部工事における無災害記録
34万時間達成から得た教訓 川田建設㈱ 虎本　真一

整理整頓と安全作業 川田建設㈱ 田中　太郎

無事故・無災害を目指して、日々の取り組み 川田建設㈱ 北村　浩行

その目線には何が映っているのか ㈱日本ピーエス 小沼　　陸

労働災害を減らすために ㈱日本ピーエス 伊藤　　駿

安全に関する体験 ㈱安部日鋼工業 竹花　侑恭

現場に出て体験し学んだこと ㈱安部日鋼工業 飯渕　惠太

配水所改良工事での安全対策 ㈱安部日鋼工業 合田　和弥

高速道路上での作業における安全対策 オリエンタル白石㈱ 花月　駿祐

「既設橋への検査路取付け工事における安全対策」 古河産機
システムズ㈱

大嶋　敏男・
市川　幸広

「現場での安全対策について」 日立造船㈱ 柴田　啓吾
橋りょう工事における安全管理
　～第三者対策・墜落災害防止への取組～ ㈱横河ブリッジ 政門　健一

作業内容を理解すること ＪＦＥエンジニ
アリング㈱ 鈴木　元美

役内川橋上部工工事での安全対策について ㈱駒井ハルテック 井村　泰斗

『人による安全管理の限界、それでも人の判断が必要』 瀧上工業㈱ 所　　泰行

ハインリッヒの法則について エム・エム
ブリッジ㈱ 樽石　敏彦

狭隘な作業ヤードにおける歩行者デッキ
の安全な架設について 宇野重工㈱ 髙橋　哲也

重大事故の発生を未然に防ぐために ㈱巴コーポレー
ション 佐々木颯太

安全対策のよりどころ「安全基本原則」 ㈱ＩＨＩイン
フラシステム 石本　圭一

冬季の朝の現場作業において注意すべき
事柄と安全対策

宮地エンジニ
アリング㈱ 池口　博幸

「3K」から見る安全 ライト工業㈱ 増子　悟志

ご安全に 日特建設㈱ 齊藤　大晴

安全な現場を作るために 日特建設㈱ 山田　歩実

安全を繋ぐ現場管理 陽光建設㈱ 沼里　　翼

建設DXの活用 陽光建設㈱ 尾崎　幸弘

新人が経験した「明示」に関する出来事 日特建設㈱ 伊東　樹明
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過去の災害事例の重要性 大成建設㈱ 竹内　昌紀

ヒューマンエラーによる災害防止のための安全対策 大成建設㈱ 天本　雄太

重機作業における安全対策について 大成建設㈱ 片山　直輝

現場における重機関連災害防止に向けた取組み 大成建設㈱ 吉藤　　涼

機械化と安全性 ㈱竹中土木 吉田　直央

危険を無くすには ㈱竹中土木 船水　悠生

国道121号湯野上2号トンネル安全取組み ㈱竹中土木 胡　　綾人

安全への第一歩は自分の事と捉えること ㈱竹中土木 中村　友映

安全に関する論文 ㈱竹中土木 中島　璃紗

涙の流れない現場にするために 鉄建建設㈱ 山﨑　香歩

『安全は全てに優先する』について 鉄建建設㈱ 吉田　　峻

気仙川橋梁を復旧する上での安全対策 鉄建建設㈱ 鳥潟　龍生

危険はどこに潜んでいるのか 飛島建設㈱
東北支店 伊藤　大悟

第三者災害について 飛島建設㈱
東北支店 佐々　文香

『日常』を送るために 飛島建設㈱
東北支店 浅野　　翼

危険予知の重大さ 飛島建設㈱
東北支店 長谷川　桜

経験した危険 飛島建設㈱
東北支店 髙橋　哲也

怖さと痛さ 日起建設㈱ 近藤　　明

安全と女性の役割 隼電気㈱ 上萩原利美
「改修工事における安全管理について」
－居ながら改修工事の現場に携わって― 隼電気㈱ 中村　政道

安全について 西松建設㈱ 荒井　健太

身近な安全用品について 西松建設㈱ 柴坂　遼太

現場で実施した安全対策について 西松建設㈱ 松田　　健

業者間の垣根を超えた先に 西松建設㈱ 刀禰　竜斗

災害発生要因について 西松建設㈱ 桒田　研一

KYK活動について 西松建設㈱ 大内　裕太

現場を巻き込む安全活動 西松建設㈱ 楯石　凌平

安全管理における工夫 西松建設㈱ 小笠原吏輝
二級河川織笠川筋織笠川水門土木工事に
おける安全管理 西松建設㈱ 佐藤　一樹

ICT活用による安全化 西松建設㈱ 山口　　駿

環境の変化で労働災害削減へ 西松建設㈱ 塩野　凌翔

安全な状態の継続 ㈱ピーエス三菱 栗原　　淳

建築現場の安全管理 ㈱ピーエス三菱 橋口　　暁

毎日のルーティーン ㈱フジタ 山田　光輝

KY活動における安全教育の在り方 ㈱フジタ 須藤　杏奈

安全が最優先 ㈱フジタ 田中　　良

現場内の安全意識の向上方法 ㈱フジタ 鈴木　大貴

施設解体作業における安全確保について 前田建設工業㈱ 小関　　洸

解体工事における重大災害ゼロに向けて 前田建設工業㈱ 鈴木　　諒

幸せを守る安全管理 前田建設工業㈱ 盧　　忠閣

三陸の復旧工事で最近思うこと 株木建設㈱
仙台営業所 末松　泰三

ヒヤリハットは悪いこと？ 五洋建設㈱
東北支店 永松　牧子

熱中症対策について 五洋建設㈱
東北支店 海老　拓紀

予定外作業による災害の防止対策と現場
内コミュニケーションについて

五洋建設㈱
東北支店 坂口　宗功

労災から学ぶ基本的安全管理 五洋建設㈱
東北支店 小澤　和也

新入社員が思う安全について 東亜建設工業㈱
東北支店 山田　　和

自分の身は自分で守ろう 東洋建設㈱
東北支店 佐藤　光将

BIM/CIMモデルとVRを使った安全対策活動 東洋建設㈱
東北支店 青山　和暉

災害防止へ繋がる上司からの助言と経験値 東洋建設㈱
東北支店 髙橋　賢矢

作業・配置計画の打合せ ㈱不動テトラ
東北支店 岩田雄太郎

大切にしたい二つの言葉 ㈱不動テトラ
東北支店 佐藤　　蓮

大水深下での潜水作業における安全管理 ㈱本間組
東北支店 稲垣　　元

現場における安全意識 ㈱本間組
東北支店 中村　公紀

海上工事の安全管理とヒューマンエラーの防止 ㈱本間組
東北支店 立木　宗幸

ポンプ浚渫工事における安全管理の工夫 みらい建設工業㈱ 
東北支店 三浦　英智

防災にも減災を ～震災から学ぶ安全とは～ りんかい日産建設㈱
東北支店 平田　智治

現場従事者の「声」を大切に 若築建設㈱
東北支店 佐藤　　偉

現場安全ルールを振り返る 若築建設㈱
東北支店 田端　博之

安全は想像力 若築建設㈱
東北支店 堀　　航汰

高齢化社会と安全管理 五栄土木㈱
東北支店 鈴木　雄大

ＩＣＴ施工による生産性の向上と安全管理 ㈱横山建設 柿木　昌人

海上工事における船舶の航行安全について 五洋建設㈱
福島営業所 安中　京平

オンラインによるコミュニケーション不足 五洋建設㈱
福島営業所 笠原　佑介

仮設工の安全について 穂積建設工業㈱ 相坂　　碧

現場の安全のため、私が学ぶべきこと 穂積建設工業㈱ 佐々木ゆのか

頻発する重機災害の対策とこれから 穂積建設工業㈱ 大澤　翔吾

若い力を育てる ㈱丸本組 安住　祐人

安全意識向上に向けて ㈱丸本組 阿部　純香

気持ちで行う安全対策 ㈱丸本組 大友　重人

人の心理から学ぶ安全意識改革 ㈱丸本組 金戸　友太

災害時の備えについて ㈱丸本組 佐藤　大峰

建設現場の安全 ㈱丸本組 髙橋　颯真

過去に体験した労災を思い ㈱丸本組 高橋　　勉

心にも安全を ㈱丸本組 三浦喜恵子

ＤＸ化による安全性向上の例と提案策 東亜建設工業㈱
東北支店 藤原　悠矢

安全意識の定着 東亜建設工業㈱
東北支店 濱田　瑛佑

事故発生の確率を下げるために 東亜建設工業㈱
東北支店 長岡　隆浩

変化と目線とコミュニケーション 東亜建設工業㈱
東北支店 森　　一基

安全の見える化 大成建設㈱ 千葉　雄斗

“あぶない”と感じる力 大成建設㈱ 浅井　　丞
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「ご安全に」という言葉 鹿島建設㈱
東北支店 稲村　友希

『重篤な災害』防止に向けた取り組み 鹿島建設㈱
東北支店 佐藤　達也



安　全　の　誓　い

高める意識と安全行動　築こうみんなのゼロ災職場高める意識と安全行動　築こうみんなのゼロ災職場

SAFETY 2023

我々は、東北地方において実施される様々な公共事業や、近年激甚化・
頻発化する自然災害からの復旧・復興事業などを全力で進めています。

このような状況の中、東北地方の建設業における労働災害発生状況は、
近年、負傷者数、死亡者数共に減少傾向にあるものの、昨年、1,536名
の方々が被害にあい、このうち39名の尊い命が失われました。
労働災害から労働者を守るためには、これまでの事故を教訓とし、ま
た、関係者が一致協力して、職場における危険要因の排除に全力で取り
組まなければなりません。

本大会では、「高める意識と安全行動　築こうみんなのゼロ災職場」
をスローガンとして掲げ、決意を新たに取り組むこととします。

具体的には、次の取り組みを重点的かつ積極的に推進して参ります。
一　　 各現場において「予定外作業」や「省略行動」の排除に向けた対

応ルールを設定の上、事故防止に取り組む。
一　　安全施工サイクル活動の充実を図る。
一　　健康の保持増進と快適な職場環境の形成を図る。

以上、関係者一丸となって労働災害防止に全力で取り組むことをここ
に誓います。

令和５年10月３日  　　　　　
東北地方工事安全施工推進大会
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